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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

10
月
31
日（
土
）・11
月
1
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

９
日（
金
）・
20
日（
火
）・
29
日

（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
火
）・
２０
日（
金
）・
２７
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

町
県
民
税
３
期

国
民
健
康
保
険
税
４
期

介
護
保
険
料
４
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
４
期

納
期
限
は
１１
月
２
日（
月
）で
す

月
10

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

10
月
の
支
払
日

11
月
の
支
払
日

災害対応シミュレーション
『密を避ける避難所運営』

9月3日コロナ禍を想定した避難所運営職員研修を実施しました

1010

人口
　男
　女
世帯

（　11）
（　 2）
（　 9）
（　 3）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,071人
3,477人
3,594人
3,300世帯

転入  7人/  出生 3人
転出  12人/  死亡 9人

（9月1日現在）

（8月中）

下仁田町下仁田町

広
報
２０１９年

月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年 No774

月月

下仁田プライド in

時代に合わせた
避難所運営

8月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（伊　乃）　
（正　博）
（　現　）
（　隆　）
（道　明）　
（勝　已）
（和　博）　

下　町
西野牧
小　川
下　町
下　町
東　町
下小坂

飯野　喜三
黛　　梅子
齋藤　文江
小井土弘美
佐藤　しづ
神宮　良雄
永井　喜六

有
料
広
告

有
料
広
告

地　区
ご出産おめでとうございます

伊 藤　歓 喜 （啓市・春花）  本　宿

（保護者）出　生　児
かんき

沼 田　奏 樹 （香輝・優希）  仲　町
そうき

諏 訪　幹太郎 （森大・美咲）  大　東
かんたろう

　　　　　 
●コロナ対策事業「水道料減免」「ごみ袋配布事業」・・・P2～P5
●ヤマビル生息マップで被害防止を・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8
●「荒船の湯」がリニューアルオープン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P29

トピックス

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

週１日～２日
（２～３時間）
月収
50,000円程度



●
新
規

（
主
な
も
の
の
み
）

①
半
年
間
の
水
道
基
本
料

　を
無
償
化

②
町
内
事
業
所
が
取
組
む

　感
染
防
止
に
最
大
10
万
円

　の
補
助

③
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金

　で
10
万
円
を
支
給

④
ゴ
ミ
袋
配
布
事
業

3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　

下
仁
田
町
で
は
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
、
多
岐
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
防
止
対
策
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
次
の
事
業
に
つ
い
て
は
生
活
に
直
結

す
る
事
業
や
申
請
が
必
要
な
事
業
で
す

の
で
、
項
目
立
て
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

そ
の
他
、
町
で
は
『
公
有
施
設
の
感

染
防
止
対
策
』
『
避
難
所
の
衛
生
対

策
』
『
小
中
学
生
の
給
食
費
無
償
化

（
本
年
度
中
）
』
、
『
広
域
医
療
対
策

事
業
』
『
地
域
医
療
の
継
続
対
策
』
な

ど
の
事
業
に
交
付
金
を
充
て
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

・水道料金使用料（2ヶ月分：税抜）

基本料金 超過料金（従量料金）（１㎥増毎）
２０㎥まで
２１㎥ ～ ４０㎥
４１㎥ ～ １００㎥ 
１０１㎥ ～ ２００㎥ 
２０１㎥以上
４０㎥まで
４１㎥ ～ １００㎥ 
１０１㎥ ～ ２００㎥ 
２０１㎥ ～ ５００㎥ 
５０１㎥以上

－
172 円
180 円
188 円
198 円
－

211 円
220 円
232 円
246 円

こちらの基本料金が 6ヶ月分減免となります。 こちらのメーター使用料が 6ヶ月分減免となります。

用途

家
庭
用

そ
の
他
用

2,780 円

０円

6,240 円

０円

（2ヶ月分：税抜）

メーター使用料

13ｍｍ
20ｍｍ
25ｍｍ
30ｍｍ
40ｍｍ
50ｍｍ
75ｍｍ
100ｍｍ

160 円
280 円
320 円
460 円
500 円
1,900 円
2,540 円
3,280 円

０円

広
報しもにた

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
踏
ま
え
、
町
民
、
業
者
等
の
支
援

を
目
的
に
町
営
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い

る
全
契
約
者
の
水
道
料
金
の
減
免
を
行

い
ま
す
。

●
対
象
期
間

６
ヶ
月
分
水
道
料
金

※
偶
数
月
検
針
地
区
（
馬
山  

西
牧  

青

倉
）…
令
和
２
年
8
月
検
針
後
〜
令
和

3
年
2
月
検
針
日
分
ま
で

※

奇
数
月
検
針
地
区
（
下
仁
田  

小
坂
）

…

令
和
２
年
9
月
検
針
後
〜
令
和
3
年

3
月
検
針
日
分
ま
で

●
減
免
内
容

上
水
道
の
基
本
料
金
及
び
水
道
メ
ー

タ
ー
使
用
料
を
そ
れ
ぞ
れ
全
額
減
額
い

た
し
ま
す
。

※

上
水
道
の
使
用
水
量
が
基
本
使
用
料

範
囲
内
の
場
合
は
、
料
金
が
発
生
し
な

い
た
め
請
求
は
し
ま
せ
ん
。

※

超
過
料
金
（
従
量
料
金
）
「
使
用
水

量
が
基
本
使
用
料
で
の
ご
使
用
い
た
だ

け
る
範
囲
（
家
庭
用
20
㎥
、
そ
の
他
用

40
㎥
）
を
超
え
た
場
合
に
、
水
量
に
応

じ
て
発
生
す
る
料
金
」
は
通
常
通
り
請

求
い
た
し
ま
す
。

●
申
請
手
続

※

今
回
の
減
免
に
か
か
る
申
請
手
続
き

は
不
要
で
す
。
検
針
票
に
は
基
本
料

金
、
メ
ー
タ
ー
使
用
料
減
額
後
の
料
金

が
記
載
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
　
建
設
水
道
課
庶
務
係

☎
64―

８
８
０
８
（
直
通
）

水
道
料
金
の
基
本
料
金
と

メ
ー
タ
ー
使
用
料
を
減
免

し
ま
す
。【
手
続
き
不
要
】

事
業
所
の
感
染
防
止
に

最
大
10
万
円
補
助

『
下
仁
田
町
新
生
児
特
別

定
額
給
付
金
事
業
』の

お
知
ら
せ

各
世
帯
に
ゴ
ミ
袋
を

配
布
し
ま
す

コロナ対策事業コロナ対策事業

下
仁
田
町
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
と
し
て
、
従
業
員
や
来
客
者

へ
の
感
染
防
止
対
策
の
た
め
に
購
入
又

は
設
置
し
た
物
品
等
の
費
用
を
最
大
10

万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

　
町
内
に
接
客
、
対
面
販
売
等
を
伴
う

店
舗
（
事
業
所
）
を
有
す
る
法
人
又
は

団
体
、
個
人
事
業
主

●
対
象
事
業

１
．
衛
生
設
備
（
物
品
の
購
入
費
用
及

び
工
事
費
用
）

（
１
）
飛
沫
感
染
防
止
：
ア
ク
リ
ル

板
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
等
の
購
入
費
用

（
２
）
消
毒
：
消
毒
設
備
、
自
動
水
栓

の
導
入
・
設
置
等

（
３
）
換
気
：
換
気
扇
改
修
、
空
気
清

浄
機
・
エ
ア
コ
ン
の
設
置
（
ウ
イ
ル
ス

対
策
可
能
な
も
の
に
限
る
）

（
４
）
衛
生
管
理
費
用
：
非
接
触
体
温

計
、
感
染
防
止
対
策
啓
発
の
た
め
の
印

刷
費
等

（
５
）
そ
の
他
：
セ
ル
フ
レ
ジ
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
対
応
機
器
等
の
導
入
等

２
．
衛
生
用
品
：
マ
ス
ク
、
消
毒
液
等

の
購
入
費
用

※

衛
生
用
品
の
購
入
に
つ
い
て
は
条
件

が
あ
り
ま
す
。

※

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
に
伴
う
設
備
や
備

品
等
の
購
入
費
用
は
対
象
外
。

●
対
象
期
間

令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月

31
日
に
支
出
し
た
費
用

●
補
助
金
額

　
10
万
円
を
限
度
額
と
し
て
、
費
用
の

10
／
10
を
補
助

た
だ
し
、
申
請
は
１
事
業
者
当
た
り
１

回
限
り
。

●
必
要
書
類

①
申
請
書
兼
請
求
書

②
購
入
又
は
設
置
に
要
し
た
費
用
の
領

収
書
の
写
し
（
領
収
書
が
無
い
場
合

は
、
金
額
、
購
入
日
、
支
払
が
確
認
で

き
る
書
類
等
の
写
し
）

③
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
実
施
状
況
が

わ
か
る
写
真
。

④
申
請
者
名
義
の
通
帳
の
写
し
（
見
開

き
ペ
ー
ジ
）

●
申
請
期
間
　令
和
２
年
10
月
１
日
〜

令
和
３
年
３
月
31
日

●
申
請
方
法

①
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
、
役
場

で
申
請
用
紙
を
取
得
。

②
申
請
書
及
び
必
要
書
類
を
郵
送
ま
た

は
、
商
工
観
光
課
窓
口
に
提
出
。
（
申

請
に
つ
い
て
は
、
接
触
を
避
け
る
た

め
、
な
る
べ
く
郵
送
に
て
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
）

●
提
出
先

〒
３
７
０―

２
６
０
１
　
下
仁
田
町
大

字
下
仁
田
６
８
２

下
仁
田
町
役
場
　
商
工
観
光
課
　
宛

※

郵
送
代
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
自
身

で
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

☎
64―

８
８
０
５
（
直
通
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
目
的
と
し
て
、
国
の
特
別
定
額
給

付
金
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
乳
児
を

対
象
に
「
下
仁
田
町
新
生
児
特
別
定
額

給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

※

既
に
出
生
届
を
提
出
し
た
方
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
10
月
中
に
申
請
書
を

保
護
者
の
方
宛
に
郵
送
し
ま
す
。
11
月

以
降
に
出
生
届
を
提
出
し
た
方
に
つ
い

て
は
出
生
届
出
時
に
ご
案
内
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者
　
令
和
２
年
４
月
28
日

か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
出
生
に
よ
り
初
め
て
下
仁
田
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
た
乳
児
。

●
受
給
権
者
　
支
給
対
象
者
の
属
す
る

世
帯
の
同
一
世
帯
員
で
当
該
乳
児
を
養

育
し
て
い
る
者
（
原
則
と
し
て
、
下
仁

田
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
父
ま
た
は
母

と
な
り
ま
す
。
）

●
支
給
額
　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

10
万
円

●
提
出
書
類

①
申
請
書

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
の
写
し
）

③
口
座
確
認
が
で
き
る
書
類
（
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

●
受
付
窓
口

下
仁
田
町
役
場
　
福
祉
課
　
福
祉
係

※

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
福
祉
係
　

☎
64―
８
８
０
３
（
直
通
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
一
環
と
し
て
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
よ

り
、
増
加
し
た
生
活
ゴ
ミ
処
理
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
利
用
頻
度
の
高
い
ゴ
ミ

袋
を
、
各
世
帯
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
者

　令
和
２
年
９
月
１
日
現

在
、
下
仁
田
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

世
帯
の
世
帯
主

●
配
布
内
容

燃
え
る
ゴ
ミ
袋
（
大
）

資
源
ゴ
ミ
袋
（
大
）

各
20
枚
入
１
セ
ッ
ト

●
配
布
時
期

令
和
２
年
10
月
１
日
〜
10
月
31
日

●
配
布
方
法

配
送
業
者
に
よ
る
配
達
（
下
仁
田
応
援

商
品
券
と
同
じ
方
法
に
な
り
ま
す
）

●
そ
の
他

　
配
送
物
の
受
け
と
り
で
き
ず
、
役
場

に
返
送
さ
れ
た
場
合
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
申
請
書
を
記
入
い
た
だ
く
こ
と

で
、
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
来

所
さ
れ
る
方
の
現
住
所
を
証
明
で
き
る

本
人
確
認
書
類
と
印
鑑
を
持
っ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
ご
不
明
の
点
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）
環
境
係
　
☎
82―

５
４
９
０

手続き不要!!
基本料金メーター
使用料の減免

手続き不要!!
基本料金メーター
使用料の減免



●
新
規

（
主
な
も
の
の
み
）

①
半
年
間
の
水
道
基
本
料

　を
無
償
化

②
町
内
事
業
所
が
取
組
む

　感
染
防
止
に
最
大
10
万
円

　の
補
助

③
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金

　で
10
万
円
を
支
給

④
ゴ
ミ
袋
配
布
事
業

3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　

下
仁
田
町
で
は
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
、
多
岐
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
防
止
対
策
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
次
の
事
業
に
つ
い
て
は
生
活
に
直
結

す
る
事
業
や
申
請
が
必
要
な
事
業
で
す

の
で
、
項
目
立
て
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

そ
の
他
、
町
で
は
『
公
有
施
設
の
感

染
防
止
対
策
』
『
避
難
所
の
衛
生
対

策
』
『
小
中
学
生
の
給
食
費
無
償
化

（
本
年
度
中
）
』
、
『
広
域
医
療
対
策

事
業
』
『
地
域
医
療
の
継
続
対
策
』
な

ど
の
事
業
に
交
付
金
を
充
て
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

・水道料金使用料（2ヶ月分：税抜）

基本料金 超過料金（従量料金）（１㎥増毎）
２０㎥まで
２１㎥ ～ ４０㎥
４１㎥ ～ １００㎥ 
１０１㎥ ～ ２００㎥ 
２０１㎥以上
４０㎥まで
４１㎥ ～ １００㎥ 
１０１㎥ ～ ２００㎥ 
２０１㎥ ～ ５００㎥ 
５０１㎥以上

－
172 円
180 円
188 円
198 円
－

211 円
220 円
232 円
246 円

こちらの基本料金が 6ヶ月分減免となります。 こちらのメーター使用料が 6ヶ月分減免となります。

用途

家
庭
用

そ
の
他
用

2,780 円

０円

6,240 円

０円

（2ヶ月分：税抜）

メーター使用料

13ｍｍ
20ｍｍ
25ｍｍ
30ｍｍ
40ｍｍ
50ｍｍ
75ｍｍ
100ｍｍ

160 円
280 円
320 円
460 円
500 円
1,900 円
2,540 円
3,280 円

０円

広
報しもにた

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
踏
ま
え
、
町
民
、
業
者
等
の
支
援

を
目
的
に
町
営
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い

る
全
契
約
者
の
水
道
料
金
の
減
免
を
行

い
ま
す
。

●
対
象
期
間

６
ヶ
月
分
水
道
料
金

※

偶
数
月
検
針
地
区
（
馬
山  

西
牧  

青

倉
）…

令
和
２
年
8
月
検
針
後
〜
令
和

3
年
2
月
検
針
日
分
ま
で

※

奇
数
月
検
針
地
区
（
下
仁
田  

小
坂
）

…

令
和
２
年
9
月
検
針
後
〜
令
和
3
年

3
月
検
針
日
分
ま
で

●
減
免
内
容

上
水
道
の
基
本
料
金
及
び
水
道
メ
ー

タ
ー
使
用
料
を
そ
れ
ぞ
れ
全
額
減
額
い

た
し
ま
す
。

※

上
水
道
の
使
用
水
量
が
基
本
使
用
料

範
囲
内
の
場
合
は
、
料
金
が
発
生
し
な

い
た
め
請
求
は
し
ま
せ
ん
。

※

超
過
料
金
（
従
量
料
金
）
「
使
用
水

量
が
基
本
使
用
料
で
の
ご
使
用
い
た
だ

け
る
範
囲
（
家
庭
用
20
㎥
、
そ
の
他
用

40
㎥
）
を
超
え
た
場
合
に
、
水
量
に
応

じ
て
発
生
す
る
料
金
」
は
通
常
通
り
請

求
い
た
し
ま
す
。

●
申
請
手
続

※

今
回
の
減
免
に
か
か
る
申
請
手
続
き

は
不
要
で
す
。
検
針
票
に
は
基
本
料

金
、
メ
ー
タ
ー
使
用
料
減
額
後
の
料
金

が
記
載
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
　
建
設
水
道
課
庶
務
係

☎
64―

８
８
０
８
（
直
通
）

水
道
料
金
の
基
本
料
金
と

メ
ー
タ
ー
使
用
料
を
減
免

し
ま
す
。【
手
続
き
不
要
】

事
業
所
の
感
染
防
止
に

最
大
10
万
円
補
助

『
下
仁
田
町
新
生
児
特
別

定
額
給
付
金
事
業
』の

お
知
ら
せ

各
世
帯
に
ゴ
ミ
袋
を

配
布
し
ま
す

コロナ対策事業コロナ対策事業

下
仁
田
町
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
と
し
て
、
従
業
員
や
来
客
者

へ
の
感
染
防
止
対
策
の
た
め
に
購
入
又

は
設
置
し
た
物
品
等
の
費
用
を
最
大
10

万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

　
町
内
に
接
客
、
対
面
販
売
等
を
伴
う

店
舗
（
事
業
所
）
を
有
す
る
法
人
又
は

団
体
、
個
人
事
業
主

●
対
象
事
業

１
．
衛
生
設
備
（
物
品
の
購
入
費
用
及

び
工
事
費
用
）

（
１
）
飛
沫
感
染
防
止
：
ア
ク
リ
ル

板
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
等
の
購
入
費
用

（
２
）
消
毒
：
消
毒
設
備
、
自
動
水
栓

の
導
入
・
設
置
等

（
３
）
換
気
：
換
気
扇
改
修
、
空
気
清

浄
機
・
エ
ア
コ
ン
の
設
置
（
ウ
イ
ル
ス

対
策
可
能
な
も
の
に
限
る
）

（
４
）
衛
生
管
理
費
用
：
非
接
触
体
温

計
、
感
染
防
止
対
策
啓
発
の
た
め
の
印

刷
費
等

（
５
）
そ
の
他
：
セ
ル
フ
レ
ジ
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
対
応
機
器
等
の
導
入
等

２
．
衛
生
用
品
：
マ
ス
ク
、
消
毒
液
等

の
購
入
費
用

※

衛
生
用
品
の
購
入
に
つ
い
て
は
条
件

が
あ
り
ま
す
。

※

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
に
伴
う
設
備
や
備

品
等
の
購
入
費
用
は
対
象
外
。

●
対
象
期
間

令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月

31
日
に
支
出
し
た
費
用

●
補
助
金
額

　
10
万
円
を
限
度
額
と
し
て
、
費
用
の

10
／
10
を
補
助

た
だ
し
、
申
請
は
１
事
業
者
当
た
り
１

回
限
り
。

●
必
要
書
類

①
申
請
書
兼
請
求
書

②
購
入
又
は
設
置
に
要
し
た
費
用
の
領

収
書
の
写
し
（
領
収
書
が
無
い
場
合

は
、
金
額
、
購
入
日
、
支
払
が
確
認
で

き
る
書
類
等
の
写
し
）

③
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
実
施
状
況
が

わ
か
る
写
真
。

④
申
請
者
名
義
の
通
帳
の
写
し
（
見
開

き
ペ
ー
ジ
）

●
申
請
期
間
　令
和
２
年
10
月
１
日
〜

令
和
３
年
３
月
31
日

●
申
請
方
法

①
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
、
役
場

で
申
請
用
紙
を
取
得
。

②
申
請
書
及
び
必
要
書
類
を
郵
送
ま
た

は
、
商
工
観
光
課
窓
口
に
提
出
。
（
申

請
に
つ
い
て
は
、
接
触
を
避
け
る
た

め
、
な
る
べ
く
郵
送
に
て
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
）

●
提
出
先

〒
３
７
０―

２
６
０
１
　
下
仁
田
町
大

字
下
仁
田
６
８
２

下
仁
田
町
役
場
　
商
工
観
光
課
　
宛

※

郵
送
代
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
自
身

で
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

☎
64―

８
８
０
５
（
直
通
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
目
的
と
し
て
、
国
の
特
別
定
額
給

付
金
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
乳
児
を

対
象
に
「
下
仁
田
町
新
生
児
特
別
定
額

給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

※

既
に
出
生
届
を
提
出
し
た
方
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
10
月
中
に
申
請
書
を

保
護
者
の
方
宛
に
郵
送
し
ま
す
。
11
月

以
降
に
出
生
届
を
提
出
し
た
方
に
つ
い

て
は
出
生
届
出
時
に
ご
案
内
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者
　
令
和
２
年
４
月
28
日

か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
出
生
に
よ
り
初
め
て
下
仁
田
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
た
乳
児
。

●
受
給
権
者
　
支
給
対
象
者
の
属
す
る

世
帯
の
同
一
世
帯
員
で
当
該
乳
児
を
養

育
し
て
い
る
者
（
原
則
と
し
て
、
下
仁

田
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
父
ま
た
は
母

と
な
り
ま
す
。
）

●
支
給
額
　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

10
万
円

●
提
出
書
類

①
申
請
書

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
の
写
し
）

③
口
座
確
認
が
で
き
る
書
類
（
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

●
受
付
窓
口

下
仁
田
町
役
場
　
福
祉
課
　
福
祉
係

※

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
福
祉
係
　

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
一
環
と
し
て
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
よ

り
、
増
加
し
た
生
活
ゴ
ミ
処
理
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
利
用
頻
度
の
高
い
ゴ
ミ

袋
を
、
各
世
帯
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
者

　令
和
２
年
９
月
１
日
現

在
、
下
仁
田
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

世
帯
の
世
帯
主

●
配
布
内
容

燃
え
る
ゴ
ミ
袋
（
大
）

資
源
ゴ
ミ
袋
（
大
）

各
20
枚
入
１
セ
ッ
ト

●
配
布
時
期

令
和
２
年
10
月
１
日
〜
10
月
31
日

●
配
布
方
法

配
送
業
者
に
よ
る
配
達
（
下
仁
田
応
援

商
品
券
と
同
じ
方
法
に
な
り
ま
す
）

●
そ
の
他

　
配
送
物
の
受
け
と
り
で
き
ず
、
役
場

に
返
送
さ
れ
た
場
合
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
申
請
書
を
記
入
い
た
だ
く
こ
と

で
、
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
来

所
さ
れ
る
方
の
現
住
所
を
証
明
で
き
る

本
人
確
認
書
類
と
印
鑑
を
持
っ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
ご
不
明
の
点
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）
環
境
係
　
☎
82―

５
４
９
０

手続き不要!!
基本料金メーター
使用料の減免

手続き不要!!
基本料金メーター
使用料の減免
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報しもにた

コロナ対策事業コロナ対策事業

　
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
子
育
て
負
担
の
増
加
や
収
入
の
減
少

に
対
す
る
支
援
を
行
う
た
め
、
臨
時
特
別

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
基
本
給
付

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
ひ

と
り
親
世
帯
等
の
方
へ
の
給
付

〇
対
象
者
（
以
下
、
①
〜
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
）

①
令
和
２
年
６
月
の
児
童
扶
養
手
当
が

支
給
さ
れ
る
方

②
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
お
り
、
令

和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
が
全
額
停
止
さ
れ
る
方
（※

既
に
児

童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
と
し
て
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、
児

童
扶
養
手
当
の
申
請
を
し
て
い
れ
ば
、

令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
が
全
額
又
は
一
部
停
止
さ
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
。
）

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
申
請
者

及
び
そ
の
親
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
（
申
請

者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
者
に
限
る
）

の
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な

る
水
準
に
下
が
っ
た
方

〇
給
付
額

１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
１
人
に

つ
き
３
万
円

〇
手
続
き

◯
対
象
者
①
に
該
当
す
る
方

申
請
は
不
要
で
す
。
給
付
金
に
つ
い
て

は
、
児
童
扶
養
手
当
支
給
口
座
へ
振
り

込
み
ま
し
た
。

◯
対
象
者
②
③
に
該
当
す
る
方

申
請
が
必
要
で
す
。

●
追
加
給
付
（
申
請
が
必
要
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
収
入

が
減
少
し
て
い
る
方
へ
の
給
付

〇
対
象
者

基
本
給
付
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る

方
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
、
収
入
が
減
少
し
た
方

〇
給
付
額
　
１
世
帯
５
万
円

〇
手
続
き
　
追
加
給
付
を
希
望
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
全
員
申
請
が
必
要
で
す
。

●
申
請
方
法

申
請
が
必
要
な
給
付
金
の
申
請
書
は
役

場
福
祉
係
に
て
配
布
ま
た
は
群
馬
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に

よ
り
入
手
で
き
ま
す
。
な
お
、
必
要
な

方
に
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

令
和
３
年
２
月
22
日
（
月
）
ま
で

※

期
限
に
か
か
わ
ら
ず
、
早
め
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
福
祉
係
　

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

『
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
』
に

つ
い
て
の
ご
案
内

　
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
経
済
対
策
」
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
児

童
手
当
（
本
則
給
付
）
を
受
給
す
る
世

帯
に
対
し
臨
時
特
別
の
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
６
月

号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
請
お
よ
び
受
給
に
つ
い
て

○
公
務
員
の
方
で
、
所
属
先
か
ら
児
童

手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方

　
所
属
庁
の
証
明
済
申
請
書
に
振
込
先

金
融
機
関
の
通
帳
（
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
）
の
写
し
を
添
え
て
、
速

や
か
に
役
場
福
祉
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
最
終
申
請
期
限
は
令
和
２
年
10

月
30
日
（
金
）
で
す
。

◯
送
付
先
　
群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町

大
字
下
仁
田
６
８
２
番
地

下
仁
田
町
役
場
　
福
祉
課
　
福
祉
係

●
下
仁
田
町
か
ら
児
童
手
当
を
支
給
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
６
月
26
日

に
児
童
手
当
受
給
口
座
へ
振
込
み
ま
し

た
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
福
祉
係
　

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

〜
公
務
員
の
方
は
申
請
が
必
要
で
す
〜

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
国
が
推
進
す
る
テ
レ

ワ
ー
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
下

仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
の
利
用

者
に
対
し
、
利
用
料
を
補
助
し
ま
す
。

●
内
容

　
対
象
期
間
中
の
施
設
使
用
料
等
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

※

オ
プ
シ
ョ
ン
料
金
等
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
　
下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー

ク
オ
フ
ィ
ス
利
用
者

●
対
象
期
間

令
和
２
年
10
月
１
日
〜

令
和
３
年
３
月
31
日

●
補
助
金
額

指
定
管
理
者
が
定
め
る
利
用
料
の
10
／

10
を
補
助

●
利
用
方
法

指
定
管
理
者
が
管
理
す
る
下
仁
田
町
テ

レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ

り
申
し
込
み

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
　

☎
64―

８
８
０
５
（
直
通
）

下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
利
用
者
支
援

　

　
国
勢
調
査
は
、
２
０
２
０
年
（
令
和

２
年
）
10
月
１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
及
び
世
帯
が
対
象

で
す
。

○
９
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
が
み
な
さ

ま
の
お
宅
を
訪
問
し
、
調
査
書
類
を
お

配
り
し
て
い
ま
す
。

○
回
答
は
10
月
７
日
ま
で
に
、
で
き
る

限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
郵
送
で
お
願

い
し
ま
す
。

○
10
月
７
日
ま
で
に
回
答
が
確
認
で
き

な
い
場
合
は
、
調
査
員
が
回
答
の
お
願

い
に
伺
い
ま
す
。

○
万
一
、
調
査
書
類
が
届
い
て
い
な
い

場
合
や
、
追
加
の
調
査
票
が
必
要
な
場

合
（
５
人
以
上
の
世
帯
な
ど
）
、
調
査

員
に
よ
る
回
収
を
希
望
す
る
場
合
は
、

町
の
国
勢
調
査
担
当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
国
勢
調
査
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
た
め
、

で
き
る
限
り
、
み
な
さ
ま
と
調
査
員
が

対
面
し
な
い
非
接
触
の
方
法
で
行
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
調
査
票
の
書
き
方
な
ど
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
町
の
国
勢

調
査
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
期
間

９
月
14
日
（
月
）
〜
10
月
７
日
（
水
）

●
調
査
票
（
紙
）
で
の
回
答
期
間

10
月
１
日
（
木
）
〜
10
月
７
日
（
水
）

　
国
勢
調
査
に
つ
い
て
は
、
「
国
勢
調

査
２
０
２
０
総
合
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

https://w
w
w
.kokusei2020.go.jp/

総
務
省
・
群
馬
県
・
下
仁
田
町

●
問
い
合
わ
せ
（
国
勢
調
査
担
当
）

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５
（
直
通
）

国
勢
調
査
の
回
答
は
お
済
み
で
す
か
？

―
回
答
は
10
月
７
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
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低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
子
育
て
負
担
の
増
加
や
収
入
の
減
少

に
対
す
る
支
援
を
行
う
た
め
、
臨
時
特
別

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
基
本
給
付

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
ひ

と
り
親
世
帯
等
の
方
へ
の
給
付

〇
対
象
者
（
以
下
、
①
〜
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
）

①
令
和
２
年
６
月
の
児
童
扶
養
手
当
が

支
給
さ
れ
る
方

②
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
お
り
、
令

和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
が
全
額
停
止
さ
れ
る
方
（※

既
に
児

童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
と
し
て
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、
児

童
扶
養
手
当
の
申
請
を
し
て
い
れ
ば
、

令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
が
全
額
又
は
一
部
停
止
さ
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
。
）

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
申
請
者

及
び
そ
の
親
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
（
申
請

者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
者
に
限
る
）

の
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な

る
水
準
に
下
が
っ
た
方

〇
給
付
額

１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
１
人
に

つ
き
３
万
円

〇
手
続
き

◯
対
象
者
①
に
該
当
す
る
方

申
請
は
不
要
で
す
。
給
付
金
に
つ
い
て

は
、
児
童
扶
養
手
当
支
給
口
座
へ
振
り

込
み
ま
し
た
。

◯
対
象
者
②
③
に
該
当
す
る
方

申
請
が
必
要
で
す
。

●
追
加
給
付
（
申
請
が
必
要
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
収
入

が
減
少
し
て
い
る
方
へ
の
給
付

〇
対
象
者

基
本
給
付
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る

方
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
、
収
入
が
減
少
し
た
方

〇
給
付
額
　
１
世
帯
５
万
円

〇
手
続
き
　
追
加
給
付
を
希
望
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
全
員
申
請
が
必
要
で
す
。

●
申
請
方
法

申
請
が
必
要
な
給
付
金
の
申
請
書
は
役

場
福
祉
係
に
て
配
布
ま
た
は
群
馬
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に

よ
り
入
手
で
き
ま
す
。
な
お
、
必
要
な

方
に
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

令
和
３
年
２
月
22
日
（
月
）
ま
で

※

期
限
に
か
か
わ
ら
ず
、
早
め
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
福
祉
係
　

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

『
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
』
に

つ
い
て
の
ご
案
内

　
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
経
済
対
策
」
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
児

童
手
当
（
本
則
給
付
）
を
受
給
す
る
世

帯
に
対
し
臨
時
特
別
の
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
６
月

号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
請
お
よ
び
受
給
に
つ
い
て

○
公
務
員
の
方
で
、
所
属
先
か
ら
児
童

手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方

　
所
属
庁
の
証
明
済
申
請
書
に
振
込
先

金
融
機
関
の
通
帳
（
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
）
の
写
し
を
添
え
て
、
速

や
か
に
役
場
福
祉
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
最
終
申
請
期
限
は
令
和
２
年
10

月
30
日
（
金
）
で
す
。

◯
送
付
先
　
群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町

大
字
下
仁
田
６
８
２
番
地

下
仁
田
町
役
場
　
福
祉
課
　
福
祉
係

●
下
仁
田
町
か
ら
児
童
手
当
を
支
給
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
６
月
26
日

に
児
童
手
当
受
給
口
座
へ
振
込
み
ま
し

た
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
福
祉
係
　

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

〜
公
務
員
の
方
は
申
請
が
必
要
で
す
〜

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
国
が
推
進
す
る
テ
レ

ワ
ー
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
下

仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
の
利
用

者
に
対
し
、
利
用
料
を
補
助
し
ま
す
。

●
内
容

　
対
象
期
間
中
の
施
設
使
用
料
等
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

※

オ
プ
シ
ョ
ン
料
金
等
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
　
下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー

ク
オ
フ
ィ
ス
利
用
者

●
対
象
期
間

令
和
２
年
10
月
１
日
〜

令
和
３
年
３
月
31
日

●
補
助
金
額

指
定
管
理
者
が
定
め
る
利
用
料
の
10
／

10
を
補
助

●
利
用
方
法

指
定
管
理
者
が
管
理
す
る
下
仁
田
町
テ

レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ

り
申
し
込
み

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
　

☎
64―

８
８
０
５
（
直
通
）

下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
利
用
者
支
援

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
へ
の
感
染
を
疑
う
方
の
相
談
先

や
受
診
方
法
等
を
掲
載
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
・
朝

鮮
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
や
さ
し
い
日

本
語
で
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
外
国
語

対
応
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

　
国
勢
調
査
は
、
２
０
２
０
年
（
令
和

２
年
）
10
月
１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
及
び
世
帯
が
対
象

で
す
。

○
９
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
が
み
な
さ

ま
の
お
宅
を
訪
問
し
、
調
査
書
類
を
お

配
り
し
て
い
ま
す
。

○
回
答
は
10
月
７
日
ま
で
に
、
で
き
る

限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
郵
送
で
お
願

い
し
ま
す
。

○
10
月
７
日
ま
で
に
回
答
が
確
認
で
き

な
い
場
合
は
、
調
査
員
が
回
答
の
お
願

い
に
伺
い
ま
す
。

○
万
一
、
調
査
書
類
が
届
い
て
い
な
い

場
合
や
、
追
加
の
調
査
票
が
必
要
な
場

合
（
５
人
以
上
の
世
帯
な
ど
）
、
調
査

員
に
よ
る
回
収
を
希
望
す
る
場
合
は
、

町
の
国
勢
調
査
担
当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
国
勢
調
査
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
た
め
、

で
き
る
限
り
、
み
な
さ
ま
と
調
査
員
が

対
面
し
な
い
非
接
触
の
方
法
で
行
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
調
査
票
の
書
き
方
な
ど
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
町
の
国
勢

調
査
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
期
間

９
月
14
日
（
月
）
〜
10
月
７
日
（
水
）

●
調
査
票
（
紙
）
で
の
回
答
期
間

10
月
１
日
（
木
）
〜
10
月
７
日
（
水
）

　
国
勢
調
査
に
つ
い
て
は
、
「
国
勢
調

査
２
０
２
０
総
合
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

https://w
w
w
.kokusei2020.go.jp/

総
務
省
・
群
馬
県
・
下
仁
田
町

●
問
い
合
わ
せ
（
国
勢
調
査
担
当
）

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５
（
直
通
）

国
勢
調
査
の
回
答
は
お
済
み
で
す
か
？

―
回
答
は
10
月
７
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

https://w
w
w
.covid19-info.jp/

QRコード
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公
売
と
は
、
税
金
に
滞
納
が
あ
る
た

め
差
し
押
さ
え
た
財
産
（
不
動
産
等
）

を
売
却
し
、
そ
の
代
金
を
滞
納
と
な
っ

て
い
る
税
に
充
て
る
も
の
で
す
。
下
仁

田
町
で
は
、
群
馬
県
内
の
市
町
村
や
行

政
県
税
事
務
所
と
同
一
日
程
で
期
間
入

札
に
よ
る
公
売
を
実
施
し
ま
す
。
公
売

す
る
物
件
は
下
記
の
と
お
り
で
、
面
積

な
ど
は
登
記
簿
に
よ
る
も
の
で
す
。
詳

し
く
は
住
民
税
務
課
に
あ
る
「
公
売
広

報
」
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
下
仁
田
町
以
外
の
物
件
に
つ

い
て
は
、
各
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

公
売
は
直
前
に
中
止
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

●
公
売
保
証
金
納
付
期
間

10
月
16
日
（
金
）
〜
11
月
20
日
（
金
）

●
入
札
期
間

11
月
９
日
（
月
）
〜
20
日
（
金
）

（
期
間
内
必
着
）

●
開
札
日
時

11
月
25
日
（
水
）
午
前
10
時

●
開
札
会
場

下
仁
田
町
役
場
３
０
１
会
議
室

●
持
参
す
る
も
の

公
売
保
証
金
、
印
鑑
、
委
任
状
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
徴
収
係

（
内
線
３
３
１
）

期
間
入
札
に
よ
る
不
動
産
合
同
公
売
を

実
施
し
ま
す

　
11
月
29
日
（
日
）
執
行
予
定
の
町
長

選
挙
立
候
補
予
定
者
等
説
明
会
を
下
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
又
は
そ

の
代
理
者
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
立
候
補
予
定
者
等
説
明
会

◯
日
時
　
10
月
21
日
（
水
）

午
後
２
時
〜

◯
場
所
　
　
役
場
２
階

２
０
１
会
議
室

◯
内
容

◎
立
候
補
者
届
出
関
係
書
類
の
交
付
・

説
明

◎
立
候
補
手
続
き
の
説
明

◎
選
挙
運
動
等
の
説
明

●
立
候
補
の
届
出

◯
日
時
　
11
月
24
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◯
場
所
　
役
場
２
階
　
２
０
１
会
議
室

※

選
挙
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、

次
回
の
広
報
（
11
月
号
）
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
役
場
内
）

（
内
線
：
３
０
２
）

下
仁
田
町
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
等

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

●
保
険
証
の
到
着
確
認
に
つ
い
て

　
９
月
下
旬
に
、
加
入
者
個
人
毎
の
保

険
証
を
世
帯
主
宛
に
、
う
す
茶
色
の
窓

あ
き
封
筒
に
入
れ
、
普
通
郵
便
で
発
送

し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の
更
新

は
、
毎
年
10
月
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
の
保
険
証
は
、
台
紙
に
貼
り
付
け

ら
れ
た
、
う
す
茶
色
と
な
り
ま
す
。
今

ま
で
お
使
い
の
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、
令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
10
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
10
月
１
日
以
降
、
ご
自

身
で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
国
保
税
の
滞
納
が
あ

る
方
に
は
、
納
税
相
談
を
受
け
て
か
ら

の
引
き
渡
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
課
国
保
係

☎
64―

８
８
０
１
（
直
通
）

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を
更
新
し
ま
し
た

　
10
月
16
日
（
金
）
か
ら
小
中
学
校
の

登
下
校
に
合
わ
せ
、
各
路
線
下
り
便
の

午
後
４
時
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

時
間
（
平
日
）
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
時
刻
表
を
よ

く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優
先

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
変
更
期
間
　
秋
冬
期

10
月
16
日
（
金
）
〜
２
月
15
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
教
育
課
　
学
校
教

育
係
　
☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス
　
企
画
課
　
地
域
創

生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社
下
仁
田
営
業
所

☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所

☎
82―

５
０
３
８

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の
変
更
の
お
知
ら
せ

「
下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
」

の
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。

●
指
定
期
間
　令
和
３
年
４
月
１
日
〜

令
和
６
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

●
施
設
概
要
　◯
住
所
　
下
仁
田
町
大

字
下
仁
田
２
０
３
番
地
３

◯
見
世
蔵
　
土
蔵
造
瓦
葺
１
階
建

総
延
床
面
積
　
１
３
０
．
２
１
㎡

◯
部
屋
数
　
個
室
９
．
９
３
㎡×

２
室

ブ
ー
ス
２
．
４
８
㎡×

３
、
４
．
１
４

㎡×

１
室
　
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

●
応
募
資
格

法
人
そ
の
他
団
体
（
要
件
有
り
）

●
指
定
管
理
料

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円
以
内
／
年
間

●
選
考
方
法

「
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
委
員
会
」

の
面
接
審
査
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

●
質
問
事
項
受
付
期
間

令
和
２
年
10
月
１
日
（
木
）
〜
11
月
13

日
（
金
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
子
メ
ー
ル
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
提
出
期
間
　令
和
２
年
10
月

１
日
（
木
）
〜
令
和
２
年
11
月
20
日

（
金
）
（
平
日
業
務
時
間
内
に
限
る
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
不
可

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　商
工
観
光
課

商
工
観
光
係
　
☎
64―

８
８
０
５
（
直

通
）

【
募
集
】下
仁
田
町
起
業
支
援
テ
レ
ワ
ー
ク

オ
フ
ィ
ス
の
指
定
管
理
者

　
婚
姻
後
、
50
周
年
を
迎
え
た
ご
夫
婦

に
慶
祝
状
を
贈
り
、
金
婚
を
お
祝
い
い

た
し
ま
す
。
次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る

方
は
、
下
記
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
贈
呈
式
は
11
月
12
日
を
予
定

し
て
お
り
し
ま
す
。 

●
該
当
資
格

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
で
、
下
仁
田

町
に
住
所
を
有
し
、
婚
姻
後
50
年
を
迎

え
た
ご
夫
婦
。

●
〆
切

令
和
２
年
10
月
15
日
（
木
） 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64―

８
８
０
４

〜
金
婚
を
お
祝
い
し
ま
す
〜

約24センチ

住所・あて先約
11
セ
ン
チ

売却区分
番号

所在地 最低入札
価格

公売保証金

下仁田町
－１

大字馬山
字久保 500,000円 50,000円

内容

土地

宅地一筆

土地面積

117.95㎡

建物

建物一棟

建物面積

65.67㎡

　
現
在
、
下
仁
田
町
福
祉
作
業
所
は
、

下
仁
田
町
福
祉
作
業
所
育
成
会
が
指
定

管
理
者
と
な
り
事
業
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し

て
委
託
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
下
仁
田
町
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る

条
例
第
２
条
に
基
づ
き
募
集
を
行
い
ま

す
。
申
請
さ
れ
る
団
体
は
、
下
記
の
要

領
に
よ
り
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
　福
祉
課
福

祉
係
　
☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

【
募
集
】下
仁
田
町
福
祉
作
業
所
の

指
定
管
理
者

募集期間

応募できる要件

施設の名称

所在地

指定期間

指定申請の方法

指定管理者の
業務

令和２年１０月１日（木）～令和２年１１月２０日（金）

法人又はその他の団体

下仁田町福祉作業所

下仁田町大字下仁田６８２番地

令和３年４月１日～令和８年３月３１日（５年間）

必要書類の提出（上記までお問い合わせください。）

１　障害者の福祉向上を図るため必要な業務
２　作業所の施設等の維持及び修繕に関する業務
３　指定管理者が作業所の管理上必要と認める業務
４　その他、仕様書に定めるとおり
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公
売
と
は
、
税
金
に
滞
納
が
あ
る
た

め
差
し
押
さ
え
た
財
産
（
不
動
産
等
）

を
売
却
し
、
そ
の
代
金
を
滞
納
と
な
っ

て
い
る
税
に
充
て
る
も
の
で
す
。
下
仁

田
町
で
は
、
群
馬
県
内
の
市
町
村
や
行

政
県
税
事
務
所
と
同
一
日
程
で
期
間
入

札
に
よ
る
公
売
を
実
施
し
ま
す
。
公
売

す
る
物
件
は
下
記
の
と
お
り
で
、
面
積

な
ど
は
登
記
簿
に
よ
る
も
の
で
す
。
詳

し
く
は
住
民
税
務
課
に
あ
る
「
公
売
広

報
」
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
下
仁
田
町
以
外
の
物
件
に
つ

い
て
は
、
各
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

公
売
は
直
前
に
中
止
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

●
公
売
保
証
金
納
付
期
間

10
月
16
日
（
金
）
〜
11
月
20
日
（
金
）

●
入
札
期
間

11
月
９
日
（
月
）
〜
20
日
（
金
）

（
期
間
内
必
着
）

●
開
札
日
時

11
月
25
日
（
水
）
午
前
10
時

●
開
札
会
場

下
仁
田
町
役
場
３
０
１
会
議
室

●
持
参
す
る
も
の

公
売
保
証
金
、
印
鑑
、
委
任
状
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
徴
収
係

（
内
線
３
３
１
）

期
間
入
札
に
よ
る
不
動
産
合
同
公
売
を

実
施
し
ま
す

　
11
月
29
日
（
日
）
執
行
予
定
の
町
長

選
挙
立
候
補
予
定
者
等
説
明
会
を
下
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
又
は
そ

の
代
理
者
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
立
候
補
予
定
者
等
説
明
会

◯
日
時
　
10
月
21
日
（
水
）

午
後
２
時
〜

◯
場
所
　
　
役
場
２
階

２
０
１
会
議
室

◯
内
容

◎
立
候
補
者
届
出
関
係
書
類
の
交
付
・

説
明

◎
立
候
補
手
続
き
の
説
明

◎
選
挙
運
動
等
の
説
明

●
立
候
補
の
届
出

◯
日
時
　
11
月
24
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◯
場
所
　
役
場
２
階
　
２
０
１
会
議
室

※

選
挙
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、

次
回
の
広
報
（
11
月
号
）
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
役
場
内
）

（
内
線
：
３
０
２
）

下
仁
田
町
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
等

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

●
保
険
証
の
到
着
確
認
に
つ
い
て

　
９
月
下
旬
に
、
加
入
者
個
人
毎
の
保

険
証
を
世
帯
主
宛
に
、
う
す
茶
色
の
窓

あ
き
封
筒
に
入
れ
、
普
通
郵
便
で
発
送

し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の
更
新

は
、
毎
年
10
月
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
の
保
険
証
は
、
台
紙
に
貼
り
付
け

ら
れ
た
、
う
す
茶
色
と
な
り
ま
す
。
今

ま
で
お
使
い
の
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、
令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
10
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
10
月
１
日
以
降
、
ご
自

身
で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
国
保
税
の
滞
納
が
あ

る
方
に
は
、
納
税
相
談
を
受
け
て
か
ら

の
引
き
渡
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
課
国
保
係

☎
64―

８
８
０
１
（
直
通
）

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を
更
新
し
ま
し
た

　
10
月
16
日
（
金
）
か
ら
小
中
学
校
の

登
下
校
に
合
わ
せ
、
各
路
線
下
り
便
の

午
後
４
時
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

時
間
（
平
日
）
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
時
刻
表
を
よ

く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優
先

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
変
更
期
間
　
秋
冬
期

10
月
16
日
（
金
）
〜
２
月
15
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
教
育
課
　
学
校
教

育
係
　
☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス
　
企
画
課
　
地
域
創

生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社
下
仁
田
営
業
所

☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所

☎
82―

５
０
３
８

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の
変
更
の
お
知
ら
せ

「
下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
」

の
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。

●
指
定
期
間
　令
和
３
年
４
月
１
日
〜

令
和
６
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

●
施
設
概
要
　◯
住
所
　
下
仁
田
町
大

字
下
仁
田
２
０
３
番
地
３

◯
見
世
蔵
　
土
蔵
造
瓦
葺
１
階
建

総
延
床
面
積
　
１
３
０
．
２
１
㎡

◯
部
屋
数
　
個
室
９
．
９
３
㎡×

２
室

ブ
ー
ス
２
．
４
８
㎡×

３
、
４
．
１
４

㎡×

１
室
　
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

●
応
募
資
格

法
人
そ
の
他
団
体
（
要
件
有
り
）

●
指
定
管
理
料

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円
以
内
／
年
間

●
選
考
方
法

「
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
委
員
会
」

の
面
接
審
査
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

●
質
問
事
項
受
付
期
間

令
和
２
年
10
月
１
日
（
木
）
〜
11
月
13

日
（
金
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
子
メ
ー
ル
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
提
出
期
間
　令
和
２
年
10
月

１
日
（
木
）
〜
令
和
２
年
11
月
20
日

（
金
）
（
平
日
業
務
時
間
内
に
限
る
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
不
可

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　商
工
観
光
課

商
工
観
光
係
　
☎
64―

８
８
０
５
（
直

通
）

【
募
集
】下
仁
田
町
起
業
支
援
テ
レ
ワ
ー
ク

オ
フ
ィ
ス
の
指
定
管
理
者

　
婚
姻
後
、
50
周
年
を
迎
え
た
ご
夫
婦

に
慶
祝
状
を
贈
り
、
金
婚
を
お
祝
い
い

た
し
ま
す
。
次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る

方
は
、
下
記
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
贈
呈
式
は
11
月
12
日
を
予
定

し
て
お
り
し
ま
す
。 

●
該
当
資
格

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
で
、
下
仁
田

町
に
住
所
を
有
し
、
婚
姻
後
50
年
を
迎

え
た
ご
夫
婦
。

●
〆
切

令
和
２
年
10
月
15
日
（
木
） 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64―

８
８
０
４

〜
金
婚
を
お
祝
い
し
ま
す
〜

約24センチ

住所・あて先約
11
セ
ン
チ

売却区分
番号

所在地 最低入札
価格

公売保証金

下仁田町
－１

大字馬山
字久保 500,000円 50,000円

内容

土地

宅地一筆

土地面積

117.95㎡

建物

建物一棟

建物面積

65.67㎡

　
現
在
、
下
仁
田
町
福
祉
作
業
所
は
、

下
仁
田
町
福
祉
作
業
所
育
成
会
が
指
定

管
理
者
と
な
り
事
業
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し

て
委
託
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
下
仁
田
町
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る

条
例
第
２
条
に
基
づ
き
募
集
を
行
い
ま

す
。
申
請
さ
れ
る
団
体
は
、
下
記
の
要

領
に
よ
り
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
　福
祉
課
福

祉
係
　
☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

【
募
集
】下
仁
田
町
福
祉
作
業
所
の

指
定
管
理
者

募集期間

応募できる要件

施設の名称

所在地

指定期間

指定申請の方法

指定管理者の
業務

令和２年１０月１日（木）～令和２年１１月２０日（金）

法人又はその他の団体

下仁田町福祉作業所

下仁田町大字下仁田６８２番地

令和３年４月１日～令和８年３月３１日（５年間）

必要書類の提出（上記までお問い合わせください。）

１　障害者の福祉向上を図るため必要な業務
２　作業所の施設等の維持及び修繕に関する業務
３　指定管理者が作業所の管理上必要と認める業務
４　その他、仕様書に定めるとおり
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
は
、
事
前
登
録
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録
が

で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ホ
等
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
役
場
で
登
録
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
下
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ま
だ
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
必
要
に
応
じ
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
（
現
在
使
用
中
の
保
険
証
も
引

き
続
き
使
用
で
き
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ

 

下
仁
田
町
役
場
　
福
祉
課
　
国
保
係
　

☎
64―

８
８
０
１
（
直
通
）

令和３年３月（予定）からマイナンバーカードが
健康保険証として利用できるようになります！

　
９
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス 

（※

１
）
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
チ
ャ
ー

ジ
・
決
済
金
額
の
25
％
分
が
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
も
ら
え
ま
す
。 

（※

２
）

（
ひ
と
り
上
限
５
，
０
０
０
円
分
、
登

録
で
き
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
は
１
つ
）

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
を
ス
マ
ホ

に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
予

約
を
し
て
か
ら
、
お
好
き
な
決
済
サ
ー

ビ
ス
の
ア
プ
リ
な
ど
か
ら
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申
込
方

法
は
こ
ち
ら

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
期
間

令
和
２
年
９
月
〜
令
和
３
年
３
月
ま
で

に
チ
ャ
ー
ジ
も
し
く
は
決
済
を
し
た
分

（※

３
）

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
と
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
す
る

際
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
が
、
普
段
の
お
買
い
物
の
と
き
に

は
提
示
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

１
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ

ネ
ー
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
な
ど
。
登
録

で
き
る
事
業
者
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
サ
イ
ト
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※

２
　
期
間
内
の
取
引
に
お
け
る
通
算

に
対
し
上
限
５
、
０
０
０
円
分

を
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

※

３
　
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
を
す
る

際
に
、
チ
ャ
ー
ジ
時
に
ポ
イ
ン
ト
付
与

か
決
済
時
に
ポ
イ
ン
ト
付
与
か
を
選
択

し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
ど
ち

ら
か
に
決
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
　
　 

☎
０
１
２
０―

95―

０
１
７
８

企
画
課 

地
域
創
生
係

　
　
　 

☎
64―

８
８
０
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

　ポ
イ
活
情
報
♪
【
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
編
】

　
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
出
没
に

伴
い
、
農
地
や
宅
地
周
辺
に
ま
で
ヤ
マ

ビ
ル
の
生
息
域
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
被
害
防
止
の
た
め
、
「
ヤ

マ
ビ
ル
生
息
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ヤ
マ
ビ
ル
は
、
気
温
が
20
度
近

く
に
な
る
と
活
動
し
始
め
、
25
〜
30
度

に
な
る
と
活
発
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
草
む
ら
や
湿
っ
た
落
ち
葉
の
下

に
潜
み
、
人
や
動
物
が
近
づ
く
と
音
も

な
く
取
り
付
き
、
痛
み
も
な
く
吸
血
し

ま
す
。
気
が
付
い
た
時
に
は
血
を
吸
っ

て
、
ふ
く
ら
ん
だ
ヤ
マ
ビ
ル
が
つ
い
て

い
た
、
と
い
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
町
内
で
も
庭
先
で
ヤ
マ
ビ
ル
に
血

を
吸
わ
れ
た
と
い
う
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ

の
出
没
地
域
で
は
特
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
ヤ
マ
ビ
ル
の
特
徴

・
落
ち
葉
の
下
な
ど
に
生
息
す
る

・
陸
生
の
生
物
で
動
物
や
人
の
血
液
を
吸
う

・
春
か
ら
秋
の
暖
か
い
季
節
に
活
発
に

活
動
す
る

・
人
や
動
物
の
気
配
に
反
応
し
素
早
く

取
り
つ
く

・
シ
カ
な
ど
野
生
動
物
の
行
動
に
伴
い

拡
散
す
る

・
吸
血
し
な
い
で
１
年
以
上
生
き
て
い

ら
れ
る

●
吸
血
さ
れ
な
い
た
め
の
対
策

・
草
刈
り
や
落
ち
葉
か
き
な
ど
を
し
て

日
当
た
り
や
風
通
し
の
良
い
環
境
を
作

る
（
庭
や
畑
な
ど
）

・
ズ
ボ
ン
の
す
そ
を
靴
下
に
入
れ
る

・
首
も
と
か
ら
の
侵
入
防
止
の
た
め
タ
オ

ル
を
巻
く
（
濃
度
20
％
以
上
の
塩
水
に
浸

け
て
乾
か
し
た
タ
オ
ル
が
よ
り
良
い
）

・
市
販
の
ヒ
ル
よ
け
ス
プ
レ
ー
ま
た

は
、
デ
ィ
ー
ト
入
り
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

を
使
用
す
る

●
吸
血
し
て
い
る
ヤ
マ
ビ
ル
を
発

見
し
た
と
き

・
メ
ン
ト
ー
ル
系
の
ボ
デ
ィ
ロ
ー
シ
ョ

ン
を
か
け
る

・
食
塩
水
（
濃
度
の
濃
い
も
の
）
を
か
け
る

・
ヒ
ル
よ
け
ス
プ
レ
ー
ま
た
は
、

デ
ィ
ー
ト
入
り
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
吹

き
か
け
る

・
ハ
サ
ミ
で
切
る

※

吸
血
し
た
ヤ
マ
ビ
ル
は
確
実
に
殺
し

て
く
だ
さ
い
。
出
血
は
バ
ン
ソ
ウ
コ
ウ

で
止
血
し
、
吸
い
痕
が
か
ゆ
い
と
き
は

か
ゆ
み
止
め
を
塗
る
な
ど
の
処
置
を
し

て
く
だ
さ
い
。
デ
ィ
ー
ト
入
り
の
虫
よ

け
ス
プ
レ
ー
は
、
12
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
記
載
さ
れ

た
用
法
・
用
量
を
守
っ
て
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
家
に
入
る
前
に

　気
づ
か
ず
に
家

ま
で
持
ち
帰
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
体
の
隅
々
ま
で
付
着
し
て

い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

『
ヤ
マ
ビ
ル
』
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

〜
被
害
防
止
の
た
め
の
生
息
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
〜

『
ヤ
マ
ビ
ル
』
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

〜
被
害
防
止
の
た
め
の
生
息
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
〜

下仁田町内ヤマビル分布状況図
作成協力:下仁田町森林組合・下仁田猟友会

生息密度区分生息密度区分
高密度(高い確率で吸着することが確認されている地域)
下小坂・中小坂・上小坂・東野牧・本宿・南野牧(藤井一横間)
西野牧(根小屋一中野一大栗)

　これは、ヤマビルの生息状況を示した地図です。
シカ・イノシシなどの大型野生動物の生息域拡大に
伴い、ヤマビルの生息地域も拡大傾向にありますの
で、目撃等の情報が無い場合でも大型野生動物の出
没地域については生息していることも考えられま
す。すでに生息が確認されている地域での入山や農
作業等の際には防護対策を施し、吸血されないよう
十分注意してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　農林課　農業係

中密度(時々吸着することが確認されている地域)
火葬場西側・清掃センター西側一下小坂田中
南野牧(横間北側一中丸、横間南側一荒船湖)
西野牧(瀬成)

低密度(ごく稀に吸着することが確認されている地域)
火葬場東側・清掃センター東側、吉崎(千沢)
川井一下郷、大桑原一自然史館西側の山
馬山(蒔田、多目的グラウンド付近)
南野牧(芦野平一竹の入、中萓)、西野牧(清水沢一新屋)
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
は
、
事
前
登
録
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録
が

で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ホ
等
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
役
場
で
登
録
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
下
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ま
だ
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
必
要
に
応
じ
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
（
現
在
使
用
中
の
保
険
証
も
引

き
続
き
使
用
で
き
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ

 

下
仁
田
町
役
場
　
福
祉
課
　
国
保
係
　

☎
64―

８
８
０
１
（
直
通
）

令和３年３月（予定）からマイナンバーカードが
健康保険証として利用できるようになります！

　
９
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス 

（※

１
）
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
チ
ャ
ー

ジ
・
決
済
金
額
の
25
％
分
が
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
も
ら
え
ま
す
。 

（※

２
）

（
ひ
と
り
上
限
５
，
０
０
０
円
分
、
登

録
で
き
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
は
１
つ
）

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
を
ス
マ
ホ

に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
予

約
を
し
て
か
ら
、
お
好
き
な
決
済
サ
ー

ビ
ス
の
ア
プ
リ
な
ど
か
ら
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申
込
方

法
は
こ
ち
ら

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
期
間

令
和
２
年
９
月
〜
令
和
３
年
３
月
ま
で

に
チ
ャ
ー
ジ
も
し
く
は
決
済
を
し
た
分

（※

３
）

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
と
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
す
る

際
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
が
、
普
段
の
お
買
い
物
の
と
き
に

は
提
示
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

１
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ

ネ
ー
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
な
ど
。
登
録

で
き
る
事
業
者
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
サ
イ
ト
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※

２
　
期
間
内
の
取
引
に
お
け
る
通
算

に
対
し
上
限
５
、
０
０
０
円
分

を
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

※

３
　
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
を
す
る

際
に
、
チ
ャ
ー
ジ
時
に
ポ
イ
ン
ト
付
与

か
決
済
時
に
ポ
イ
ン
ト
付
与
か
を
選
択

し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
ど
ち

ら
か
に
決
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
　
　 

☎
０
１
２
０―

95―

０
１
７
８

企
画
課 

地
域
創
生
係

　
　
　 

☎
64―

８
８
０
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

　ポ
イ
活
情
報
♪
【
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
編
】

　
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
出
没
に

伴
い
、
農
地
や
宅
地
周
辺
に
ま
で
ヤ
マ

ビ
ル
の
生
息
域
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
被
害
防
止
の
た
め
、
「
ヤ

マ
ビ
ル
生
息
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ヤ
マ
ビ
ル
は
、
気
温
が
20
度
近

く
に
な
る
と
活
動
し
始
め
、
25
〜
30
度

に
な
る
と
活
発
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
草
む
ら
や
湿
っ
た
落
ち
葉
の
下

に
潜
み
、
人
や
動
物
が
近
づ
く
と
音
も

な
く
取
り
付
き
、
痛
み
も
な
く
吸
血
し

ま
す
。
気
が
付
い
た
時
に
は
血
を
吸
っ

て
、
ふ
く
ら
ん
だ
ヤ
マ
ビ
ル
が
つ
い
て

い
た
、
と
い
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
町
内
で
も
庭
先
で
ヤ
マ
ビ
ル
に
血

を
吸
わ
れ
た
と
い
う
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ

の
出
没
地
域
で
は
特
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
ヤ
マ
ビ
ル
の
特
徴

・
落
ち
葉
の
下
な
ど
に
生
息
す
る

・
陸
生
の
生
物
で
動
物
や
人
の
血
液
を
吸
う

・
春
か
ら
秋
の
暖
か
い
季
節
に
活
発
に

活
動
す
る

・
人
や
動
物
の
気
配
に
反
応
し
素
早
く

取
り
つ
く

・
シ
カ
な
ど
野
生
動
物
の
行
動
に
伴
い

拡
散
す
る

・
吸
血
し
な
い
で
１
年
以
上
生
き
て
い

ら
れ
る

●
吸
血
さ
れ
な
い
た
め
の
対
策

・
草
刈
り
や
落
ち
葉
か
き
な
ど
を
し
て

日
当
た
り
や
風
通
し
の
良
い
環
境
を
作

る
（
庭
や
畑
な
ど
）

・
ズ
ボ
ン
の
す
そ
を
靴
下
に
入
れ
る

・
首
も
と
か
ら
の
侵
入
防
止
の
た
め
タ
オ

ル
を
巻
く
（
濃
度
20
％
以
上
の
塩
水
に
浸

け
て
乾
か
し
た
タ
オ
ル
が
よ
り
良
い
）

・
市
販
の
ヒ
ル
よ
け
ス
プ
レ
ー
ま
た

は
、
デ
ィ
ー
ト
入
り
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

を
使
用
す
る

●
吸
血
し
て
い
る
ヤ
マ
ビ
ル
を
発

見
し
た
と
き

・
メ
ン
ト
ー
ル
系
の
ボ
デ
ィ
ロ
ー
シ
ョ

ン
を
か
け
る

・
食
塩
水
（
濃
度
の
濃
い
も
の
）
を
か
け
る

・
ヒ
ル
よ
け
ス
プ
レ
ー
ま
た
は
、

デ
ィ
ー
ト
入
り
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
吹

き
か
け
る

・
ハ
サ
ミ
で
切
る

※

吸
血
し
た
ヤ
マ
ビ
ル
は
確
実
に
殺
し

て
く
だ
さ
い
。
出
血
は
バ
ン
ソ
ウ
コ
ウ

で
止
血
し
、
吸
い
痕
が
か
ゆ
い
と
き
は

か
ゆ
み
止
め
を
塗
る
な
ど
の
処
置
を
し

て
く
だ
さ
い
。
デ
ィ
ー
ト
入
り
の
虫
よ

け
ス
プ
レ
ー
は
、
12
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
記
載
さ
れ

た
用
法
・
用
量
を
守
っ
て
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
家
に
入
る
前
に

　気
づ
か
ず
に
家

ま
で
持
ち
帰
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
体
の
隅
々
ま
で
付
着
し
て

い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

『
ヤ
マ
ビ
ル
』
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

〜
被
害
防
止
の
た
め
の
生
息
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
〜

『
ヤ
マ
ビ
ル
』
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

〜
被
害
防
止
の
た
め
の
生
息
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
〜

下仁田町内ヤマビル分布状況図
作成協力:下仁田町森林組合・下仁田猟友会

生息密度区分生息密度区分
高密度(高い確率で吸着することが確認されている地域)
下小坂・中小坂・上小坂・東野牧・本宿・南野牧(藤井一横間)
西野牧(根小屋一中野一大栗)

　これは、ヤマビルの生息状況を示した地図です。
シカ・イノシシなどの大型野生動物の生息域拡大に
伴い、ヤマビルの生息地域も拡大傾向にありますの
で、目撃等の情報が無い場合でも大型野生動物の出
没地域については生息していることも考えられま
す。すでに生息が確認されている地域での入山や農
作業等の際には防護対策を施し、吸血されないよう
十分注意してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　農林課　農業係

中密度(時々吸着することが確認されている地域)
火葬場西側・清掃センター西側一下小坂田中
南野牧(横間北側一中丸、横間南側一荒船湖)
西野牧(瀬成)

低密度(ごく稀に吸着することが確認されている地域)
火葬場東側・清掃センター東側、吉崎(千沢)
川井一下郷、大桑原一自然史館西側の山
馬山(蒔田、多目的グラウンド付近)
南野牧(芦野平一竹の入、中萓)、西野牧(清水沢一新屋)
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行政情報行政情報

下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
職
員
用
と
し

て
利
用
し
て
い
た
次
の
土
地
・
建
物
を

売
却
い
た
し
ま
す
。

●
売
却
対
象
物
件
及
び
売
却
金
額

●
購
入
申
込
方
法

申
込
期
間
　
令
和
２
年
　

10
月
１
日
（
木
）
〜
12
月
28
日
（
月
）
ま
で

●
申
込
先

下
仁
田
厚
生
病
院
　
事
務
部
　
総
務
課

※

申
込
者
が
複
数
名
い
る
場
合
は
、
抽

選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
必
要
書
類
・
申
込
条
件

下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

売
却
実
施
要
領
に
よ
る
。

●
注
意
事
項
　土
地
及
び
建
物
は
現
状

の
ま
ま
の
売
却
と
な
り
ま
す
。

所
有
権
移
転
登
記
等
に
係
る
費
用
は
別

途
購
入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他
　土
地
・
建
物
の
売
却
に
関

す
る
詳
細
は
下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

確
認
下
さ
い
。

https://w
w
w
.shim

onitakosei-hosp.jp/

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
　
☎
82
―
３
５
５
５

下
仁
田
厚
生
病
院
所
有
の
土
地
・
建
物
を

売
却
し
ま
す

　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児

童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
児
　
平
成
26
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

児
童

●
実
施
日
　10
月
12
日
（
月
）

●
実
施
場
所
　下
仁
田
小
学
校

●
受
付
時
間
　午
後
１
時
〜
１
時
15
分

※
当
日
は
、
保
護
者
ま
た
は
こ
れ
に
代

わ
る
人
が
必
ず
付
き
添
っ
て
く
だ
さ

い
。

※

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
護
者
宛

に
通
知
済
で
す
。

対
象
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
で
、

通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

新
入
学
予
定
児

健
康
診
断

　
令
和
３
年
度
の
保
育
園
及
び
認
定
こ

ど
も
園
の
入
園
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　
入
園
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
保
護
者

は
申
込
書
（
関
係
書
類
添
付
）
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　

※

現
在
入
園
し
て
い
る
園
児
は
、
家
庭

状
況
報
告
書
、
在
職
証
明
書
等
の
関
係

書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※

町
外
の
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園

に
入
園
し
て
い
る
園
児
は
、
毎
年
、
申

込
み
が
必
要
で
す
の
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

・
福
祉
課
（
福
祉
係
）
窓
口

10
月
１
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）

●
年
齢

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
〕

・
０
歳
以
上
（
月
年
齢
に
お
い
て
は
園

と
相
談
）
の
児
童
（
令
和
３
年
４
月
２

日
現
在
）

〔
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

・
３
歳
以
上
の
児
童
（
令
和
３
年
４
月

２
日
現
在
）

●
町
内
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園

・
馬
山
こ
ど
も
園

☎
82―

２
３
２
３

（
定
員
60
人
　
教
育
部
分
：
15
人

保
育
部
分
：
45
人
）
　

・
青
倉
保
育
園

☎
82―

２
５
４
９

（
定
員
40
人
）

●
入
園
基
準

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
〕

　
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部

分
に
入
園
で
き
る
児
童
は
、
両
親
及
び

同
居
の
親
族
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情

に
あ
る
た
め
、
該
当
児
童
の
保
育
が
で

き
な
い
場
合
で
す
。

①
昼
間
に
居
宅
外
で
仕
事
を
す
る
こ
と

を
常
態
と
し
て
い
る
。

②
昼
間
に
居
宅
内
で
家
事
以
外
の
仕
事

を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
。

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
。

④
病
気
、
負
傷
、
ま
た
は
心
身
に
障
害

を
有
し
て
い
る
。

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障
害

を
有
す
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し

て
い
る
。

⑥
震
災
・
風
水
害
・
そ
の
他
の
震
災
の

復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
。

⑦
求
職
活
動
（
起
業
の
準
備
を
含

む
。
）
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

⑧
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

　
１
）
教
育
施
設
に
在
学
し
て
い
る
。

　
２
）
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業

訓
練
を
受
け
て
い
る
。

⑨
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

　
１
）
児
童
虐
待
を
行
っ
て
い
る
又
は

再
び
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。

　
２
）
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
よ
り
保

育
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
。

募
集
案
内
　
令
和
３
年
４
月
入
園 

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
入
園
児
童

⑩
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
、
既
に
保

育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
し
て

い
る
子
ど
も
が
引
き
続
き
利
用
す
る
こ

と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
。

〔
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

　
教
育
部
分
に
入
園
の
児
童
は
、
両
親

及
び
同
居
の
親
族
の
い
ず
れ
か
が
就
労

し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
入
園
を

希
望
さ
れ
る
場
合
で
す
。
考
え
方
は
幼

稚
園
と
同
じ
で
す
。

●
添
付
書
類

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
〕

（
両
親
及
び
同
居
で
65
歳
未
満
の
祖
父

母
が
次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
）

●
在
職
証
明
書
　勤
め
て
い
る
場
合

（
パ
ー
ト
等
の
場
合
、
就
労
時
間
の
下
限

は
、
１
ヶ
月
当
た
り
48
時
間
で
す
。
）

●
内
職
証
明
書
　内
職
を
し
て
い
る
場
合

（
一
日
平
均
４
時
間
以
上
で
な
い
と
入

園
理
由
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
）
　
　

●
自
営
業
証
明
書
　
自
営
業
ま
た
は
農

業
の
場
合

●
妊
娠
中
の
場
合
　
母
子
手
帳
の
写
し

●
診
断
書
・
介
護
証
明
書
　
病
気
ま
た

は
介
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
い

る
場
合

●
求
職
活
動
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド

の
写
し
等

●
就
学
　
在
学
を
確
認
で
き
る
も
の
の

写
し
等

〔
認
定
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

　
支
給
認
定
申
請
書
を
町
役
場
に
提
出

し
審
査
の
結
果
、
教
育
部
分
に
認
定
さ

れ
た
児
童
は
、
希
望
さ
れ
た
認
定
こ
ど

も
園
で
の
入
園
申
込
み
手
続
き
に
な
る

の
で
、
詳
細
は
園
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

●
申
込
み
先

・
新
規
入
園
希
望
者
　
↓

役
場
　
福
祉
課
　
福
祉
係

・
継
続
入
園
希
望
者
　
↓

在
籍
す
る
保
育
園
ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園

※

保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部

分
に
入
園
希
望
の
場
合
、
入
園
基
準
に

該
当
し
な
い
方
は
入
園
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
入
園
基
準
に
該
当
し
て
も
、

定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
入
園
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

入
園
申
込
書
お
よ
び
各
種
証
明
書
の

用
紙
は
、
福
祉
課
福
祉
係
及
び
各
園
に

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）
　

１０
月
28
日
は
県
民
の
日
で
す

　
10
月
28
日
（
水
）
の
県
民
の
日
に
伴

い
、
町
内
に
あ
る
以
下
の
施
設
で
記
念

事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
各
施
設
ま
た
は
担
当
ま

で
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
町
歴
史
館
　入
館
料
無
料

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
歴
史
館
　

☎
82
―
５
３
４
５

荒
船
風
穴

見
学
者
に
缶
バ
ッ
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
歴
史
館
　

☎
82
―
５
３
４
５

サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

使
用
料
無
料
（
要
予
約
）

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
２
面
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
１
面
）

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
ナ
イ
タ
ー
設
備
あ
り

利
用
者
多
数
の
場
合
は
時
間
等
の
調
整
あ
り

●
問
い
合
わ
せ
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
　
☎
84
―
３
１
８
０

ほ
た
る
山
公
園

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
使
用
料
無
料
（
要
予
約
）

※
コ
ン
ロ
や
鉄
板
等
の
道
具
、
炭
は
有

料
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
ほ
た
る
山
公
園
管
理
棟

☎
82
―
６
２
２
２

物件番号①

所在地大字大桑原
206-3

宅地

236.87㎡

61.28 ㎡

木造平屋

昭和57 年

1,731,783円

②

大字大桑原
206-5

宅地

239.71㎡

61.28 ㎡

木造平屋

昭和57 年

1,747,612円

③

大字大桑原
206-10

宅地

263.57㎡

61.28 ㎡

木造平屋

昭和57 年

1,886,477円 売却金額

土
地

地
目
面
積

建
物

構
造
延
床
築
年
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下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
職
員
用
と
し

て
利
用
し
て
い
た
次
の
土
地
・
建
物
を

売
却
い
た
し
ま
す
。

●
売
却
対
象
物
件
及
び
売
却
金
額

●
購
入
申
込
方
法

申
込
期
間
　
令
和
２
年
　

10
月
１
日
（
木
）
〜
12
月
28
日
（
月
）
ま
で

●
申
込
先

下
仁
田
厚
生
病
院
　
事
務
部
　
総
務
課

※

申
込
者
が
複
数
名
い
る
場
合
は
、
抽

選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
必
要
書
類
・
申
込
条
件

下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

売
却
実
施
要
領
に
よ
る
。

●
注
意
事
項
　土
地
及
び
建
物
は
現
状

の
ま
ま
の
売
却
と
な
り
ま
す
。

所
有
権
移
転
登
記
等
に
係
る
費
用
は
別

途
購
入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他
　土
地
・
建
物
の
売
却
に
関

す
る
詳
細
は
下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

確
認
下
さ
い
。

https://w
w
w
.shim

onitakosei-hosp.jp/

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
　
☎
82
―
３
５
５
５

下
仁
田
厚
生
病
院
所
有
の
土
地
・
建
物
を

売
却
し
ま
す

　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児

童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
児
　
平
成
26
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

児
童

●
実
施
日
　10
月
12
日
（
月
）

●
実
施
場
所
　下
仁
田
小
学
校

●
受
付
時
間
　午
後
１
時
〜
１
時
15
分

※

当
日
は
、
保
護
者
ま
た
は
こ
れ
に
代

わ
る
人
が
必
ず
付
き
添
っ
て
く
だ
さ

い
。

※

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
護
者
宛

に
通
知
済
で
す
。

対
象
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
で
、

通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

新
入
学
予
定
児

健
康
診
断

　
令
和
３
年
度
の
保
育
園
及
び
認
定
こ

ど
も
園
の
入
園
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　
入
園
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
保
護
者

は
申
込
書
（
関
係
書
類
添
付
）
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　

※

現
在
入
園
し
て
い
る
園
児
は
、
家
庭

状
況
報
告
書
、
在
職
証
明
書
等
の
関
係

書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※

町
外
の
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園

に
入
園
し
て
い
る
園
児
は
、
毎
年
、
申

込
み
が
必
要
で
す
の
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

・
福
祉
課
（
福
祉
係
）
窓
口

10
月
１
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）

●
年
齢

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
〕

・
０
歳
以
上
（
月
年
齢
に
お
い
て
は
園

と
相
談
）
の
児
童
（
令
和
３
年
４
月
２

日
現
在
）

〔
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

・
３
歳
以
上
の
児
童
（
令
和
３
年
４
月

２
日
現
在
）

●
町
内
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園

・
馬
山
こ
ど
も
園

☎
82―

２
３
２
３

（
定
員
60
人
　
教
育
部
分
：
15
人

保
育
部
分
：
45
人
）
　

・
青
倉
保
育
園

☎
82―

２
５
４
９

（
定
員
40
人
）

●
入
園
基
準

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
〕

　
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部

分
に
入
園
で
き
る
児
童
は
、
両
親
及
び

同
居
の
親
族
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情

に
あ
る
た
め
、
該
当
児
童
の
保
育
が
で

き
な
い
場
合
で
す
。

①
昼
間
に
居
宅
外
で
仕
事
を
す
る
こ
と

を
常
態
と
し
て
い
る
。

②
昼
間
に
居
宅
内
で
家
事
以
外
の
仕
事

を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
。

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
。

④
病
気
、
負
傷
、
ま
た
は
心
身
に
障
害

を
有
し
て
い
る
。

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障
害

を
有
す
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し

て
い
る
。

⑥
震
災
・
風
水
害
・
そ
の
他
の
震
災
の

復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
。

⑦
求
職
活
動
（
起
業
の
準
備
を
含

む
。
）
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

⑧
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

　
１
）
教
育
施
設
に
在
学
し
て
い
る
。

　
２
）
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業

訓
練
を
受
け
て
い
る
。

⑨
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

　
１
）
児
童
虐
待
を
行
っ
て
い
る
又
は

再
び
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。

　
２
）
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
よ
り
保

育
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
。

募
集
案
内
　
令
和
３
年
４
月
入
園 

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
入
園
児
童

⑩
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
、
既
に
保

育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
し
て

い
る
子
ど
も
が
引
き
続
き
利
用
す
る
こ

と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
。

〔
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

　
教
育
部
分
に
入
園
の
児
童
は
、
両
親

及
び
同
居
の
親
族
の
い
ず
れ
か
が
就
労

し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
入
園
を

希
望
さ
れ
る
場
合
で
す
。
考
え
方
は
幼

稚
園
と
同
じ
で
す
。

●
添
付
書
類

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
〕

（
両
親
及
び
同
居
で
65
歳
未
満
の
祖
父

母
が
次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
）

●
在
職
証
明
書
　勤
め
て
い
る
場
合

（
パ
ー
ト
等
の
場
合
、
就
労
時
間
の
下
限

は
、
１
ヶ
月
当
た
り
48
時
間
で
す
。
）

●
内
職
証
明
書
　内
職
を
し
て
い
る
場
合

（
一
日
平
均
４
時
間
以
上
で
な
い
と
入

園
理
由
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
）
　
　

●
自
営
業
証
明
書
　
自
営
業
ま
た
は
農

業
の
場
合

●
妊
娠
中
の
場
合
　
母
子
手
帳
の
写
し

●
診
断
書
・
介
護
証
明
書
　
病
気
ま
た

は
介
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
い

る
場
合

●
求
職
活
動
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド

の
写
し
等

●
就
学
　
在
学
を
確
認
で
き
る
も
の
の

写
し
等

〔
認
定
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

　
支
給
認
定
申
請
書
を
町
役
場
に
提
出

し
審
査
の
結
果
、
教
育
部
分
に
認
定
さ

れ
た
児
童
は
、
希
望
さ
れ
た
認
定
こ
ど

も
園
で
の
入
園
申
込
み
手
続
き
に
な
る

の
で
、
詳
細
は
園
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

●
申
込
み
先

・
新
規
入
園
希
望
者
　
↓

役
場
　
福
祉
課
　
福
祉
係

・
継
続
入
園
希
望
者
　
↓

在
籍
す
る
保
育
園
ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園

※

保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部

分
に
入
園
希
望
の
場
合
、
入
園
基
準
に

該
当
し
な
い
方
は
入
園
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
入
園
基
準
に
該
当
し
て
も
、

定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
入
園
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

入
園
申
込
書
お
よ
び
各
種
証
明
書
の

用
紙
は
、
福
祉
課
福
祉
係
及
び
各
園
に

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）
　

１０
月
28
日
は
県
民
の
日
で
す

　
10
月
28
日
（
水
）
の
県
民
の
日
に
伴

い
、
町
内
に
あ
る
以
下
の
施
設
で
記
念

事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
各
施
設
ま
た
は
担
当
ま

で
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
町
歴
史
館
　入
館
料
無
料

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
歴
史
館
　

☎
82
―
５
３
４
５

荒
船
風
穴

見
学
者
に
缶
バ
ッ
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
歴
史
館
　

☎
82
―
５
３
４
５

サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

使
用
料
無
料
（
要
予
約
）

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
２
面
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
１
面
）

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
ナ
イ
タ
ー
設
備
あ
り

利
用
者
多
数
の
場
合
は
時
間
等
の
調
整
あ
り

●
問
い
合
わ
せ
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
　
☎
84
―
３
１
８
０

ほ
た
る
山
公
園

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
使
用
料
無
料
（
要
予
約
）

※
コ
ン
ロ
や
鉄
板
等
の
道
具
、
炭
は
有

料
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
ほ
た
る
山
公
園
管
理
棟

☎
82
―
６
２
２
２

物件番号①

所在地大字大桑原
206-3

宅地

236.87㎡

61.28 ㎡

木造平屋

昭和57 年

1,731,783円

②

大字大桑原
206-5

宅地

239.71㎡

61.28 ㎡

木造平屋

昭和57 年

1,747,612円

③

大字大桑原
206-10

宅地

263.57㎡

61.28 ㎡

木造平屋

昭和57 年

1,886,477円 売却金額

土
地

地
目
面
積

建
物

構
造
延
床
築
年
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今
年
度
２
回
目
の
学
校
運
営
協
議
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
前
回
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、
書

面
で
の
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
今
回
が

初
め
て
の
顔
合
わ
せ
と
な
り
、
委
員
の

皆
様
の
他
、
教
育
長
を
は
じ
め
役
場
の

教
育
課
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
「
地
域
の
力
を
活
か
す
９
年
間
」
の

作
成

　
下
仁
田
町
に
は
ジ
オ
パ
ー
ク
や
世
界

遺
産
で
あ
る
荒
船
風
穴
を
は
じ
め
、
他

の
地
域
に
は
な
い
町
の
宝
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
現
在
、
学
校
で
は
こ
の
地

域
の
宝
を
学
校
教
育
に
活
か
し
「
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
子
」
の
育
成
に
向
け

た
、
「
下
仁
田
学
習
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
、
校
長
先
生
よ
り
「
下
仁

田
学
習
」
小
・
中
学
校
９
年
間
の
学
び

を
一
覧
表
に
し
た
も
の
を
作
成
し
た
い

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
新
し
く
町
に
赴
任
さ
れ
た
先
生
方

に
、
一
目
で
「
下
仁
田
学
習
」
を
わ

か
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
協
力
し
て

く
だ
さ
る
地
域
の
皆
様
に
、
学
習
の
つ

な
が
り
を
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
、
そ

し
て
、
「
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
で
あ

れ
ば
協
力
で
き
る
」
と
い
う
新
た
な
地

域
の
力
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

来
年
度
以
降
の
完
成
を
目
指
す
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
る
な
！
　

　
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
か
ら
地
域
と
学
校
と
関
り
が
持

ち
づ
ら
い
現
状
を
危
惧
し
「
フ
ィ
ジ
カ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
肉
体
的
距
離
）
は

十
分
に
取
り
な
が
ら
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
社
会
的
距
離
・
心
の

距
離
）
は
縮
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
」

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
で
き
る
関
わ
り

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
う

意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
方

法
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
は
、
県
下
で

も
最
も
設
備
が
充
実
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
す
る
こ
と
で
し
た
。
ジ
オ
パ
ー

ク
や
歴
史
館
が
作
成
し
て
い
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
学
校
教
育
に
活
用
す
る
こ
と

や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ソ
フ
ト
を
活
用

し
て
、
地
域
の
方
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
「
現
在
の
状
況
で
も
で
き
る
関
わ

り
」
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

●
地
域
の
皆
様
へ

　
６
月
に
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
け
る
子
」
育
成
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
全
戸
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ご
覧
い
た

だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
中
に
は
「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
っ
て
な
ん
だ
っ
け
？
」

と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
配
布
し
た
も
の

を
見
つ
け
て
い
た
だ
く
か
、
町
の
ホ
ー

第
2
回
下
仁
田
町
学
校
運
営
協
議
会
に
つ
い
て
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
一
読
い
た
だ
き
、
目

の
届
く
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
「
今
は
学

校
と
の
関
わ
り
が
な
い
」
と
い
う
皆
様

の
お
力
も
お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
関
り
の
一
歩
目
と
し

て
、
ま
ず
は
近
所
に
何
人
小
・
中
学
生

が
い
る
の
か
、
ど
ん
な
名
前
の
子
が
い

る
の
か
を
気
に
か
け
て
い
た
だ
き
、

「
で
き
る
と
き
に
」
子
ど
も
達
の
登
校

時
間
に
合
わ
せ
て
、
ご
自
宅
の
庭
先
か

ら
で
も
、
散
歩
の
つ
い
で
に
で
も
、
近

所
の
子
に
「
お
は
よ
う
。
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
。
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
下
仁
田
町
の
子
供
た

ち
の
た
め
に
、
「
で
き
る
こ
と
を
」

「
で
き
る
と
き
に
」
あ
な
た
の
お
力
を

お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82―

２
１
１
５

 

本
年
、
下
仁
田
秋
祭
り
の
当
番
町

の
仲
町
の
有
志
は
10
月
10
日
に
「
コ

ロ
ナ
終
息
」
を
願
い
、
花
火
を
打
ち

上
げ
ま
す
。

 

密
を
作
ら
ず
皆
様
に
ご
覧
頂
き
た

く
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
日
時

10
月
10
日
（
土
）

午
後
８
時
（
10
分
程
度
）

当
日
雨
天
の
場
合
は
10
月
11
日

（
日
）
に
順
延

●
会
場

ほ
た
る
山
公
園
（
打
ち
上
げ
場
所
）

●
そ
の
他

①
公
園
内
へ
の
入
場
は
制
限
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

②
午
後
７
時
45
分
か
ら
午
後
８
時
20

分
ま
で
は
進
入
路
の
町
道
は
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
。

③
荒
天
時
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
森
川
進

０
９
０―

１
４
４
６―

１
１
３
０

　
　 打

ち
上
げ
花
火
の

ご
案
内

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準

以
下
の
、
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
給
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、
日
本

年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が
実
施
し

ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

〇
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
中
で
、
以
下

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

〇
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
中
で
以
下
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円
以

下
の
方

●
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を

お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

　
お
受
け
取
り
の
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
知
ら
せ
が

10
月
中
旬
か
ら
順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。

同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
請
求
書
）
を
記
入
し
郵
送
に
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
手
続
き
は
お
早
め
に
！

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

　
年
金
請
求
の
手
続
き
と
併
せ
て
年
金

事
務
所
ま
た
は
役
場
で
請
求
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か

ら
、
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、
手

数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
、
郵
送
で
の
提

出
、
お
電
話
に
て
の
問
い
合
わ
せ
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０―

０
５―

１
１
６
５

高
崎
年
金
事
務
所
　

☎
０
２
７―

３
２
２―

４
２
９
９

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
が

発
送
さ
れ
ま
す

年
金
予
約
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す

　
高
崎
年
金
事
務
所
で
は
、年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。待
ち
時
間
の
短
縮
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、相
談
に
お
越
し
の
際
は
、必
ず
事
前
に
予
約
し
て
か
ら
の
来

所
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
申
込
方
法

　
ご
予
約
は
、相
談
希
望
日
１
ヵ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
お
電
話
又
は
年
金

相
談
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ご
予
約
を
受
け
付
け
る
際
に
は
、相

談
者
及
び
配
偶
者
氏
名
、基
礎
年
金
番
号
、電
話
番
号
、相
談
内
容
等
に
つ

い
て
ご
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
予
約
受
付
時
間

〇
平
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
１５
分

予
約
状
況
に
よ
り
、ご
希
望
の
日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
そ
の
他

〇
年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
）、

年
金
証
書
、振
込
通
知
書
、な
ど
の
他
、相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、予
約
時
間
ま
で
に
お
越
し
い
た
だ
き
２

階
受
付
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〇
代
理
の
方
が
ご
相
談
に
来
ら
れ
る
際
に
は
、委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〇
ご
都
合
に
よ
り
来
所
で
き
な
い
場
合
は
、事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
高
崎
年
金
事
務
所

〇
所
在
地
　
高
崎
市
栄
町
１
０
―
１

〇
電
　
話
　
☎
０
５
７
０
―
０
５
―
４
８
９
０（
予
約
受
付
専
用
）

　
　
　
　
　
☎
０
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９

〇
休
業
日
　
土
曜
、日
曜
、祝
祭
日
、年
末
年
始（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）

〇
年
金
相
談
は
、「
時
間
延
長
」や「
週
末
相
談
」も
実
施
し
て
い
ま
す
。

時
間
延
長
　
週
初
め
の
開
所
日
　
午
後
５
時
１５
分
〜
午
後
７
時

週
末
相
談
　
第
２
土
曜
　
午
後
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
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今
年
度
２
回
目
の
学
校
運
営
協
議
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
前
回
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、
書

面
で
の
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
今
回
が

初
め
て
の
顔
合
わ
せ
と
な
り
、
委
員
の

皆
様
の
他
、
教
育
長
を
は
じ
め
役
場
の

教
育
課
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
「
地
域
の
力
を
活
か
す
９
年
間
」
の

作
成

　
下
仁
田
町
に
は
ジ
オ
パ
ー
ク
や
世
界

遺
産
で
あ
る
荒
船
風
穴
を
は
じ
め
、
他

の
地
域
に
は
な
い
町
の
宝
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
現
在
、
学
校
で
は
こ
の
地

域
の
宝
を
学
校
教
育
に
活
か
し
「
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
子
」
の
育
成
に
向
け

た
、
「
下
仁
田
学
習
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
、
校
長
先
生
よ
り
「
下
仁

田
学
習
」
小
・
中
学
校
９
年
間
の
学
び

を
一
覧
表
に
し
た
も
の
を
作
成
し
た
い

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
新
し
く
町
に
赴
任
さ
れ
た
先
生
方

に
、
一
目
で
「
下
仁
田
学
習
」
を
わ

か
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
協
力
し
て

く
だ
さ
る
地
域
の
皆
様
に
、
学
習
の
つ

な
が
り
を
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
、
そ

し
て
、
「
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
で
あ

れ
ば
協
力
で
き
る
」
と
い
う
新
た
な
地

域
の
力
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

来
年
度
以
降
の
完
成
を
目
指
す
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
る
な
！
　

　
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
か
ら
地
域
と
学
校
と
関
り
が
持

ち
づ
ら
い
現
状
を
危
惧
し
「
フ
ィ
ジ
カ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
肉
体
的
距
離
）
は

十
分
に
取
り
な
が
ら
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
社
会
的
距
離
・
心
の

距
離
）
は
縮
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
」

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
で
き
る
関
わ
り

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
う

意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
方

法
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
は
、
県
下
で

も
最
も
設
備
が
充
実
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
す
る
こ
と
で
し
た
。
ジ
オ
パ
ー

ク
や
歴
史
館
が
作
成
し
て
い
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
学
校
教
育
に
活
用
す
る
こ
と

や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ソ
フ
ト
を
活
用

し
て
、
地
域
の
方
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
「
現
在
の
状
況
で
も
で
き
る
関
わ

り
」
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

●
地
域
の
皆
様
へ

　
６
月
に
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
け
る
子
」
育
成
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
全
戸
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ご
覧
い
た

だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
中
に
は
「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
っ
て
な
ん
だ
っ
け
？
」

と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
配
布
し
た
も
の

を
見
つ
け
て
い
た
だ
く
か
、
町
の
ホ
ー

第
2
回
下
仁
田
町
学
校
運
営
協
議
会
に
つ
い
て
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
一
読
い
た
だ
き
、
目

の
届
く
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
「
今
は
学

校
と
の
関
わ
り
が
な
い
」
と
い
う
皆
様

の
お
力
も
お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
関
り
の
一
歩
目
と
し

て
、
ま
ず
は
近
所
に
何
人
小
・
中
学
生

が
い
る
の
か
、
ど
ん
な
名
前
の
子
が
い

る
の
か
を
気
に
か
け
て
い
た
だ
き
、

「
で
き
る
と
き
に
」
子
ど
も
達
の
登
校

時
間
に
合
わ
せ
て
、
ご
自
宅
の
庭
先
か

ら
で
も
、
散
歩
の
つ
い
で
に
で
も
、
近

所
の
子
に
「
お
は
よ
う
。
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
。
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
下
仁
田
町
の
子
供
た

ち
の
た
め
に
、
「
で
き
る
こ
と
を
」

「
で
き
る
と
き
に
」
あ
な
た
の
お
力
を

お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82―

２
１
１
５

 

本
年
、
下
仁
田
秋
祭
り
の
当
番
町

の
仲
町
の
有
志
は
10
月
10
日
に
「
コ

ロ
ナ
終
息
」
を
願
い
、
花
火
を
打
ち

上
げ
ま
す
。

 

密
を
作
ら
ず
皆
様
に
ご
覧
頂
き
た

く
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
日
時

10
月
10
日
（
土
）

午
後
８
時
（
10
分
程
度
）

当
日
雨
天
の
場
合
は
10
月
11
日

（
日
）
に
順
延

●
会
場

ほ
た
る
山
公
園
（
打
ち
上
げ
場
所
）

●
そ
の
他

①
公
園
内
へ
の
入
場
は
制
限
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

②
午
後
７
時
45
分
か
ら
午
後
８
時
20

分
ま
で
は
進
入
路
の
町
道
は
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
。

③
荒
天
時
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
森
川
進

０
９
０―

１
４
４
６―

１
１
３
０

　
　 打

ち
上
げ
花
火
の

ご
案
内

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準

以
下
の
、
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
給
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、
日
本

年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が
実
施
し

ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

〇
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
中
で
、
以
下

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

〇
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
中
で
以
下
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円
以

下
の
方

●
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を

お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

　
お
受
け
取
り
の
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
知
ら
せ
が

10
月
中
旬
か
ら
順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。

同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
請
求
書
）
を
記
入
し
郵
送
に
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
手
続
き
は
お
早
め
に
！

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

　
年
金
請
求
の
手
続
き
と
併
せ
て
年
金

事
務
所
ま
た
は
役
場
で
請
求
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か

ら
、
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、
手

数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
、
郵
送
で
の
提

出
、
お
電
話
に
て
の
問
い
合
わ
せ
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０―

０
５―

１
１
６
５

高
崎
年
金
事
務
所
　

☎
０
２
７―

３
２
２―

４
２
９
９

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
が

発
送
さ
れ
ま
す

年
金
予
約
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す

　
高
崎
年
金
事
務
所
で
は
、年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。待
ち
時
間
の
短
縮
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、相
談
に
お
越
し
の
際
は
、必
ず
事
前
に
予
約
し
て
か
ら
の
来

所
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
申
込
方
法

　
ご
予
約
は
、相
談
希
望
日
１
ヵ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
お
電
話
又
は
年
金

相
談
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ご
予
約
を
受
け
付
け
る
際
に
は
、相

談
者
及
び
配
偶
者
氏
名
、基
礎
年
金
番
号
、電
話
番
号
、相
談
内
容
等
に
つ

い
て
ご
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
予
約
受
付
時
間

〇
平
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
１５
分

予
約
状
況
に
よ
り
、ご
希
望
の
日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
そ
の
他

〇
年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
）、

年
金
証
書
、振
込
通
知
書
、な
ど
の
他
、相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、予
約
時
間
ま
で
に
お
越
し
い
た
だ
き
２

階
受
付
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〇
代
理
の
方
が
ご
相
談
に
来
ら
れ
る
際
に
は
、委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〇
ご
都
合
に
よ
り
来
所
で
き
な
い
場
合
は
、事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
高
崎
年
金
事
務
所

〇
所
在
地
　
高
崎
市
栄
町
１
０
―
１

〇
電
　
話
　
☎
０
５
７
０
―
０
５
―
４
８
９
０（
予
約
受
付
専
用
）

　
　
　
　
　
☎
０
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９

〇
休
業
日
　
土
曜
、日
曜
、祝
祭
日
、年
末
年
始（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）

〇
年
金
相
談
は
、「
時
間
延
長
」や「
週
末
相
談
」も
実
施
し
て
い
ま
す
。

時
間
延
長
　
週
初
め
の
開
所
日
　
午
後
５
時
１５
分
〜
午
後
７
時

週
末
相
談
　
第
２
土
曜
　
午
後
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　　
青
倉
地
区
に
あ
る
白
石
工
業
白
艶
華

工
場
は
、
昭
和
７
年
に
創
業
し
、
「
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
製
品
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　
「
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
」
は
建
築
に
使

用
さ
れ
る
シ
ー
リ
ン
グ
材
の
作
業
性
改

善
や
、
ゴ
ム
製
品
の
耐
久
性
を
強
化
す

る
用
途
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち

の
生
活
の
身
近
な
と
こ
ろ
を
は
じ
め
、

世
界
中
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
（
※
現

在
も
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
生
産
は
行
っ
て

い
ま
す
が
、
下
仁
田
で
の
採
掘
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
）

　
今
回
は
、
下
仁
田
の
石
灰
が
き
っ
か

け
で
始
ま
っ
た
産
業
に
つ
い
て
、
工
場

の
方
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま

た
、
見
学
会
の
後
に
は
石
灰
や
水
が
生

ん
だ
大
地
の
恵
み
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
」
を

メ
ニ
ュ
ー
に
し
た
お
弁
当
を
食
べ
ま

す
。
下
仁
田
の
大
地
を
「
見
て
」
、

「
食
べ
て
」
満
喫
す
る
企
画
で
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　11
月
７
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
1
時

●
集
合
　
下
仁
田
町
自
然
史
館

●
持
ち
物
　
歩
き
や
す
い
服
装
・
歩
き

や
す
い
靴
・
雨
具

●
内
容
　
白
石
工
業
白
艶
華
工
場
見
学
、

下
仁
田
町
自
然
史
館
見
学

●
参
加
費

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）

●
参
加
申
し
込
み

下
仁
田
町
自
然
史
館
ま
で
（
受
付
：
10

月
1
日
〜
10
月
29
日
ま
で
）

●
募
集

先
着
20
名
（
富
岡
・
甘
楽
郡
内
在
住
の

方
限
定
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
参
加
者
は
マ
ス
ク
着
用
で
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
ま
た
感
染

状
況
や
気
候
条
件
に
よ
っ
て
は
中
止
に

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
者
に
は
連
絡

を
し
ま
す
。
）

※
昼
食
申
し
込
み
の
都
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
11
月

５
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
地
の
歴
史
散
歩

『
世
界
に
繋
が
る
大
昔
の
サ
ン
ゴ
礁

〜
白
石
工
業
白
艶
華
工
場
見
学
〜
』

大
地
の
歴
史
散
歩

『
世
界
に
繋
が
る
大
昔
の
サ
ン
ゴ
礁

〜
白
石
工
業
白
艶
華
工
場
見
学
〜
』

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
9
月
5
日
は
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
が

認
定
さ
れ
た
日
で
す
。
そ
れ
を
記
念
し

て
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
で
は
、

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
d
e
ジ
オ
」
を
開
催

し
、
集
ま
っ
た
2
6
名
の
方
に
、
馬
山

地
区
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
通
じ
て
解
説
し
ま
し
た
。

　
今
回
歩
い
た
の
は
、
広
報
7
月
号
で

紹
介
し
た
馬
山
の
丘
陵
地
帯
で
、
歩
き

な
が
ら
「
河
岸
段
丘
に
つ
い
て
」
、

「
段
丘
上
に
点
在
す
る
旧
石
器
・
縄
文

時
代
の
遺
跡
か
ら
戦
国
時
代
の
山
城
跡

な
ど
土
地
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
」
、

更
に
は
「
ネ
ギ
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
」
な
ど

幅
広
い
分
野
の
話
を
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

の
ガ
イ
ド
が
解
説
を
し
ま
し
た
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
馬
山

の
丘
陵
か
ら
見
え
る
西
上
州
の
山
並
み

な
ど
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

　
10
月
は
、
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近
で

ジ
オ
の
日
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
20
日
（
火
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
イ
ン
タ
ー
北
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　「
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
」
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度

の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
学
制
発
布
に
よ
っ
て
小
坂
に
は
、

下
小
坂
学
校
（
常
光
寺
）
、
中
小
坂

学
校
（
延
命
寺
）
、
上
小
坂
学
校

（
福
泉
寺
）
の
三
校
が
創
立
し
ま
し

た
。
１
８
８
５
年
（
明
治
18
）
に
下

小
坂
学
校
、
中
小
坂
学
校
、
、
上
小

坂
学
校
、
西
牧
東
学
校
（
東
野
牧
）

と
が
統
合
し
て
第
６
小
学
校
と
な
り

ま
し
て
、
上
小
坂
学
校
と
中
小
坂
学

校
と
は
合
併
し
て
第
６
小
学
校
第
２

分
校
に
、
西
牧
東
学
校
は
第
６
小
学

校
第
１
分
校
と
な
り
ま
し
た
。
１
８

９
３
年
（
明
治
26
）
両
分
校
を
廃
し

て
、
小
坂
小
学
校
は
改
称
さ
れ
ま
し

て
小
坂
第
１
尋
常
小
学
校
に
、
第
１

分
校
は
小
坂
第
２
尋
常
小
学
校
に
、

第
２
分
校
は
小
坂
第
３
尋
常
小
学
校

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
は
い
く

つ
か
の
校
名
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

小
坂
第
１
小
学
校
は
１
８
９
７
年

（
明
治
30
）
に
校
舎
を
新
築
し
、
１

９
０
３
年
（
明
治
36
）
に
増
築
を
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
第
１
、
第
２
小
学
校

　
学
制
発
布
に
よ
っ
て
小
坂
に
は
、

下
小
坂
学
校
（
常
光
寺
）
、
中
小
坂

学
校
（
延
命
寺
）
、
上
小
坂
学
校

（
福
泉
寺
）
の
三
校
が
創
立
し
ま
し

た
。
１
８
８
５
年
（
明
治
18
）
に
下

小
坂
学
校
、
中
小
坂
学
校
、
、
上
小

坂
学
校
、
西
牧
東
学
校
（
東
野
牧
）

と
が
統
合
し
て
第
６
小
学
校
と
な
り

ま
し
て
、
上
小
坂
学
校
と
中
小
坂
学

校
と
は
合
併
し
て
第
６
小
学
校
第
２

分
校
に
、
西
牧
東
学
校
は
第
６
小
学

校
第
１
分
校
と
な
り
ま
し
た
。
１
８

９
３
年
（
明
治
26
）
両
分
校
を
廃
し

て
、
小
坂
小
学
校
は
改
称
さ
れ
ま
し

て
小
坂
第
１
尋
常
小
学
校
に
、
第
１

分
校
は
小
坂
第
２
尋
常
小
学
校
に
、

第
２
分
校
は
小
坂
第
３
尋
常
小
学
校

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
は
い
く

つ
か
の
校
名
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

小
坂
第
１
小
学
校
は
１
８
９
７
年

（
明
治
30
）
に
校
舎
を
新
築
し
、
１

９
０
３
年
（
明
治
36
）
に
増
築
を
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
第
１
、
第
２
小
学
校

は
分
校
、
独
立
校
を
繰
り
返
し

て
、
１
９
８
５
年
（
昭
和
60
）
に

小
坂
３
校
が
統
合
し
て
１
校
と

な
っ
て
、
２
０
１
２
年
（
平
成

24
）
に
は
下
仁
田
小
学
校
に
統
合

し
て
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。
校
舎

は
現
在
一
部
を
町
福
祉
協
議
会

（
表
示
あ
り
）
と
、
下
仁
田
町
教

育
資
料
館
（
表
示
な
し
）
と
、
町

行
政
書
類
保
管
場
所
と
に
活
用
し

て
い
ま
す
。
現
在
地
に
は
か
つ

て
、
小
学
校
と
中
学
校
が
建
っ
て

い
ま
し
た
が
、
校
庭
の
ほ
ぼ
中
央

で
段
差
が
１
ｍ
余
も
あ
っ
て
大
変

不
便
を
し
ま
し
た
が
、
１
９
５
３

年
（
昭
和
28
）
村
民
全
体
の
奉
仕

作
業
に
よ
っ
て
現
在
の
よ
う
な
校

庭
と
な
り
ま
し
た
。
廃
校
と
な
っ

た
跡
地
に
は
い
く
つ
か
の
記
念
碑

が
み
ら
れ
ま
す
。
校
庭
の
南
側
に

記
念
樹
を
植
え
ま
し
て
記
念
碑
や

二
宮
金
次
郎
像
等
が
整
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
校
舎
玄
関
前
に
は
、
研

究
指
定
校
と
し
て
活
躍
し
た
表
彰

は
分
校
、
独
立
校
を
繰
り
返
し

て
、
１
９
８
５
年
（
昭
和
60
）
に

小
坂
３
校
が
統
合
し
て
１
校
と

な
っ
て
、
２
０
１
２
年
（
平
成

24
）
に
は
下
仁
田
小
学
校
に
統
合

し
て
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。
校
舎

は
現
在
一
部
を
町
福
祉
協
議
会

（
表
示
あ
り
）
と
、
下
仁
田
町
教

育
資
料
館
（
表
示
な
し
）
と
、
町

行
政
書
類
保
管
場
所
と
に
活
用
し

て
い
ま
す
。
現
在
地
に
は
か
つ

て
、
小
学
校
と
中
学
校
が
建
っ
て

い
ま
し
た
が
、
校
庭
の
ほ
ぼ
中
央

で
段
差
が
１
ｍ
余
も
あ
っ
て
大
変

不
便
を
し
ま
し
た
が
、
１
９
５
３

年
（
昭
和
28
）
村
民
全
体
の
奉
仕

作
業
に
よ
っ
て
現
在
の
よ
う
な
校

庭
と
な
り
ま
し
た
。
廃
校
と
な
っ

た
跡
地
に
は
い
く
つ
か
の
記
念
碑

が
み
ら
れ
ま
す
。
校
庭
の
南
側
に

記
念
樹
を
植
え
ま
し
て
記
念
碑
や

二
宮
金
次
郎
像
等
が
整
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
校
舎
玄
関
前
に
は
、
研

究
指
定
校
と
し
て
活
躍
し
た
表
彰

状
の
記
念
の
碑
等
３
碑
が
あ
り
ま

す
。
以
前
は
、
学
校
へ
の
入
り
口

は
大
黒
屋
さ
ん
前
か
ら
で
、
現
在

の
国
道
か
ら
の
入
り
口
に
は
駐
在

所
と
そ
の
脇
に
道
路
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
事
を
知
っ
て
い
る
人

は
少
な
く
な
り
ま
し
て
時
代
の
流

れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

①
．
昭
和
六
十
年
四
月
吉
日

校
舎
新
築
記
念

学
校
長
　
武
者
　
洋

教
育
委
員
　
永
井
徳
蔵

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
萩
原
武
雄
　

②
．
表
面
　
下
仁
田
町
立
小
坂
小

学
校
閉
校
記
念
碑

平
成
24
年
３
月
31
日
　

裏
面
　
校
歌
（
略
）
小
坂
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
建
立
　
吉
田
玉
雲
書

市
川
石
材
刻

③
．
表
彰
の
碑
　
文
部
省
　
厚
生

省④
．
開
校
百
年
碑
　
明
治
八
年
二

月
二
十
九
日
　
開
校
今
日
に
至
る

寄
贈
　
神
戸
文
夫
　
萩
原
勝
美
　

施
工
　
西
群
馬
石
材
　
松
峰
書

⑤
．
二
宮
金
次
郎
像
　

⑥
．
温
故
知
新
　
昭
和
二
十
八
年

十
二
月

寄
贈
　
小
坂
教
育
長
齋
藤
袈
裟
次

⑦
．
小
坂
小
学
校
閉
校
記
念
（
旧

校
舎
）
昭
和
六
十
年
三
月
二
十
九

日
　

状
の
記
念
の
碑
等
３
碑
が
あ
り
ま

す
。
以
前
は
、
学
校
へ
の
入
り
口

は
大
黒
屋
さ
ん
前
か
ら
で
、
現
在

の
国
道
か
ら
の
入
り
口
に
は
駐
在

所
と
そ
の
脇
に
道
路
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
事
を
知
っ
て
い
る
人

は
少
な
く
な
り
ま
し
て
時
代
の
流

れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

①
．
昭
和
六
十
年
四
月
吉
日

校
舎
新
築
記
念

学
校
長
　
武
者
　
洋

教
育
委
員
　
永
井
徳
蔵

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
萩
原
武
雄
　

②
．
表
面
　
下
仁
田
町
立
小
坂
小

学
校
閉
校
記
念
碑

平
成
24
年
３
月
31
日
　

裏
面
　
校
歌
（
略
）
小
坂
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
建
立
　
吉
田
玉
雲
書

市
川
石
材
刻

③
．
表
彰
の
碑
　
文
部
省
　
厚
生

省④
．
開
校
百
年
碑
　
明
治
八
年
二

月
二
十
九
日
　
開
校
今
日
に
至
る

寄
贈
　
神
戸
文
夫
　
萩
原
勝
美
　

施
工
　
西
群
馬
石
材
　
松
峰
書

⑤
．
二
宮
金
次
郎
像
　

⑥
．
温
故
知
新
　
昭
和
二
十
八
年

十
二
月

寄
贈
　
小
坂
教
育
長
齋
藤
袈
裟
次

⑦
．
小
坂
小
学
校
閉
校
記
念
（
旧

校
舎
）
昭
和
六
十
年
三
月
二
十
九

日
　

里
見
哲
夫

下
仁
田
町
立
小
坂
小
学
校
跡

下
仁
田
町
立
小
坂
小
学
校
跡

⑧
．
学
校
位
置
の
標
柱

北
緯
三
六
度
十
三
分
二
四
秒

東
経
一
三
八
度
四
五
分
五
二
秒
　

標
高
二
九
一
メ
ー
ト
ル
（
④
〜
⑧

は
南
側
植
え
込
み
の
中
）

⑧
．
学
校
位
置
の
標
柱

北
緯
三
六
度
十
三
分
二
四
秒

東
経
一
三
八
度
四
五
分
五
二
秒
　

標
高
二
九
一
メ
ー
ト
ル
（
④
〜
⑧

は
南
側
植
え
込
み
の
中
）

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

行
事
案
内

行
事
報
告

10
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近 

” で
す
!!

10
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近 

” で
す
!!①～③元校舎前の３碑①～③元校舎前の３碑校庭南側の碑の一部校庭南側の碑の一部

村
挙
げ
て
　校
庭
段
差
　取
り
去
る
の

苦
労
の
程
を
　知
る
人
す
く
な

（平成25年撮影）（平成25年撮影）

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　　
青
倉
地
区
に
あ
る
白
石
工
業
白
艶
華

工
場
は
、
昭
和
７
年
に
創
業
し
、
「
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
製
品
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　
「
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
」
は
建
築
に
使

用
さ
れ
る
シ
ー
リ
ン
グ
材
の
作
業
性
改

善
や
、
ゴ
ム
製
品
の
耐
久
性
を
強
化
す

る
用
途
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち

の
生
活
の
身
近
な
と
こ
ろ
を
は
じ
め
、

世
界
中
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
（
※
現

在
も
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
生
産
は
行
っ
て

い
ま
す
が
、
下
仁
田
で
の
採
掘
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
）

　
今
回
は
、
下
仁
田
の
石
灰
が
き
っ
か

け
で
始
ま
っ
た
産
業
に
つ
い
て
、
工
場

の
方
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま

た
、
見
学
会
の
後
に
は
石
灰
や
水
が
生

ん
だ
大
地
の
恵
み
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
」
を

メ
ニ
ュ
ー
に
し
た
お
弁
当
を
食
べ
ま

す
。
下
仁
田
の
大
地
を
「
見
て
」
、

「
食
べ
て
」
満
喫
す
る
企
画
で
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　11
月
７
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
1
時

●
集
合
　
下
仁
田
町
自
然
史
館

●
持
ち
物
　
歩
き
や
す
い
服
装
・
歩
き

や
す
い
靴
・
雨
具

●
内
容
　
白
石
工
業
白
艶
華
工
場
見
学
、

下
仁
田
町
自
然
史
館
見
学

●
参
加
費

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）

●
参
加
申
し
込
み

下
仁
田
町
自
然
史
館
ま
で
（
受
付
：
10

月
1
日
〜
10
月
29
日
ま
で
）

●
募
集

先
着
20
名
（
富
岡
・
甘
楽
郡
内
在
住
の

方
限
定
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
参
加
者
は
マ
ス
ク
着
用
で
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
ま
た
感
染

状
況
や
気
候
条
件
に
よ
っ
て
は
中
止
に

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
者
に
は
連
絡

を
し
ま
す
。
）

※
昼
食
申
し
込
み
の
都
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
11
月

５
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
地
の
歴
史
散
歩

『
世
界
に
繋
が
る
大
昔
の
サ
ン
ゴ
礁

〜
白
石
工
業
白
艶
華
工
場
見
学
〜
』

大
地
の
歴
史
散
歩

『
世
界
に
繋
が
る
大
昔
の
サ
ン
ゴ
礁

〜
白
石
工
業
白
艶
華
工
場
見
学
〜
』

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
9
月
5
日
は
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
が

認
定
さ
れ
た
日
で
す
。
そ
れ
を
記
念
し

て
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
で
は
、

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
d
e
ジ
オ
」
を
開
催

し
、
集
ま
っ
た
2
6
名
の
方
に
、
馬
山

地
区
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
通
じ
て
解
説
し
ま
し
た
。

　
今
回
歩
い
た
の
は
、
広
報
7
月
号
で

紹
介
し
た
馬
山
の
丘
陵
地
帯
で
、
歩
き

な
が
ら
「
河
岸
段
丘
に
つ
い
て
」
、

「
段
丘
上
に
点
在
す
る
旧
石
器
・
縄
文

時
代
の
遺
跡
か
ら
戦
国
時
代
の
山
城
跡

な
ど
土
地
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
」
、

更
に
は
「
ネ
ギ
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
」
な
ど

幅
広
い
分
野
の
話
を
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

の
ガ
イ
ド
が
解
説
を
し
ま
し
た
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
馬
山

の
丘
陵
か
ら
見
え
る
西
上
州
の
山
並
み

な
ど
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

　
10
月
は
、
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近
で

ジ
オ
の
日
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
20
日
（
火
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
イ
ン
タ
ー
北
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　「
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
」
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度

の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
学
制
発
布
に
よ
っ
て
小
坂
に
は
、

下
小
坂
学
校
（
常
光
寺
）
、
中
小
坂

学
校
（
延
命
寺
）
、
上
小
坂
学
校

（
福
泉
寺
）
の
三
校
が
創
立
し
ま
し

た
。
１
８
８
５
年
（
明
治
18
）
に
下

小
坂
学
校
、
中
小
坂
学
校
、
、
上
小

坂
学
校
、
西
牧
東
学
校
（
東
野
牧
）

と
が
統
合
し
て
第
６
小
学
校
と
な
り

ま
し
て
、
上
小
坂
学
校
と
中
小
坂
学

校
と
は
合
併
し
て
第
６
小
学
校
第
２

分
校
に
、
西
牧
東
学
校
は
第
６
小
学

校
第
１
分
校
と
な
り
ま
し
た
。
１
８

９
３
年
（
明
治
26
）
両
分
校
を
廃
し

て
、
小
坂
小
学
校
は
改
称
さ
れ
ま
し

て
小
坂
第
１
尋
常
小
学
校
に
、
第
１

分
校
は
小
坂
第
２
尋
常
小
学
校
に
、

第
２
分
校
は
小
坂
第
３
尋
常
小
学
校

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
は
い
く

つ
か
の
校
名
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

小
坂
第
１
小
学
校
は
１
８
９
７
年

（
明
治
30
）
に
校
舎
を
新
築
し
、
１

９
０
３
年
（
明
治
36
）
に
増
築
を
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
第
１
、
第
２
小
学
校

　
学
制
発
布
に
よ
っ
て
小
坂
に
は
、

下
小
坂
学
校
（
常
光
寺
）
、
中
小
坂

学
校
（
延
命
寺
）
、
上
小
坂
学
校

（
福
泉
寺
）
の
三
校
が
創
立
し
ま
し

た
。
１
８
８
５
年
（
明
治
18
）
に
下

小
坂
学
校
、
中
小
坂
学
校
、
、
上
小

坂
学
校
、
西
牧
東
学
校
（
東
野
牧
）

と
が
統
合
し
て
第
６
小
学
校
と
な
り

ま
し
て
、
上
小
坂
学
校
と
中
小
坂
学

校
と
は
合
併
し
て
第
６
小
学
校
第
２

分
校
に
、
西
牧
東
学
校
は
第
６
小
学

校
第
１
分
校
と
な
り
ま
し
た
。
１
８

９
３
年
（
明
治
26
）
両
分
校
を
廃
し

て
、
小
坂
小
学
校
は
改
称
さ
れ
ま
し

て
小
坂
第
１
尋
常
小
学
校
に
、
第
１

分
校
は
小
坂
第
２
尋
常
小
学
校
に
、

第
２
分
校
は
小
坂
第
３
尋
常
小
学
校

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
は
い
く

つ
か
の
校
名
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

小
坂
第
１
小
学
校
は
１
８
９
７
年

（
明
治
30
）
に
校
舎
を
新
築
し
、
１

９
０
３
年
（
明
治
36
）
に
増
築
を
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
第
１
、
第
２
小
学
校

は
分
校
、
独
立
校
を
繰
り
返
し

て
、
１
９
８
５
年
（
昭
和
60
）
に

小
坂
３
校
が
統
合
し
て
１
校
と

な
っ
て
、
２
０
１
２
年
（
平
成

24
）
に
は
下
仁
田
小
学
校
に
統
合

し
て
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。
校
舎

は
現
在
一
部
を
町
福
祉
協
議
会

（
表
示
あ
り
）
と
、
下
仁
田
町
教

育
資
料
館
（
表
示
な
し
）
と
、
町

行
政
書
類
保
管
場
所
と
に
活
用
し

て
い
ま
す
。
現
在
地
に
は
か
つ

て
、
小
学
校
と
中
学
校
が
建
っ
て

い
ま
し
た
が
、
校
庭
の
ほ
ぼ
中
央

で
段
差
が
１
ｍ
余
も
あ
っ
て
大
変

不
便
を
し
ま
し
た
が
、
１
９
５
３

年
（
昭
和
28
）
村
民
全
体
の
奉
仕

作
業
に
よ
っ
て
現
在
の
よ
う
な
校

庭
と
な
り
ま
し
た
。
廃
校
と
な
っ

た
跡
地
に
は
い
く
つ
か
の
記
念
碑

が
み
ら
れ
ま
す
。
校
庭
の
南
側
に

記
念
樹
を
植
え
ま
し
て
記
念
碑
や

二
宮
金
次
郎
像
等
が
整
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
校
舎
玄
関
前
に
は
、
研

究
指
定
校
と
し
て
活
躍
し
た
表
彰

は
分
校
、
独
立
校
を
繰
り
返
し

て
、
１
９
８
５
年
（
昭
和
60
）
に

小
坂
３
校
が
統
合
し
て
１
校
と

な
っ
て
、
２
０
１
２
年
（
平
成

24
）
に
は
下
仁
田
小
学
校
に
統
合

し
て
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。
校
舎

は
現
在
一
部
を
町
福
祉
協
議
会

（
表
示
あ
り
）
と
、
下
仁
田
町
教

育
資
料
館
（
表
示
な
し
）
と
、
町

行
政
書
類
保
管
場
所
と
に
活
用
し

て
い
ま
す
。
現
在
地
に
は
か
つ

て
、
小
学
校
と
中
学
校
が
建
っ
て

い
ま
し
た
が
、
校
庭
の
ほ
ぼ
中
央

で
段
差
が
１
ｍ
余
も
あ
っ
て
大
変

不
便
を
し
ま
し
た
が
、
１
９
５
３

年
（
昭
和
28
）
村
民
全
体
の
奉
仕

作
業
に
よ
っ
て
現
在
の
よ
う
な
校

庭
と
な
り
ま
し
た
。
廃
校
と
な
っ

た
跡
地
に
は
い
く
つ
か
の
記
念
碑

が
み
ら
れ
ま
す
。
校
庭
の
南
側
に

記
念
樹
を
植
え
ま
し
て
記
念
碑
や

二
宮
金
次
郎
像
等
が
整
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
校
舎
玄
関
前
に
は
、
研

究
指
定
校
と
し
て
活
躍
し
た
表
彰

状
の
記
念
の
碑
等
３
碑
が
あ
り
ま

す
。
以
前
は
、
学
校
へ
の
入
り
口

は
大
黒
屋
さ
ん
前
か
ら
で
、
現
在

の
国
道
か
ら
の
入
り
口
に
は
駐
在

所
と
そ
の
脇
に
道
路
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
事
を
知
っ
て
い
る
人

は
少
な
く
な
り
ま
し
て
時
代
の
流

れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

①
．
昭
和
六
十
年
四
月
吉
日

校
舎
新
築
記
念

学
校
長
　
武
者
　
洋

教
育
委
員
　
永
井
徳
蔵

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
萩
原
武
雄
　

②
．
表
面
　
下
仁
田
町
立
小
坂
小

学
校
閉
校
記
念
碑

平
成
24
年
３
月
31
日
　

裏
面
　
校
歌
（
略
）
小
坂
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
建
立
　
吉
田
玉
雲
書

市
川
石
材
刻

③
．
表
彰
の
碑
　
文
部
省
　
厚
生

省④
．
開
校
百
年
碑
　
明
治
八
年
二

月
二
十
九
日
　
開
校
今
日
に
至
る

寄
贈
　
神
戸
文
夫
　
萩
原
勝
美
　

施
工
　
西
群
馬
石
材
　
松
峰
書

⑤
．
二
宮
金
次
郎
像
　

⑥
．
温
故
知
新
　
昭
和
二
十
八
年

十
二
月

寄
贈
　
小
坂
教
育
長
齋
藤
袈
裟
次

⑦
．
小
坂
小
学
校
閉
校
記
念
（
旧

校
舎
）
昭
和
六
十
年
三
月
二
十
九

日
　

状
の
記
念
の
碑
等
３
碑
が
あ
り
ま

す
。
以
前
は
、
学
校
へ
の
入
り
口

は
大
黒
屋
さ
ん
前
か
ら
で
、
現
在

の
国
道
か
ら
の
入
り
口
に
は
駐
在

所
と
そ
の
脇
に
道
路
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
事
を
知
っ
て
い
る
人

は
少
な
く
な
り
ま
し
て
時
代
の
流

れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

①
．
昭
和
六
十
年
四
月
吉
日

校
舎
新
築
記
念

学
校
長
　
武
者
　
洋

教
育
委
員
　
永
井
徳
蔵

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
萩
原
武
雄
　

②
．
表
面
　
下
仁
田
町
立
小
坂
小

学
校
閉
校
記
念
碑

平
成
24
年
３
月
31
日
　

裏
面
　
校
歌
（
略
）
小
坂
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
建
立
　
吉
田
玉
雲
書

市
川
石
材
刻

③
．
表
彰
の
碑
　
文
部
省
　
厚
生

省④
．
開
校
百
年
碑
　
明
治
八
年
二

月
二
十
九
日
　
開
校
今
日
に
至
る

寄
贈
　
神
戸
文
夫
　
萩
原
勝
美
　

施
工
　
西
群
馬
石
材
　
松
峰
書

⑤
．
二
宮
金
次
郎
像
　

⑥
．
温
故
知
新
　
昭
和
二
十
八
年

十
二
月

寄
贈
　
小
坂
教
育
長
齋
藤
袈
裟
次

⑦
．
小
坂
小
学
校
閉
校
記
念
（
旧

校
舎
）
昭
和
六
十
年
三
月
二
十
九

日
　

里
見
哲
夫

下
仁
田
町
立
小
坂
小
学
校
跡

下
仁
田
町
立
小
坂
小
学
校
跡

⑧
．
学
校
位
置
の
標
柱

北
緯
三
六
度
十
三
分
二
四
秒

東
経
一
三
八
度
四
五
分
五
二
秒
　

標
高
二
九
一
メ
ー
ト
ル
（
④
〜
⑧

は
南
側
植
え
込
み
の
中
）

⑧
．
学
校
位
置
の
標
柱

北
緯
三
六
度
十
三
分
二
四
秒

東
経
一
三
八
度
四
五
分
五
二
秒
　

標
高
二
九
一
メ
ー
ト
ル
（
④
〜
⑧

は
南
側
植
え
込
み
の
中
）

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

行
事
案
内

行
事
報
告

10
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近 

” で
す
!!

10
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近 

” で
す
!!①～③元校舎前の３碑①～③元校舎前の３碑校庭南側の碑の一部校庭南側の碑の一部

村
挙
げ
て
　校
庭
段
差
　取
り
去
る
の

苦
労
の
程
を
　知
る
人
す
く
な

（平成25年撮影）（平成25年撮影）

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

●
下
仁
田
学
の
ご
案
内

●
下
仁
田
学
の
ご
案
内

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

　
公
民
館
で
は
、
地
域
学
と
し
て
「
下
仁

田
学
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
「
下
仁
田
学
」
と
は
、
下
仁
田
町
の

名
所
や
史
跡
、
歴
史
や
文
化
自
然
史
に

つ
い
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

　
下
仁
田
町
に
関
心
が
あ
り
、
ち
ょ
っ

と
だ
け
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
も
大

歓
迎
で
す
。

　 

今
年
度
は
、
魅
力
あ
る
３
講
座
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　
現
地
に
出
向
い
て
の
講
座
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
開
催
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

注
：
参
加
者
（
同
伴
者
含
む
）
は
、
群

馬
県
在
住
の
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
明
治
38
年
、
地
元
養
蚕
農
家
の
庭
屋

静
太
郎
が
営
業
を
開
始
し
た
蚕
種
貯
蔵

施
設
で
、
全
国
を
相
手
に
事
業
を
展
開

し
ま
し
た
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巧
み

に
利
用
し
、
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く

貢
献
し
た
荒
船
風
穴
の
新
た
な
発
見
に

注
目
で
す
。

●
日
時
　

令
和
２
年
11
月
１
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
荒
船
風
穴

●
集
合
場
所
　
荒
船
風
穴
見
学
者
広
場

※

荒
船
風
穴
駐
車
場
か
ら
専
用
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
ま
で

随
時
運
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
徒
歩
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
風
穴

ま
で
８
０
０
ｍ
、
約
20
分
か
か
り
ま
す

の
で
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
演
題
　

「
荒
船
風
穴
の
役
割
と
新
た
な
発
見
」

●
講
師
　
秋
池
　
武
　
先
生

（
下
仁
田
町
歴
史
館
館
長
）

●
受
講
料
　
無
料

（
施
設
内
入
場
無
料
）

●
募
集
定
員
　
25
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

●
対
象
　
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
、

家
族
の
承
諾
書
の
提
出
が
必
要
で
す
）

●
申
込
方
法
　
電
話
【
参
加
者
の
お
名

前
（
高
校
生
の
場
合
は
学
年
も
）
、
住

所
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
】

●
参
加
申
込
日
　
10
月
１
日
（
木
）
〜

22
日
（
木
）

※
 

自
然
地
形
を
利
用
し
た
山
の
中
腹
に

位
置
す
る
史
跡
で
す
。
運
動
靴
や
動
き

や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
 

小
雨
決
行
・
雨
具
の
携
行
（
中
止
の

場
合
は
、
連
絡
い
た
し
ま
す
）

　
江
戸
時
代
に
発
見
さ
れ
製
鉄
が
始
ま

り
、
日
本
の
近
代
製
鉄
の
草
分
け
と

な
っ
た
中
小
坂
鉄
山
。
跡
地
を
視
察
し

な
が
ら
不
思
議
発
見
魅
力
に
せ
ま
る
。

●
申
込
方
法
　
電
話
【
参
加
者
の
お
名

前
（
高
校
生
の
場
合
は
学
年
も
）
、
住

所
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
】

●
参
加
申
込
日
　
10
月
１
日
（
木
）
〜

12
月
３
日
（
木
）

※

参
加
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
・
手
の

消
毒
等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ・参
加
申
し
込
み
先

　 

下
仁
田
町
公
民
館
　
☎
82―

３
５
３
５

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

生
状
況
に
よ
り
内
容
等
の
変
更
も
し
く

は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
中
止
の
場
合
は
、
連
絡
い
た
し
ま
す
）

　

●
日
時
　
令
和
２
年
11
月
15
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
中
小
坂
鉄
山
跡

●
集
合
場
所
　
中
小
坂
鉄
山
駐
車
場

●
駐
車
場
　
中
小
坂
鉄
山
駐
車
場
及
び

旧
下
仁
田
町
立
小
坂
小
学
校
（
相
乗
り

で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

●
演
題
　
「
中
小
坂
鉄
山
の
発
見
」

●
講
師
　
原
田
　
喬
　
先
生
（
中
小
坂

鉄
山
研
究
会
理
事
、
産
業
遺
産
学
会
監

査
）

●
受
講
料
　
無
料

●
募
集
定
員
　
25
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
）

●
対
象
　
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
、

家
族
の
承
諾
書
の
提
出
が
必
要
で
す
）

●
申
込
方
法
　
電
話
【
参
加
者
の
お
名

前
（
高
校
生
の
場
合
は
学
年
も
）
、
住

所
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
】

●
参
加
申
込
日
　
10
月
１
日
（
木
）
〜

11
月
５
日
（
木
）

※

運
動
靴
や
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※

雨
天
の
場
合
は
、
近
隣
の
公
会
堂
で

講
演
い
た
し
ま
す
。

　
上
信
越
自
動
車
道
下
仁
田
IC
の
建
設

に
先
立
ち
、
発
掘
調
査
し
た
下
鎌
田
遺

跡
よ
り
出
土
の
石
製
の
装
身
具
で
、
大

変
珍
し
い
縄
文
時
代
の
玦
状
耳
飾
な
ど

と
そ
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
。

　
更
に
こ
の
耳
飾
は
、
日
本
国
内
に
な

い
材
質
と
判
明
し
、
上
毛
新
聞
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
日
時
　
令
和
２
年
12
月
13
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階
　

大
会
議
室
　

●
講
座
演
題
　
「
日
本
の
耳
飾
の
ル
ー

ツ
と
下
仁
田
町
」

●
講
師
　
中
村
由
克
　
先
生
（
下
仁
田

町
自
然
史
館
館
長
）

●
受
講
料
　
無
料

●
募
集
定
員
　
25
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
）

●
対
象
　
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
、

家
族
の
承
諾
書
の
提
出
が
必
要
で
す
）

①
世
界
遺
産「
荒
船
風
穴
」

①
世
界
遺
産「
荒
船
風
穴
」

②
下
仁
田
町
指
定
史
跡

「
中
小
坂
鉄
山・製
鉄
所
跡
」

（
日
本
で
最
初
の
近
代
製
鉄
）

②
下
仁
田
町
指
定
史
跡

「
中
小
坂
鉄
山・製
鉄
所
跡
」

（
日
本
で
最
初
の
近
代
製
鉄
）

③
下
仁
田
町
指
定
重
要
文
化
財

「
玦（
け
つ
）状
耳
飾
」

（
渡
来
品
か
！
縄
文
時
代
の
耳
飾
）

③
下
仁
田
町
指
定
重
要
文
化
財

「
玦（
け
つ
）状
耳
飾
」

（
渡
来
品
か
！
縄
文
時
代
の
耳
飾
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
群
馬
県
に
よ
る
「
社
会
活

動
再
開
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

準
じ
て
、
一
部
制
限
を
設
け
て
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
面
の
間
、

部
屋
の
広
さ
に
応
じ
て
利
用
定
数
（
人

数
）
の
制
限
を
行
い
、
利
用
で
き
る
時

間
を
「
４
時
間
」
の
範
囲
内
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
の
発
生
状
況
に
よ
り
、
制
限
が

変
更
さ
れ
ま
す
。
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
に
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
自
宅
で
検
温
し
、
37
・
５
度
以
上
の

方
（
ま
た
は
、
平
熱
比
１
度
超
過
）
は

利
用
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
体
調
不
良
（
発
熱
・
咳
・
咽
頭
痛

等
）
の
方
の
利
用
を
控
え
て
く
だ
さ

い
。

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
励
行
（
マ
ス
ク
の

着
用
）
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
手
洗
い
・
手
指
消
毒
の
励
行
（
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
薬
を
玄
関
ホ
ー
ル
な
ど
に

設
置
）
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
入
室
時
の
検
温
及
び
受
付
票
の
記
入

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
に
な

ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
社
会

的
距
離
）
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
で

き
る
だ
け
２
ｍ
、
最
低
１
ｍ
）

・
十
分
（
こ
ま
め
）
な
室
内
の
換
気
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
会
話
や
着
座
の
際
、
可
能
な
限
り
正

面
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

・
町
施
設
利
用
後
２
週
間
以
内
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
た
場
合
、
下
仁
田
町
公
民
館

に
連
絡
を
し
て
い
く
だ
さ
い
。

・
町
施
設
利
用
後
２
週
間
以
内
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
を
発
症
し
た

場
合
は
、
速
や
か
に
本
人
及
び
濃
厚
接

触
者
の
有
無
等
に
つ
い
て
の
情
報
を
下

仁
田
町
公
民
館
に
報
告
し
て
く
だ
さ

い
。

※

貸
し
出
し
た
部
屋
の
消
毒
は
、
利
用

者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
　
（
図
書
室
及
び

ト
イ
レ
な
ど
の
共
用
部
分
は
除
く
）

公
民
館
・
文
化
ホ
ー
ル
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
利
用
に
つ
い
て

広
報しもにた

公民館だより公民館だより

　
昨
年
11
月
か
ら
、
小
坂
社
会
体

育
館
の
避
難
所
使
用
を
中
止
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
体
育
館
裏
の
急
傾

斜
補
強
工
事
が
終
了
し
た
た
め
、
避

難
所
と
し
て
の
使
用
を
再
開
い
た
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
地
域

安
全
係
　
☎
82―

２
１
１
０

小
坂
社
会
体
育
館
の

避
難
所
使
用
の
再
開

に
つ
い
て
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公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

●
下
仁
田
学
の
ご
案
内

●
下
仁
田
学
の
ご
案
内

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

　
公
民
館
で
は
、
地
域
学
と
し
て
「
下
仁

田
学
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
「
下
仁
田
学
」
と
は
、
下
仁
田
町
の

名
所
や
史
跡
、
歴
史
や
文
化
自
然
史
に

つ
い
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

　
下
仁
田
町
に
関
心
が
あ
り
、
ち
ょ
っ

と
だ
け
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
も
大

歓
迎
で
す
。

　 

今
年
度
は
、
魅
力
あ
る
３
講
座
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　
現
地
に
出
向
い
て
の
講
座
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
開
催
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

注
：
参
加
者
（
同
伴
者
含
む
）
は
、
群

馬
県
在
住
の
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
明
治
38
年
、
地
元
養
蚕
農
家
の
庭
屋

静
太
郎
が
営
業
を
開
始
し
た
蚕
種
貯
蔵

施
設
で
、
全
国
を
相
手
に
事
業
を
展
開

し
ま
し
た
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巧
み

に
利
用
し
、
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く

貢
献
し
た
荒
船
風
穴
の
新
た
な
発
見
に

注
目
で
す
。

●
日
時
　

令
和
２
年
11
月
１
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
荒
船
風
穴

●
集
合
場
所
　
荒
船
風
穴
見
学
者
広
場

※

荒
船
風
穴
駐
車
場
か
ら
専
用
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
ま
で

随
時
運
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
徒
歩
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
風
穴

ま
で
８
０
０
ｍ
、
約
20
分
か
か
り
ま
す

の
で
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
演
題
　

「
荒
船
風
穴
の
役
割
と
新
た
な
発
見
」

●
講
師
　
秋
池
　
武
　
先
生

（
下
仁
田
町
歴
史
館
館
長
）

●
受
講
料
　
無
料

（
施
設
内
入
場
無
料
）

●
募
集
定
員
　
25
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

●
対
象
　
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
、

家
族
の
承
諾
書
の
提
出
が
必
要
で
す
）

●
申
込
方
法
　
電
話
【
参
加
者
の
お
名

前
（
高
校
生
の
場
合
は
学
年
も
）
、
住

所
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
】

●
参
加
申
込
日
　
10
月
１
日
（
木
）
〜

22
日
（
木
）

※
 

自
然
地
形
を
利
用
し
た
山
の
中
腹
に

位
置
す
る
史
跡
で
す
。
運
動
靴
や
動
き

や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
 

小
雨
決
行
・
雨
具
の
携
行
（
中
止
の

場
合
は
、
連
絡
い
た
し
ま
す
）

　
江
戸
時
代
に
発
見
さ
れ
製
鉄
が
始
ま

り
、
日
本
の
近
代
製
鉄
の
草
分
け
と

な
っ
た
中
小
坂
鉄
山
。
跡
地
を
視
察
し

な
が
ら
不
思
議
発
見
魅
力
に
せ
ま
る
。

●
申
込
方
法
　
電
話
【
参
加
者
の
お
名

前
（
高
校
生
の
場
合
は
学
年
も
）
、
住

所
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
】

●
参
加
申
込
日
　
10
月
１
日
（
木
）
〜

12
月
３
日
（
木
）

※

参
加
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
・
手
の

消
毒
等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ・参
加
申
し
込
み
先

　 

下
仁
田
町
公
民
館
　
☎
82―

３
５
３
５

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

生
状
況
に
よ
り
内
容
等
の
変
更
も
し
く

は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
中
止
の
場
合
は
、
連
絡
い
た
し
ま
す
）

　

●
日
時
　
令
和
２
年
11
月
15
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
中
小
坂
鉄
山
跡

●
集
合
場
所
　
中
小
坂
鉄
山
駐
車
場

●
駐
車
場
　
中
小
坂
鉄
山
駐
車
場
及
び

旧
下
仁
田
町
立
小
坂
小
学
校
（
相
乗
り

で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

●
演
題
　
「
中
小
坂
鉄
山
の
発
見
」

●
講
師
　
原
田
　
喬
　
先
生
（
中
小
坂

鉄
山
研
究
会
理
事
、
産
業
遺
産
学
会
監

査
）

●
受
講
料
　
無
料

●
募
集
定
員
　
25
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
）

●
対
象
　
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
、

家
族
の
承
諾
書
の
提
出
が
必
要
で
す
）

●
申
込
方
法
　
電
話
【
参
加
者
の
お
名

前
（
高
校
生
の
場
合
は
学
年
も
）
、
住

所
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
】

●
参
加
申
込
日
　
10
月
１
日
（
木
）
〜

11
月
５
日
（
木
）

※

運
動
靴
や
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※

雨
天
の
場
合
は
、
近
隣
の
公
会
堂
で

講
演
い
た
し
ま
す
。

　
上
信
越
自
動
車
道
下
仁
田
IC
の
建
設

に
先
立
ち
、
発
掘
調
査
し
た
下
鎌
田
遺

跡
よ
り
出
土
の
石
製
の
装
身
具
で
、
大

変
珍
し
い
縄
文
時
代
の
玦
状
耳
飾
な
ど

と
そ
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
。

　
更
に
こ
の
耳
飾
は
、
日
本
国
内
に
な

い
材
質
と
判
明
し
、
上
毛
新
聞
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
日
時
　
令
和
２
年
12
月
13
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階
　

大
会
議
室
　

●
講
座
演
題
　
「
日
本
の
耳
飾
の
ル
ー

ツ
と
下
仁
田
町
」

●
講
師
　
中
村
由
克
　
先
生
（
下
仁
田

町
自
然
史
館
館
長
）

●
受
講
料
　
無
料

●
募
集
定
員
　
25
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
）

●
対
象
　
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
、

家
族
の
承
諾
書
の
提
出
が
必
要
で
す
）

①
世
界
遺
産「
荒
船
風
穴
」

①
世
界
遺
産「
荒
船
風
穴
」

②
下
仁
田
町
指
定
史
跡

「
中
小
坂
鉄
山・製
鉄
所
跡
」

（
日
本
で
最
初
の
近
代
製
鉄
）

②
下
仁
田
町
指
定
史
跡

「
中
小
坂
鉄
山・製
鉄
所
跡
」

（
日
本
で
最
初
の
近
代
製
鉄
）

③
下
仁
田
町
指
定
重
要
文
化
財

「
玦（
け
つ
）状
耳
飾
」

（
渡
来
品
か
！
縄
文
時
代
の
耳
飾
）

③
下
仁
田
町
指
定
重
要
文
化
財

「
玦（
け
つ
）状
耳
飾
」

（
渡
来
品
か
！
縄
文
時
代
の
耳
飾
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
群
馬
県
に
よ
る
「
社
会
活

動
再
開
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

準
じ
て
、
一
部
制
限
を
設
け
て
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
面
の
間
、

部
屋
の
広
さ
に
応
じ
て
利
用
定
数
（
人

数
）
の
制
限
を
行
い
、
利
用
で
き
る
時

間
を
「
４
時
間
」
の
範
囲
内
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
の
発
生
状
況
に
よ
り
、
制
限
が

変
更
さ
れ
ま
す
。
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
に
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
自
宅
で
検
温
し
、
37
・
５
度
以
上
の

方
（
ま
た
は
、
平
熱
比
１
度
超
過
）
は

利
用
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
体
調
不
良
（
発
熱
・
咳
・
咽
頭
痛

等
）
の
方
の
利
用
を
控
え
て
く
だ
さ

い
。

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
励
行
（
マ
ス
ク
の

着
用
）
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
手
洗
い
・
手
指
消
毒
の
励
行
（
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
薬
を
玄
関
ホ
ー
ル
な
ど
に

設
置
）
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
入
室
時
の
検
温
及
び
受
付
票
の
記
入

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
に
な

ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
社
会

的
距
離
）
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
で

き
る
だ
け
２
ｍ
、
最
低
１
ｍ
）

・
十
分
（
こ
ま
め
）
な
室
内
の
換
気
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
会
話
や
着
座
の
際
、
可
能
な
限
り
正

面
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

・
町
施
設
利
用
後
２
週
間
以
内
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
た
場
合
、
下
仁
田
町
公
民
館

に
連
絡
を
し
て
い
く
だ
さ
い
。

・
町
施
設
利
用
後
２
週
間
以
内
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
を
発
症
し
た

場
合
は
、
速
や
か
に
本
人
及
び
濃
厚
接

触
者
の
有
無
等
に
つ
い
て
の
情
報
を
下

仁
田
町
公
民
館
に
報
告
し
て
く
だ
さ

い
。

※

貸
し
出
し
た
部
屋
の
消
毒
は
、
利
用

者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
　
（
図
書
室
及
び

ト
イ
レ
な
ど
の
共
用
部
分
は
除
く
）

公
民
館
・
文
化
ホ
ー
ル
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
利
用
に
つ
い
て

広
報しもにた

公民館だより公民館だより

　
昨
年
11
月
か
ら
、
小
坂
社
会
体

育
館
の
避
難
所
使
用
を
中
止
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
体
育
館
裏
の
急
傾

斜
補
強
工
事
が
終
了
し
た
た
め
、
避

難
所
と
し
て
の
使
用
を
再
開
い
た
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
地
域

安
全
係
　
☎
82―

２
１
１
０

小
坂
社
会
体
育
館
の

避
難
所
使
用
の
再
開

に
つ
い
て
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
平
成
23
年
度
か
ら
荒
船
風
穴
の

見
学
者
の
受
け
入
れ
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
10
年
目
で
あ
る
令
和
２

年
８
月
22
日
に
、
つ
い
に
来
場
者

数
が
10
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
10
万
人
目
で
あ
る
長
野
県
か
ら

お
越
し
の
小
宮
山
様
ご
一
家
に

は
、
下
仁
田
町
・
下
仁
田
町
蒟
蒻

消
費
拡
大
推
進
協
議
会
・
荒
船
風

穴
友
の
会
か
ら
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

荒
船
風
穴
の
来
場
者
が
10
万
人
を

超
え
ま
し
た
！

 

８
月
25
日
（
火
）
に
上
原
建
設
株

式
会
社
従
業
員
の
皆
様
に
よ
り
町

道
（
西
野
牧
地
内
）
の
土
砂
撤
去

及
び
側
溝
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 上

原
建
設
株
式
会
社
様
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動

　
わ
が
国
で
初
め
て
蒸
気
機
関
に

よ
る
送
風
装
置
を
備
え
、
日
本
の

製
鉄
史
上
、
重
要
な
存
在
で
あ
る

『
中
小
坂
鉄
山
（
下
仁
田
町
中
小

坂
）
』
。
そ
の
歴
史
背
景
の
調

査
・
検
証
、
保
存
管
理
な
ど
に
努

め
て
き
た
『
中
小
坂
鉄
山
研
究
会

（
園
部
洋
会
長
）
』
は
、
産
業
考

古
学
会
の
原
田
喬
氏
が
中
心
と
な

り
、
平
成
16
年
か
ら
令
和
２
年
ま

で
50
回
に
わ
た
り
発
行
し
た
中
小

坂
鉄
山
ニ
ュ
ー
ス
（
調
査
レ
ポ
ー

中
小
坂
鉄
山
研
究
会

長
年
の
調
査
結
果
を
報
告
書
と
し
て
刊
行

　
荒
船
風
穴
見
学
者
広
場
に
、
「
富

岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
の
構

成
資
産
共
通
の
世
界
遺
産
記
念
銘

が
建
ち
ま
し
た
。
記
念
銘
に
は
、
世

界
遺
産
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
構
成
資
産

の
位
置
図
、
資
産
の
説
明
が
日
本
語

と
英
語
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
荒
船
風
穴
に
お
越
し
の
際
は
こ
ち

ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

荒
船
風
穴
見
学
者
広
場
に

世
界
遺
産
記
念
銘
が
建
ち
ま
し
た

　
８
月
23
日
（
日
）
、
体
育
協
会

ゴ
ル
フ
部
主
催
の
第
73
回
町
民
ゴ

ル
フ
大
会
が
、
下
仁
田
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
表
彰
式

は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

第
73
回

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
公
益
財
団
法
人
群
馬
県
市
町
村

振
興
協
会
が
行
う
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

蒔
田
区
で
は
「
蒔
田
地
区
集
会
所
」

の
備
品
整
備
で
会
議
用
テ
ー
ブ
ル

や
折
り
た
た
み
椅
子
な
ど
を
購
入

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
自
治
の
原
点
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
助
成
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

善 意 の 紹 介

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　感
染
症
対
策
へ
の
寄
付

　
第
一
石
鹸
（
株
）

　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
神
谷
哲
也
様
（
板
倉
町
）

　
　
品
目
　
自
社
製
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ

　
　
　
　
　
詰
替
用
１
ケ
ー
ス
（
36
袋
）

ト
）
を
１
冊
の
報
告
書
に
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

　
８
月
７
日
（
金
）
に
は
、
役
員

の
石
井
利
子
さ
ん
が
、
下
仁
田
町 

原
秀
男 

町
長

を
訪
問
し
、

今
般
、
取
り

ま
と
め
た

『
調
査
報
告

書
』
を
手
渡

し
ま
し
た
。

●
群
馬
県
最
低
賃
金
は

時
間
額
8
3
7
円

令
和
2
年
10
月
3
日
よ
り
改
正

　
詳
し
く
は
、群
馬
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
（
☎
0
2
7
―
8
9

6
―
4
7
3
7
）又
は
群
馬
県
内
の

労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

使
用
者
も
、
労
働
者
も
、
必
ず
確
認
。
最
低
賃
金

群
馬
労
働
局
U
R
L

※
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

方
の
賃
金
引
き
上
げ
を
支
援
す
る

「
業
務
改
善
助
成
金
」
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
0
2
7
―
8
9
6
―
4
7
3
9

※グロス順位上位３名（佐藤勇二、武藤尚男、福田　浩）は、
　９月２４日（木）開催の第３２回群馬県市町村対抗ゴルフ選
　手権大会に、町代表として出場しました。

優 勝

準 優 勝

第 ３ 位

ベストグロス

佐藤　勇二

白鷹　公子

加庭　紀夫

武藤尚男（６９）

白鷹　公子

加庭　紀夫

今井　英夫

白鷹公子（７９）

総　　　合 グランドシニア
及び女子の部

（敬称略）

〜
宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
〜

https://jsite.m
hlw
.go.jp/

gunm
a-roudoukyoku/
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
平
成
23
年
度
か
ら
荒
船
風
穴
の

見
学
者
の
受
け
入
れ
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
10
年
目
で
あ
る
令
和
２

年
８
月
22
日
に
、
つ
い
に
来
場
者

数
が
10
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
10
万
人
目
で
あ
る
長
野
県
か
ら

お
越
し
の
小
宮
山
様
ご
一
家
に

は
、
下
仁
田
町
・
下
仁
田
町
蒟
蒻

消
費
拡
大
推
進
協
議
会
・
荒
船
風

穴
友
の
会
か
ら
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

荒
船
風
穴
の
来
場
者
が
10
万
人
を

超
え
ま
し
た
！

 

８
月
25
日
（
火
）
に
上
原
建
設
株

式
会
社
従
業
員
の
皆
様
に
よ
り
町

道
（
西
野
牧
地
内
）
の
土
砂
撤
去

及
び
側
溝
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 上

原
建
設
株
式
会
社
様
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動

　
わ
が
国
で
初
め
て
蒸
気
機
関
に

よ
る
送
風
装
置
を
備
え
、
日
本
の

製
鉄
史
上
、
重
要
な
存
在
で
あ
る

『
中
小
坂
鉄
山
（
下
仁
田
町
中
小

坂
）
』
。
そ
の
歴
史
背
景
の
調

査
・
検
証
、
保
存
管
理
な
ど
に
努

め
て
き
た
『
中
小
坂
鉄
山
研
究
会

（
園
部
洋
会
長
）
』
は
、
産
業
考

古
学
会
の
原
田
喬
氏
が
中
心
と
な

り
、
平
成
16
年
か
ら
令
和
２
年
ま

で
50
回
に
わ
た
り
発
行
し
た
中
小

坂
鉄
山
ニ
ュ
ー
ス
（
調
査
レ
ポ
ー

中
小
坂
鉄
山
研
究
会

長
年
の
調
査
結
果
を
報
告
書
と
し
て
刊
行

　
荒
船
風
穴
見
学
者
広
場
に
、
「
富

岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
の
構

成
資
産
共
通
の
世
界
遺
産
記
念
銘

が
建
ち
ま
し
た
。
記
念
銘
に
は
、
世

界
遺
産
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
構
成
資
産

の
位
置
図
、
資
産
の
説
明
が
日
本
語

と
英
語
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
荒
船
風
穴
に
お
越
し
の
際
は
こ
ち

ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

荒
船
風
穴
見
学
者
広
場
に

世
界
遺
産
記
念
銘
が
建
ち
ま
し
た

　
８
月
23
日
（
日
）
、
体
育
協
会

ゴ
ル
フ
部
主
催
の
第
73
回
町
民
ゴ

ル
フ
大
会
が
、
下
仁
田
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
表
彰
式

は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

第
73
回

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
公
益
財
団
法
人
群
馬
県
市
町
村

振
興
協
会
が
行
う
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

蒔
田
区
で
は
「
蒔
田
地
区
集
会
所
」

の
備
品
整
備
で
会
議
用
テ
ー
ブ
ル

や
折
り
た
た
み
椅
子
な
ど
を
購
入

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
自
治
の
原
点
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
助
成
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

善 意 の 紹 介

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　感
染
症
対
策
へ
の
寄
付

　
第
一
石
鹸
（
株
）

　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
神
谷
哲
也
様
（
板
倉
町
）

　
　
品
目
　
自
社
製
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ

　
　
　
　
　
詰
替
用
１
ケ
ー
ス
（
36
袋
）

ト
）
を
１
冊
の
報
告
書
に
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

　
８
月
７
日
（
金
）
に
は
、
役
員

の
石
井
利
子
さ
ん
が
、
下
仁
田
町 

原
秀
男 

町
長

を
訪
問
し
、

今
般
、
取
り

ま
と
め
た

『
調
査
報
告

書
』
を
手
渡

し
ま
し
た
。

●
群
馬
県
最
低
賃
金
は

時
間
額
8
3
7
円

令
和
2
年
10
月
3
日
よ
り
改
正

　
詳
し
く
は
、群
馬
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
（
☎
0
2
7
―
8
9

6
―
4
7
3
7
）又
は
群
馬
県
内
の

労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

使
用
者
も
、
労
働
者
も
、
必
ず
確
認
。
最
低
賃
金

群
馬
労
働
局
U
R
L

※
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

方
の
賃
金
引
き
上
げ
を
支
援
す
る

「
業
務
改
善
助
成
金
」
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
0
2
7
―
8
9
6
―
4
7
3
9

※グロス順位上位３名（佐藤勇二、武藤尚男、福田　浩）は、
　９月２４日（木）開催の第３２回群馬県市町村対抗ゴルフ選
　手権大会に、町代表として出場しました。

優 勝

準 優 勝

第 ３ 位

ベストグロス

佐藤　勇二

白鷹　公子

加庭　紀夫

武藤尚男（６９）

白鷹　公子

加庭　紀夫

今井　英夫

白鷹公子（７９）

総　　　合 グランドシニア
及び女子の部

（敬称略）

〜
宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
〜

https://jsite.m
hlw
.go.jp/

gunm
a-roudoukyoku/



21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

親
子
で
楽
し
む

リ
ト
ミ
ッ
ク

令
和
2
年
度
胃
が
ん
集
団
検
診
の

お
知
ら
せ

【新制度】インフルエンザ任意予防接種の費用を一部助成します
　インフルエンザにかかることや重症化を予防するために、任意接種を予定される方は、事前に保健センターへ申請をして
ください。

●問い合わせ先　保健課　保健予防係（保健センター）☎82－5490

対象者

満3歳～13歳未満

妊　婦

2　回

1　回

1　回

・事前に保健センターへ申請して
　予診票を受取る
・指定医療機関に予約し接種する
・医療機関へ自己負担金を支払う

9月23日～
　12月18日
(土日祝を除く)

10月26日～
　　12月末日

回　数 方　法 申請受付期間 接種期間

医療機関の休診日を
ご確認ください（ ）

●
日
時
　
11
月
19
日（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階 

大
会
議
室

●
内
容
　
リ
ト
ミ
ッ
ク

●
講
師
　
き
ら
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

講
師
　
深
澤
　
美
佐
子
さ
ん

●
対
象
　
首
が
す
わ
る
4
か
月
ご
ろ

か
ら
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
そ
の
母

親●
持
ち
物
　
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、飲

み
物

※
動
き
や
す
い
服
装（
パ
ン
ツ
ス
タ
イ

ル
）で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
親
子
と
も
に
裸
足
に
な
り

ま
す
。

●
定
員
　
10
組
程
度

※
参
加
者
が
5
組
集
ま
ら
な
い
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

●
費
用
　
無
料

※
参
加
希
望
の
方
は
、11
月
17
日

（
火
）ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ・申
込
先

保
健
課
　
保
健
予
防
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

　
今
年
度
の
胃
が
ん
検
診
が
今
月

で
終
わ
り
ま
す
。

　
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
是
非
こ
の
機
会
に
保
健
セ
ン

タ
ー
に
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
対
象
　
令
和
２
年
４
月
１
日
現

在
　
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
方

（
75
歳
以
上
の
方
で
受
診
を
希
望

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
）

●
検
査
方
法
　
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
（
バ
リ
ウ
ム
）
検
査

●
受
診
料
　
５
０
０
円

●
予
約
・
問
合
せ
先
　
保
健
課

保
健
推
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
82
―
5
4
9
0

●
検
診
日
の
注
意
事
項 

　

・
自
宅
で
検
温
し
て
か
ら
、
検
診

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
（
37
・

5
℃
以
上
の
場
合
は
、
別
の
日

に
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
）

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
配
布
済
み
の
受
診
票
を
よ
く
お

読
み
に
な
っ
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
で
、
変
更
・
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

予約制

診察日

10/8
（木）

10/25
（日）

会　　場

保健センター

受付時間

午前８時３０分

～

１０時３０分

（高校３年生相当）
満13歳～年度年齢18歳

健康健康

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
原
爆
地
線
香
の
煙
や
世
界
へ
と

　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
野
仏
に
つ
が
い
で
止
ま
る
秋
茜

　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
猛
暑
コ
ロ
ナ
の
渦
の
中
昨
今
は
テ
レ
ビ
放
送
の
が
さ
ん
と

　

 

　
　
　
　（
馬

　山
） 

　田
村

　久
江

■
晴
れ
わ
た
り
風
の
気
ま
ま
の
す
す
き
野
は
白
き
波
打
ち
里
は
穏
や
か 

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

こ

う

【
下
仁
田
星
俳
句
会
八
月
句
会
】

■
蝉
脱
皮
朝
日
を
透
か
す
青
き
羽
根

　
　須
藤

　禮
子

■
ハ
モ
ニ
カ
の
歌
は
ふ
る
さ
と
終
戦
日

　永
井

　波
江

■
炎
天
下
犬
の
声
ま
で
照
り
返
す

　
　
　吉
田

　文
子

■
魂
棚
の
一
徹
の
父
に
会
い
に
行
く

　
　工
藤

　初
恵

■
秋
立
つ
や
庭
木
越
え
来
る
風
の
声

　
　高
田

　ト
ク

■
一
心
不
乱
歓
喜
の
如
く
蝉
鳴
け
り

　
　
　
　新
井

　笑
子

■
白
靴
の
駆
け
出
す
さ
ま
に
脱
ぎ
て
あ
り

　
　佐
藤

　信
香

■
山
百
合
の
風
が
香
り
を
濃
く
は
こ
び

　
　
　斉
藤

　悦
子

■
盆
の
月
ひ
か
り
掬
え
ば
影
ま
で
も

　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
出
不
精
が
功
を
奏
し
て
無
事
の
朱
夏

　
　
　今
井

　陽
子

8月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

馳星周

今村翔吾

恩田陸

早見和真

青柳碧人

辻堂魁

山本一力

岡本さとる

藤原緋沙子

朝倉一矢

書名

少年と犬

じんかん

スキマワラシ

ザ・ロイヤルファミリー

赤ずきん、旅の途中で死体と出会う。

風の市兵衛　残照の剣

たすけ鍼

居酒屋お夏　春夏秋冬 山くじら

切り絵図屋清七シリーズ

はぐれ火盗改 松平左金吾

著者名

諏内えみ

月間Hanada

みやぎシルバーネット

ヨシタケシンスケ

田坂広志

にしむらゆうじ

齋藤洋

ヨシタケシンスケ

ぐるーぷ・アンモナイツ

書名

「育ちがいい人」だけが知っていること

武漢ウイルスと習近平帝国2020

シルバー川柳14 いつでも夢を編

欲が出ました

仕事の思想

ごきげん　ぱんだのやつ

レストランのおばけずかん ふらふらフラッペ

ねぐせのしくみ

ほねほねザウルス まもれ！マンモスたちのだいち

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い
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　インフルエンザにかかることや重症化を予防するために、任意接種を予定される方は、事前に保健センターへ申請をして
ください。

●問い合わせ先　保健課　保健予防係（保健センター）☎82－5490

対象者

満3歳～13歳未満

妊　婦

2　回

1　回

1　回

・事前に保健センターへ申請して
　予診票を受取る
・指定医療機関に予約し接種する
・医療機関へ自己負担金を支払う

9月23日～
　12月18日
(土日祝を除く)

10月26日～
　　12月末日

回　数 方　法 申請受付期間 接種期間

医療機関の休診日を
ご確認ください（ ）

●
日
時
　
11
月
19
日（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
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大
会
議
室
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内
容
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ト
ミ
ッ
ク
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ら
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ト
ミ
ッ
ク
教
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深
澤
　
美
佐
子
さ
ん

●
対
象
　
首
が
す
わ
る
4
か
月
ご
ろ

か
ら
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
そ
の
母

親●
持
ち
物
　
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、飲

み
物

※
動
き
や
す
い
服
装（
パ
ン
ツ
ス
タ
イ

ル
）で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
親
子
と
も
に
裸
足
に
な
り

ま
す
。

●
定
員
　
10
組
程
度

※
参
加
者
が
5
組
集
ま
ら
な
い
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
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●
費
用
　
無
料
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参
加
希
望
の
方
は
、11
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17
日

（
火
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で
に
保
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セ
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ー
へ
ご
連

絡
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だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ・申
込
先

保
健
課
　
保
健
予
防
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

　
今
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度
の
胃
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ん
検
診
が
今
月

で
終
わ
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す
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に
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い
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す
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受
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日

に
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）

・
マ
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着
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を
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。
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配
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済
み
の
受
診
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よ
く
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に
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出
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だ
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の
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で
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に
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る
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　高
田

　ト
ク

■
一
心
不
乱
歓
喜
の
如
く
蝉
鳴
け
り

　
　
　
　新
井

　笑
子

■
白
靴
の
駆
け
出
す
さ
ま
に
脱
ぎ
て
あ
り

　
　佐
藤

　信
香

■
山
百
合
の
風
が
香
り
を
濃
く
は
こ
び

　
　
　斉
藤

　悦
子

■
盆
の
月
ひ
か
り
掬
え
ば
影
ま
で
も

　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
出
不
精
が
功
を
奏
し
て
無
事
の
朱
夏

　
　
　今
井

　陽
子

8月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

馳星周

今村翔吾

恩田陸

早見和真

青柳碧人

辻堂魁

山本一力

岡本さとる

藤原緋沙子

朝倉一矢

書名

少年と犬

じんかん

スキマワラシ

ザ・ロイヤルファミリー

赤ずきん、旅の途中で死体と出会う。

風の市兵衛　残照の剣

たすけ鍼

居酒屋お夏　春夏秋冬 山くじら

切り絵図屋清七シリーズ

はぐれ火盗改 松平左金吾

著者名

諏内えみ

月間Hanada

みやぎシルバーネット

ヨシタケシンスケ

田坂広志

にしむらゆうじ

齋藤洋

ヨシタケシンスケ

ぐるーぷ・アンモナイツ

書名

「育ちがいい人」だけが知っていること

武漢ウイルスと習近平帝国2020

シルバー川柳14 いつでも夢を編

欲が出ました

仕事の思想

ごきげん　ぱんだのやつ

レストランのおばけずかん ふらふらフラッペ

ねぐせのしくみ

ほねほねザウルス まもれ！マンモスたちのだいち

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い
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健康健康

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
、
自
己
負
担
金
１
，
２
０
０
円
で
接

種
で
き
ま
す
！

　
予
診
票
は
下
表
の
医
療
機
関
の
窓
口

と
保
健
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
予
診
票

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
前
の
接
種
が

効
果
的
で
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

①
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
町
民

②
60
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
、
免
疫
機
能
で
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
相
当
の
障
害
が
あ
る
町
民

●
接
種
期
間
　
10
月
１
日
〜
12
月
31
日

●
接
種
回
数
　
１
回

●
接
種
方
法
　
接
種
す
る
医
療
機
関
に

直
接
電
話
予
約
を
し
て
か
ら
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

●
持
参
す
る
物
　
自
己
負
担
金
１
，
２

０
０
円
・
健
康
保
険
証
（
年
齢
、
住
所

を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
）

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
に
な
り
ま

す
。
接
種
に
出
か
け
る
前
に
保
健
課
保

健
推
進
係
（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
で
書
類
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
接
種
期
間
外
の
接
種
、
２
回
目
の
接

種
等
は
実
費
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　医　療　機　関　名

下仁田厚生病院

大沢クリニック

佐藤医院

本宿診療所

アライクリニック

石川胃腸科医院

えのもと整形外科

大竹外科胃腸科

加藤内科医院

神部医院

久保田クリニック

小泉医院

香内医院

こすげレディスクリニック

コマチクリニック

阪本耳鼻咽喉科医院

須藤医院

西毛病院

高井クリニック

滝田医院

下
仁
田
町

富
岡
市

電話番号

82－3555

60－3030

82－2127

84－2215

62－1521

62－1002

89－3172

64－0808

64－0606

62－0058

89－1160

62－0039

62－3210

62－0275

62－5011

62－0122

63－1461

62－3156

60－1500

62－2511

　 住　　所

下仁田409

馬山5915-1

下仁田550-2

本宿3712－3

富岡1423

富岡77

七日市749

田篠947

田島12-1

富岡1122

中高瀬138-1

富岡891

七日市555-1

富岡1494-1

相野田469

富岡1078

七日市1083-1

神農原559-1

富岡3074-1

富岡1473-8

【接種場所：富岡市甘楽郡インフルエンザ予防接種実施医療機関】

●問い合わせ
保健課　保健推進係（保健センター内）☎82-5490

　医　療　機　関　名

たけべ医院

田村医院

富岡・成清医院

中野整形外科医院

細谷医院

細谷クリニック

宮崎医院

村田内科医院

ゆうあい整形外科

和田クリニック

安藤医院

奥村クリニック

小幡医院

こがはらクリニック

篠原整形外科医院

庭谷クリニック

原医院

大沢クリニックなんもく分院

甘
楽
町

南牧村

富
岡
市

電話番号

67－5500

64－2065

62－2701

64－1574

62－0388

62－4321

60－1919

62－2053

67－5211

67－5522

74－7717

74－7182

74－2018

70－4066

74－2227

89－4005

74－5656
60－3030
（60－5622）

　 住　　所

一ノ宮1635

七日市1662-2

七日市599-6

富岡953

富岡1048

富岡1375

下高瀬298-7

一ノ宮162-1

曾木543-1

七日市450-1

福島110-5

福島750-2

小幡966

白倉622-1

福島1151

庭谷468-1

金井453

磐戸284-2

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
気
持
ち
が
疲
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？
時
に
は
、
肩
の
力
を

抜
い
て
深
呼
吸
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
今
回
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の

大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
大
澤
　
歩
先

生
よ
り
お
話
を
伺
い
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
生
活
変
化
の
中
、
認
知

症
の
方
の
不
安
を
軽
減
す
る
に

は　特
に
認
知
症
の
方
は
生
活
の
変

化
が
苦
手
で
す
。

　ご
本
人
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
事
は
伝
え
ず

に
、
安
心
で
き
る
今
ま
で
の
生
活

が
送
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　〜
お
す
す
め
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
〜

・
身
体
を
動
か
す
（
ス
ク
ワ
ッ

ト
、
肩
甲
骨
を
動
か
す
）

・
テ
レ
ビ
を
消
し
て
音
楽
を
聴
い

た
り
、
本
を
読
む
。
特
に
心
が

ざ
わ
つ
く
時
に
は
音
楽
が
お
す

す
め
。
　
　
　

・
太
陽
の
日
を
浴
び
る
。
太
陽
は

上
で
す
！
上
を
み
ま
し
ょ
う
。

・
笑
い
ま
し
ょ
う
。

●
ご
家
族
が
そ
っ
と
承
知
し
て
お

け
ば
よ
い
こ
と

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
は
ど
こ
に
い
る
？

・
感
染
し
た
人
が
触
れ
た
場
所
、

感
染
し
た
人
か
ら
２
ｍ
以
内
の

と
こ
ろ
に
い
ま
す
。

・
感
染
し
た
人
の
い
る
密
閉
さ
れ

た
空
間
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
う
つ
る
？

・
感
染
し
た
人
が
触
れ
た
場
所
を

触
っ
て
、
自
分
の
目
鼻
口
を
触

る
。

・
感
染
し
て
い
る
人
か
ら
２
m
以

内
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
な
い
で

い
る
と
危
険
。

・
感
染
し
て
い
る
人
の
い
る
閉
鎖

さ
れ
た
空
間
で
、
一
緒
に
過
ご

す
。

シ
リ
ー
ズ
　
認
知
症
　
N
O
・
５

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
〜

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

10
月112518

15

4

11
月

1
・
23

8

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

下
仁
田
調
剤
薬
局

鈴
薬
局
下
仁
田
店

22
3
・
29

※

夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局

と
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日

は
当
番
薬
局
へ
、
平
日
は
か
か
り

つ
け
薬
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

公
立
富
岡
総
合
病
院

☎
63
―
２
１
１
１

医
師
会
休
日
診
療
所

☎
64
―
１
９
３
９

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62
―
１
７
０
６

公
立
七
日
市
病
院

☎
62
―
５
１
０
０

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

☎
60
―
３
８
８
６
℻
60
―
３
８
８
７

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

☎
82
―
３
２
２
７
℻
82
―
３
４
７
５

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

☎
82
―
２
０
３
７
℻
82
―
６
４
０
９

下
仁
田
調
剤
薬
局

☎
70
―
３
５
３
５
℻
70
―
３
５
３
６

鈴
薬
局
下
仁
田
店

☎
60
―
３
０
８
８
℻
60
―
３
０
８
９

（
人
と
す
れ
違
い
ざ
ま
に
う
つ
る

こ
と
は
な
い
で
す
）

ど
う
し
た
ら
い
い
？

・
感
染
し
た
人
が
触
れ
た
可
能
性

が
あ
る
場
所
に
入
ら
な
い
、
ま

た
は
消
毒
。

・
感
染
し
て
い
る
人
か
ら
2
m
以

内
に
立
ち
入
ら
な
い
、
ま
た
は

マ
ス
ク
の
着
用
。

・
感
染
し
て
い
る
人
の
閉
鎖
空
間

に
立
ち
入
ら
な
い
、
換
気
を
良

く
。

監
修
：
大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
大
澤
　
歩
先
生

＊
皆
で
支
え
合
い
な
が
ら
、
前
を

向
い
て
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
＊

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
4

今
ま
で
の
日
常
生
活
を

変
わ
り
な
く
過
ご
せ
る

こ
と
が
一
番
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健康健康

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
、
自
己
負
担
金
１
，
２
０
０
円
で
接

種
で
き
ま
す
！

　
予
診
票
は
下
表
の
医
療
機
関
の
窓
口

と
保
健
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
予
診
票

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
前
の
接
種
が

効
果
的
で
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

①
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
町
民

②
60
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
、
免
疫
機
能
で
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
相
当
の
障
害
が
あ
る
町
民

●
接
種
期
間
　
10
月
１
日
〜
12
月
31
日

●
接
種
回
数
　
１
回

●
接
種
方
法
　
接
種
す
る
医
療
機
関
に

直
接
電
話
予
約
を
し
て
か
ら
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

●
持
参
す
る
物
　
自
己
負
担
金
１
，
２

０
０
円
・
健
康
保
険
証
（
年
齢
、
住
所

を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
）

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
に
な
り
ま

す
。
接
種
に
出
か
け
る
前
に
保
健
課
保

健
推
進
係
（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
で
書
類
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
接
種
期
間
外
の
接
種
、
２
回
目
の
接

種
等
は
実
費
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　医　療　機　関　名

下仁田厚生病院

大沢クリニック

佐藤医院

本宿診療所

アライクリニック

石川胃腸科医院

えのもと整形外科

大竹外科胃腸科

加藤内科医院

神部医院

久保田クリニック

小泉医院

香内医院

こすげレディスクリニック

コマチクリニック

阪本耳鼻咽喉科医院

須藤医院

西毛病院

高井クリニック

滝田医院

下
仁
田
町

富
岡
市

電話番号

82－3555

60－3030

82－2127

84－2215

62－1521

62－1002

89－3172

64－0808

64－0606

62－0058

89－1160

62－0039

62－3210

62－0275

62－5011

62－0122

63－1461

62－3156

60－1500

62－2511

　 住　　所

下仁田409

馬山5915-1

下仁田550-2

本宿3712－3

富岡1423

富岡77

七日市749

田篠947

田島12-1

富岡1122

中高瀬138-1

富岡891

七日市555-1

富岡1494-1

相野田469

富岡1078

七日市1083-1

神農原559-1

富岡3074-1

富岡1473-8

【接種場所：富岡市甘楽郡インフルエンザ予防接種実施医療機関】

●問い合わせ
保健課　保健推進係（保健センター内）☎82-5490

　医　療　機　関　名

たけべ医院

田村医院

富岡・成清医院

中野整形外科医院

細谷医院

細谷クリニック

宮崎医院

村田内科医院

ゆうあい整形外科

和田クリニック

安藤医院

奥村クリニック

小幡医院

こがはらクリニック

篠原整形外科医院

庭谷クリニック

原医院

大沢クリニックなんもく分院

甘
楽
町

南牧村

富
岡
市

電話番号

67－5500

64－2065

62－2701

64－1574

62－0388

62－4321

60－1919

62－2053

67－5211

67－5522

74－7717

74－7182

74－2018

70－4066

74－2227

89－4005

74－5656
60－3030
（60－5622）

　 住　　所

一ノ宮1635

七日市1662-2

七日市599-6

富岡953

富岡1048

富岡1375

下高瀬298-7

一ノ宮162-1

曾木543-1

七日市450-1

福島110-5

福島750-2

小幡966

白倉622-1

福島1151

庭谷468-1

金井453

磐戸284-2

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
気
持
ち
が
疲
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？
時
に
は
、
肩
の
力
を

抜
い
て
深
呼
吸
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
今
回
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の

大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
大
澤
　
歩
先

生
よ
り
お
話
を
伺
い
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
生
活
変
化
の
中
、
認
知

症
の
方
の
不
安
を
軽
減
す
る
に

は　特
に
認
知
症
の
方
は
生
活
の
変

化
が
苦
手
で
す
。

　ご
本
人
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
事
は
伝
え
ず

に
、
安
心
で
き
る
今
ま
で
の
生
活

が
送
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　〜
お
す
す
め
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
〜

・
身
体
を
動
か
す
（
ス
ク
ワ
ッ

ト
、
肩
甲
骨
を
動
か
す
）

・
テ
レ
ビ
を
消
し
て
音
楽
を
聴
い

た
り
、
本
を
読
む
。
特
に
心
が

ざ
わ
つ
く
時
に
は
音
楽
が
お
す

す
め
。
　
　
　

・
太
陽
の
日
を
浴
び
る
。
太
陽
は

上
で
す
！
上
を
み
ま
し
ょ
う
。

・
笑
い
ま
し
ょ
う
。

●
ご
家
族
が
そ
っ
と
承
知
し
て
お

け
ば
よ
い
こ
と

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
は
ど
こ
に
い
る
？

・
感
染
し
た
人
が
触
れ
た
場
所
、

感
染
し
た
人
か
ら
２
ｍ
以
内
の

と
こ
ろ
に
い
ま
す
。

・
感
染
し
た
人
の
い
る
密
閉
さ
れ

た
空
間
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
う
つ
る
？

・
感
染
し
た
人
が
触
れ
た
場
所
を

触
っ
て
、
自
分
の
目
鼻
口
を
触

る
。

・
感
染
し
て
い
る
人
か
ら
２
m
以

内
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
な
い
で

い
る
と
危
険
。

・
感
染
し
て
い
る
人
の
い
る
閉
鎖

さ
れ
た
空
間
で
、
一
緒
に
過
ご

す
。

シ
リ
ー
ズ
　
認
知
症
　
N
O
・
５

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
〜

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

10
月112518

15

4

11
月

1
・
23

8

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

下
仁
田
調
剤
薬
局

鈴
薬
局
下
仁
田
店

22
3
・
29

※

夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局

と
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日

は
当
番
薬
局
へ
、
平
日
は
か
か
り

つ
け
薬
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

公
立
富
岡
総
合
病
院

☎
63
―
２
１
１
１

医
師
会
休
日
診
療
所

☎
64
―
１
９
３
９

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62
―
１
７
０
６

公
立
七
日
市
病
院

☎
62
―
５
１
０
０

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

☎
60
―
３
８
８
６
℻
60
―
３
８
８
７

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

☎
82
―
３
２
２
７
℻
82
―
３
４
７
５

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

☎
82
―
２
０
３
７
℻
82
―
６
４
０
９

下
仁
田
調
剤
薬
局

☎
70
―
３
５
３
５
℻
70
―
３
５
３
６

鈴
薬
局
下
仁
田
店

☎
60
―
３
０
８
８
℻
60
―
３
０
８
９

（
人
と
す
れ
違
い
ざ
ま
に
う
つ
る

こ
と
は
な
い
で
す
）

ど
う
し
た
ら
い
い
？

・
感
染
し
た
人
が
触
れ
た
可
能
性

が
あ
る
場
所
に
入
ら
な
い
、
ま

た
は
消
毒
。

・
感
染
し
て
い
る
人
か
ら
2
m
以

内
に
立
ち
入
ら
な
い
、
ま
た
は

マ
ス
ク
の
着
用
。

・
感
染
し
て
い
る
人
の
閉
鎖
空
間

に
立
ち
入
ら
な
い
、
換
気
を
良

く
。

監
修
：
大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
大
澤
　
歩
先
生

＊
皆
で
支
え
合
い
な
が
ら
、
前
を

向
い
て
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
＊

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
4

今
ま
で
の
日
常
生
活
を

変
わ
り
な
く
過
ご
せ
る

こ
と
が
一
番



25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／歯にものがつまる　　　火／乳がんの現状とマンモグラフィ乳がん検診の勧め
水／歯垢・歯石と歯周病　　木／性感染症・クラミジア
金／歯の神経を取ったまま放置したらどうなるの？　土日／皮膚病変と内臓疾患
～直接相談タイム（歯科）～新型コロナウイルス感染症による影響で
当面の間休止となります。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン10月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）10月～11月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　10月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

10月23日（金）

10月6日（火）
11月10日（火）

11月27日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年6月～7月生まれ

令和2年3月～4月生まれ

令和元年12月～令和２年1月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

平成31年3月～4月生まれ

平成30年9月～10月生まれ

平成30年3月～4月生まれ

平成２9年9月～10月生まれ

平成２9年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

10月9日（金）
予約締切日
10月7日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆10月４日（日）　宮崎誠先生（宮崎医院）
◆10月18日（日）　菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
10月5・12・19
　   26日（月）

10月26日（月）

10月13日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

●健康教室について

●フレイル予防について

※新型コロナウィルス感染症の動向により中止の可能性があります。

コグニサイズ 参加者の皆様へ直接通知します。

貯筋のつどい

いこい処筋トレ 毎週火曜日

10月～曜日が変わります
旧：第１・第３水曜日⇒　新：第１・第３月曜日

●フレイルってなあに？
　お年を重ねることで、運動機能や認知機能等が
徐々に低下し、『フレイル（虚弱）』という状態になっ
てきます。健康な状態と要介護の中間の段階です。
適切な対処により、心身の健康を取り戻す事ができ
ます。早い時期から生活習慣病予防とフレイル予防
に取り組み、健康寿命をのばして、お元気に、やりた
い事、楽しい事を続けましょう。

●原因は？

●予防するには？
　「これさえやっていれば・・・」ではなく、
　　　　　　　　様々な事に気をつけましょう
①バランスよく食べ、低栄養を防ぐ
　高齢期は、筋力を落とさないよう、高たんぱく
の食事を。
②お口の機能を保つ
　歯磨きや入れ歯の手入れ＋口や舌、顔の筋肉を
きたえるお口の体操、音読、歌や早口言葉で機能
を落とさないように。
③運動機能を保つ
　　ご自分に合った適度な運動を、無理なく継続。
④社会参加
　家族やご近所、地域の趣味の会、ボランティア
活動への参加などで、交流を続ける事が大切で
す。現在は、新しい生活様式の中で、できる事を
工夫しましょう。

※新型コロナウィルス感染症の状況によりフレイル
予防を楽しく学ぶ講座を10月から予定していま
すので、ご希望の方は、お問い合わせください。

●問い合わせ先
　福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

フレイルの原因

身体的
フレイル

精神・心理的
フレイル

社会的
フレイル

・口腔機能の低下
・低栄養
・筋力の低下

・認知機能の低下
・意欲、判断力の低下
・抑うつ

・閉じこもり
・孤食
・社会参加の現象

健康健康
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月／歯にものがつまる　　　火／乳がんの現状とマンモグラフィ乳がん検診の勧め
水／歯垢・歯石と歯周病　　木／性感染症・クラミジア
金／歯の神経を取ったまま放置したらどうなるの？　土日／皮膚病変と内臓疾患
～直接相談タイム（歯科）～新型コロナウイルス感染症による影響で
当面の間休止となります。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン10月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）10月～11月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　10月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

10月23日（金）

10月6日（火）
11月10日（火）

11月27日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
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全住民
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健診用紙（事前に記入）
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※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書
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し歯予防指導、家族計画・
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活指導と手作りおやつの
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談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年6月～7月生まれ
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令和元年12月～令和２年1月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

平成31年3月～4月生まれ

平成30年9月～10月生まれ

平成30年3月～4月生まれ

平成２9年9月～10月生まれ

平成２9年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

10月9日（金）
予約締切日
10月7日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆10月４日（日）　宮崎誠先生（宮崎医院）
◆10月18日（日）　菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
10月5・12・19
　   26日（月）

10月26日（月）

10月13日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

●健康教室について

●フレイル予防について

※新型コロナウィルス感染症の動向により中止の可能性があります。

コグニサイズ 参加者の皆様へ直接通知します。

貯筋のつどい

いこい処筋トレ 毎週火曜日

10月～曜日が変わります
旧：第１・第３水曜日⇒　新：第１・第３月曜日

●フレイルってなあに？
　お年を重ねることで、運動機能や認知機能等が
徐々に低下し、『フレイル（虚弱）』という状態になっ
てきます。健康な状態と要介護の中間の段階です。
適切な対処により、心身の健康を取り戻す事ができ
ます。早い時期から生活習慣病予防とフレイル予防
に取り組み、健康寿命をのばして、お元気に、やりた
い事、楽しい事を続けましょう。

●原因は？

●予防するには？
　「これさえやっていれば・・・」ではなく、
　　　　　　　　様々な事に気をつけましょう
①バランスよく食べ、低栄養を防ぐ
　高齢期は、筋力を落とさないよう、高たんぱく
の食事を。
②お口の機能を保つ
　歯磨きや入れ歯の手入れ＋口や舌、顔の筋肉を
きたえるお口の体操、音読、歌や早口言葉で機能
を落とさないように。
③運動機能を保つ
　　ご自分に合った適度な運動を、無理なく継続。
④社会参加
　家族やご近所、地域の趣味の会、ボランティア
活動への参加などで、交流を続ける事が大切で
す。現在は、新しい生活様式の中で、できる事を
工夫しましょう。

※新型コロナウィルス感染症の状況によりフレイル
予防を楽しく学ぶ講座を10月から予定していま
すので、ご希望の方は、お問い合わせください。

●問い合わせ先
　福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

フレイルの原因

身体的
フレイル

精神・心理的
フレイル

社会的
フレイル

・口腔機能の低下
・低栄養
・筋力の低下

・認知機能の低下
・意欲、判断力の低下
・抑うつ

・閉じこもり
・孤食
・社会参加の現象

健康健康
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
」に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
空
家
・
空
き
地
を
放
置
し
て
い

る
と
建
物
は
老
朽
化
し
空
き
地
は

雑
草
類
が
繁
茂
し
、
周
辺
住
民
の

方
々
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
空
家
・
空
き
地
の
所
有
者
や
管

理
者
は
、
建
物
の
破
損
個
所
の
補
修

や
除
草
、
防
草
シ
ー
ト
設
置
等
を
行

い
、
周
辺
の
住
環
境
に
配
慮
し
た
適

切
な
管
理
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

●
空
家
を
放
置
し
て
い
る
と
、
次
の

よ
う
な
生
活
環
境
の
悪
化
を
も
た
ら

し
ま
す
。

○
建
物
内
に
不
審
者
が
入
り
込
む

な
ど
犯
罪
の
温
床
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
老
朽
化
し
た
建
物
か
ら
の
落
下

物
で
通
行
人
等
へ
被
害
を
与
え
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
タ
バ
コ
の
投
げ
入
れ
や
放
火
な

ど
に
よ
り
火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

空
き
地
を
放
置
し
て
い
る
と
、
次
の

よ
う
な
生
活
環
境
の
悪
化
を
も
た
ら

し
ま
す
。

群
馬
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁

26
階
）

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
7
8
3

　
10
月
9
日
（
金
）
に
各
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課 

福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３（
直
通
）

「
困
っ
た
ら
　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
　

行
政
相
談
」

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
有
識
者
で

す
。国
な
ど
の
行
政
活
動
全
般
に
関

す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け
付
け
、
相

談
者
へ
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対

す
る
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
は
、
行
政
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分

か
ら
な
い

○
国
な
ど
の
行
政
機
関
に
苦
情
や

意
見
・
要
望
を
言
い
た
い

○
窓
口
に
は
行
き
づ
ら
い

　
下
仁
田
町
で
は
、
次
の
日
程
で
、

行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
行
政

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

　
近
年
、
職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
や
解

雇
な
ど
、
個
々
の
労
働
者
と
事
業
者

と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て

い
ま
す
。県
労
働
委
員
会
は
、
そ
う

し
た
労
働
紛
争
問
題
を
公
平
・
中

立
の
立
場
で
取
り
扱
う
独
立
し
た

専
門
的
行
政
機
関
で
す
。

　「
個
別
労
働
紛
争
あ
っ
せ
ん
制
度
」

で
は
、
労
使
問
題
に
関
し
経
験
豊
か

な
あ
っ
せ
ん
員
が
、
労
使
双
方
の
言

い
分
を
伺
い
な
が
ら
、
労
使
の
歩
み

寄
り
を
促
し
て
、
紛
争
が
話
し
合
い

に
よ
り
円
満
に
解
決
さ
れ
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困

り
の
方
は
、
当
委
員
会
に
御
相
談
く

だ
さ
い
。電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
相

談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
県
内
事
業
所
に
勤
務

す
る
労
働
者
・
県
内
事
業
所
の
事

業
主

●
対
象
事
案
　

解
雇
・
雇
止
め
・
配
置
転
換
・
懲

戒
処
分
・
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
働

に
関
す
る
紛
争

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
受
付
中
で
す

10
月
期
の
児
童
手
当

10
月
19
日
〜
10
月
25
日
は

行
政
相
談
週
間
で
す
。

労
働
委
員
会
が
雇
用
の

ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

空
家・空
き
地
の
適
正
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
町
で
は
義
援
金
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
義
援
金
は
日
本
赤
十

字
社
等
を
通
じ
て
被
災
者
の
方
々

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
曜
日
も

平
日
と
同
じ
時
間
で
日
直
が
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

（
保
健
セ
ン
タ
ー
は
平
日
の
み
）

●
受
付
場
所
　

役
場 

福
祉
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間
　

令
和
２
年
12
月
21
日（
月
）ま
で

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

※
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

役
場
福
祉
課
　
役
場
内
線
3
2
0

　
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質

問
は
☎
63
―
2
2
3
5
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。受
付
時
間
は
8

時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。自
動

音
声
案
内
で
、
各
種
専
門
窓
口
に
ご

案
内
し
ま
す
。相
談
内
容
に
応
じ

て
、
次
の「
１
」〜「
４
」の
番
号
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

「
１
」
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご

質
問
↓
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
。

「
２
」税
務
署
へ
の
事
前
予
約
↓

富
岡
税
務
署
。

「
３
」
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に

関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問
↓

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す

る
専
用
窓
口
。

「
４
」国
税
の
納
付
が
困
難
な
方
、
猶

予
制
度
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問

↓
猶
予
相
談
セ
ン
タ
ー
。

　
税
務
署
窓
口
で
の
ご
相
談
は
、
窓

口
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
原
則
と
し

て
事
前
予
約
と
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。当
日
の
ご
相
談
は
、

予
約
状
況
等
に
よ
り
対
応
で
き
な

い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
及
び

年
末
年
始
（
12
/
29
〜
１
/
３
）
は

執
務
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、国
税
に
関
す
る
質
問
は
国

○
不
法
投
棄
の
温
床
の
場
と
な
り
、

さ
ら
な
る
不
法
投
棄
を
招
く
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

○
蚊
・
ハ
エ
等
の
害
虫
が
発
生
す

る
場
所
に
な
り
ま
す
。

○
タ
バ
コ
の
投
げ
入
れ
な
ど
に
よ

り
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

○
雑
草
の
繁
茂
や
倒
木
等
、
隣
接
地

や
道
路
通
行
者
へ
被
害
を
与
え
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

町
環
境
美
化
条
例
第
６
条
・
第
14

条
に
よ
り
所
有
者
（
管
理
者
）
の
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

保
健
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

環
境
係

☎
82
―
５
４
９
０

　
次
の
と
お
り
情
報
伝
達
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き

く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
　
令
和
２
年
10
月
７
日

（
水
）　
午
前
11
時

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

地
域
安
全
係
　
☎
82
―
２
１
１
１

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
定
例
行
政
相
談
所
﹈

●
日
時
　
毎
月
第
1
火
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
週
）10
月
6
日
、11
月
10

日
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

3
階
　
相
談
室

※
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
行
政
相
談
委
員
　
加
庭
紀
夫
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

　「
法
の
日
」を
記
念
し
て
、
群
馬
弁

護
士
会
の
弁
護
士
が
無
料
で
法
律

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。下
仁
田
町

民
の
か
た
も
相
談
可
能
で
す
。

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約

制
で
先
着
10
名
（
相
談
時
間
は
１
名

20
分
以
内
）
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

●
日
時
　
10
月
23
日（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時
ま
で

●
場
所
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
第
１
〜
３
学
習
室

●
予
約
受
付
　
10
月
1
日（
木
）

午
前
8
時
30
分
〜
定
員
に
達
し
次

第
締
め
切
り
。

●
問
い
合
わ
せ
　

富
岡
市
役
所  

市
民
課
市
民
生
活
係

☎
62
―
８
３
６
２

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と

な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
群
馬
県
で
は
不
正
軽
油
の
情
報

窓
口
と
し
て
不
正
軽
油
１
１
０
番

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
た

り
、
灯
油
や
重
油
を
そ
の
ま
ま
自
動

車
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
と
地

方
税
法
違
反
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
、
不
正
軽
油
を

製
造
・
販
売
・
使
用
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

不
正
軽
油
１
１
０
番
　

０
２
７
―
２
３
１
―
２
８
０
１
　

前
橋
行
政
県
税
事
務
所 

県
税
課 

軽
油
広
域
調
査
係

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
10
月
23

日（
金
）、
30
日（
金
）の
午
後
、
小
児

科
医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

「
不
正
軽
油
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。」

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

情
報
伝
達
試
験
放
送
の

実
施
に
つ
い
て

無
料
法
律
相
談
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
」に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
空
家
・
空
き
地
を
放
置
し
て
い

る
と
建
物
は
老
朽
化
し
空
き
地
は

雑
草
類
が
繁
茂
し
、
周
辺
住
民
の

方
々
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
空
家
・
空
き
地
の
所
有
者
や
管

理
者
は
、
建
物
の
破
損
個
所
の
補
修

や
除
草
、
防
草
シ
ー
ト
設
置
等
を
行

い
、
周
辺
の
住
環
境
に
配
慮
し
た
適

切
な
管
理
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

●
空
家
を
放
置
し
て
い
る
と
、
次
の

よ
う
な
生
活
環
境
の
悪
化
を
も
た
ら

し
ま
す
。

○
建
物
内
に
不
審
者
が
入
り
込
む

な
ど
犯
罪
の
温
床
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
老
朽
化
し
た
建
物
か
ら
の
落
下

物
で
通
行
人
等
へ
被
害
を
与
え
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
タ
バ
コ
の
投
げ
入
れ
や
放
火
な

ど
に
よ
り
火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

空
き
地
を
放
置
し
て
い
る
と
、
次
の

よ
う
な
生
活
環
境
の
悪
化
を
も
た
ら

し
ま
す
。

群
馬
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁

26
階
）

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
7
8
3

　
10
月
9
日
（
金
）
に
各
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課 

福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３（
直
通
）

「
困
っ
た
ら
　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
　

行
政
相
談
」

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
有
識
者
で

す
。国
な
ど
の
行
政
活
動
全
般
に
関

す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け
付
け
、
相

談
者
へ
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対

す
る
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
は
、
行
政
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分

か
ら
な
い

○
国
な
ど
の
行
政
機
関
に
苦
情
や

意
見
・
要
望
を
言
い
た
い

○
窓
口
に
は
行
き
づ
ら
い

　
下
仁
田
町
で
は
、
次
の
日
程
で
、

行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
行
政

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

　
近
年
、
職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
や
解

雇
な
ど
、
個
々
の
労
働
者
と
事
業
者

と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て

い
ま
す
。県
労
働
委
員
会
は
、
そ
う

し
た
労
働
紛
争
問
題
を
公
平
・
中

立
の
立
場
で
取
り
扱
う
独
立
し
た

専
門
的
行
政
機
関
で
す
。

　「
個
別
労
働
紛
争
あ
っ
せ
ん
制
度
」

で
は
、
労
使
問
題
に
関
し
経
験
豊
か

な
あ
っ
せ
ん
員
が
、
労
使
双
方
の
言

い
分
を
伺
い
な
が
ら
、
労
使
の
歩
み

寄
り
を
促
し
て
、
紛
争
が
話
し
合
い

に
よ
り
円
満
に
解
決
さ
れ
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困

り
の
方
は
、
当
委
員
会
に
御
相
談
く

だ
さ
い
。電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
相

談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
県
内
事
業
所
に
勤
務

す
る
労
働
者
・
県
内
事
業
所
の
事

業
主

●
対
象
事
案
　

解
雇
・
雇
止
め
・
配
置
転
換
・
懲

戒
処
分
・
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
働

に
関
す
る
紛
争

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
受
付
中
で
す

10
月
期
の
児
童
手
当

10
月
19
日
〜
10
月
25
日
は

行
政
相
談
週
間
で
す
。

労
働
委
員
会
が
雇
用
の

ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

空
家・空
き
地
の
適
正
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
町
で
は
義
援
金
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
義
援
金
は
日
本
赤
十

字
社
等
を
通
じ
て
被
災
者
の
方
々

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
曜
日
も

平
日
と
同
じ
時
間
で
日
直
が
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

（
保
健
セ
ン
タ
ー
は
平
日
の
み
）

●
受
付
場
所
　

役
場 

福
祉
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間
　

令
和
２
年
12
月
21
日（
月
）ま
で

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

※
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

役
場
福
祉
課
　
役
場
内
線
3
2
0

　
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質

問
は
☎
63
―
2
2
3
5
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。受
付
時
間
は
8

時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。自
動

音
声
案
内
で
、
各
種
専
門
窓
口
に
ご

案
内
し
ま
す
。相
談
内
容
に
応
じ

て
、
次
の「
１
」〜「
４
」の
番
号
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

「
１
」
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご

質
問
↓
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
。

「
２
」税
務
署
へ
の
事
前
予
約
↓

富
岡
税
務
署
。

「
３
」
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に

関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問
↓

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す

る
専
用
窓
口
。

「
４
」国
税
の
納
付
が
困
難
な
方
、
猶

予
制
度
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問

↓
猶
予
相
談
セ
ン
タ
ー
。

　
税
務
署
窓
口
で
の
ご
相
談
は
、
窓

口
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
原
則
と
し

て
事
前
予
約
と
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。当
日
の
ご
相
談
は
、

予
約
状
況
等
に
よ
り
対
応
で
き
な

い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
及
び

年
末
年
始
（
12
/
29
〜
１
/
３
）
は

執
務
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、国
税
に
関
す
る
質
問
は
国

○
不
法
投
棄
の
温
床
の
場
と
な
り
、

さ
ら
な
る
不
法
投
棄
を
招
く
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

○
蚊
・
ハ
エ
等
の
害
虫
が
発
生
す

る
場
所
に
な
り
ま
す
。

○
タ
バ
コ
の
投
げ
入
れ
な
ど
に
よ

り
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

○
雑
草
の
繁
茂
や
倒
木
等
、
隣
接
地

や
道
路
通
行
者
へ
被
害
を
与
え
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

町
環
境
美
化
条
例
第
６
条
・
第
14

条
に
よ
り
所
有
者
（
管
理
者
）
の
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

保
健
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

環
境
係

☎
82
―
５
４
９
０

　
次
の
と
お
り
情
報
伝
達
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き

く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
　
令
和
２
年
10
月
７
日

（
水
）　
午
前
11
時

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

地
域
安
全
係
　
☎
82
―
２
１
１
１

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
定
例
行
政
相
談
所
﹈

●
日
時
　
毎
月
第
1
火
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
週
）10
月
6
日
、11
月
10

日
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

3
階
　
相
談
室

※
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
行
政
相
談
委
員
　
加
庭
紀
夫
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

　「
法
の
日
」を
記
念
し
て
、
群
馬
弁

護
士
会
の
弁
護
士
が
無
料
で
法
律

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。下
仁
田
町

民
の
か
た
も
相
談
可
能
で
す
。

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約

制
で
先
着
10
名
（
相
談
時
間
は
１
名

20
分
以
内
）
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

●
日
時
　
10
月
23
日（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時
ま
で

●
場
所
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
第
１
〜
３
学
習
室

●
予
約
受
付
　
10
月
1
日（
木
）

午
前
8
時
30
分
〜
定
員
に
達
し
次

第
締
め
切
り
。

●
問
い
合
わ
せ
　

富
岡
市
役
所  
市
民
課
市
民
生
活
係

☎
62
―
８
３
６
２

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と

な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
群
馬
県
で
は
不
正
軽
油
の
情
報

窓
口
と
し
て
不
正
軽
油
１
１
０
番

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
た

り
、
灯
油
や
重
油
を
そ
の
ま
ま
自
動

車
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
と
地

方
税
法
違
反
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
、
不
正
軽
油
を

製
造
・
販
売
・
使
用
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

不
正
軽
油
１
１
０
番
　

０
２
７
―
２
３
１
―
２
８
０
１
　

前
橋
行
政
県
税
事
務
所 

県
税
課 

軽
油
広
域
調
査
係

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
10
月
23

日（
金
）、
30
日（
金
）の
午
後
、
小
児

科
医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

「
不
正
軽
油
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。」

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

情
報
伝
達
試
験
放
送
の

実
施
に
つ
い
て

無
料
法
律
相
談
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

も
諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭
の
雰
囲

気
を
感
じ
、
興
味
・
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
写
真
展
を

開
催
し
ま
す
の
で
是
非
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

●
開
催
期
間
　
10
月
３
日（
土
）〜

10
月
25
日（
土
）

●
開
催
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
開
催
場
所

道
の
駅
し
も
に
た
特
設
ス
ペ
ー
ス

●
入
場
料
　
無
料

●
内
容

①
フ
ロ
ン
ト
受
付
、接
客
、配
膳
　
等

②
館
内
清
掃
、浴
室
清
掃

③
レ
ス
ト
ラ
ン
調
理
補
助
　
等

④
設
備
管
理
　
等
※
入
社
前
研
修
有

●
給
与
　
正
社
員

月
給
22
万
円
〜
40
万
円
＋
諸
手
当

【
事
業
者
様
】キ
ャッ
シ
ュレ
ス

決
済
を
導
入
し
ま
せ
ん
か
？

県
広
報
番
組「
ぐ
ん
ま
一番
」

１０
月
９
日（
金
）放
送
は

下
仁
田
町・南
牧
村
！

荒
船
の
湯
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ス
タ
ッ
フ
大
募
集
!!

　
下
仁
田
町
と
南
牧
村
の
魅
力
が

詰
ま
っ
た
30
分
！ 

　
身
近
な
県
政
の
話
題
か
ら
グ
ル

メ
・
お
出
か
け
情
報
ま
で
、
様
々
な

魅
力
を
お
届
け
し
ま
す
。番
組
最
後

に
は
、
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
最
後
ま
で
ご
覧
く

だ
さ
い
！

　「
ぐ
ん
ま
一
番
」は
、
毎
週
金
曜
に

群
馬
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
い
る
、
群

馬
県
の
広
報
番
組
で
す
。

　
群
馬
の
宣
伝
部
長
ぐ
ん
ま
ち
ゃ

ん
、
宣
伝
部
員
の
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン

３
号
と
女
性
部
員
が
県
内
各
地
を

巡
り
、
知
る
人
ぞ
知
る
地
域
の
魅
力

を
、
群
馬
県
の
魅
力
と
し
て
県
内
外

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
10
月
に
行
わ
れ
て
い
る
諏

訪
神
社
秋
季
例
大
祭
で
す
が
、
昨
年

は
台
風
19
号
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

２
年
連
続
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

秋
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
少
し
で

統
一
規
格
Q
R
コ
ー
ド

「
J
P
Q
R
コ
ー
ド
」導
入
説
明
会

令
和
２
年
11
月
12
日
（
木
）
午
後
２

時
か
ら
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

大
会
議
室

①
制
度
説
明（
約
40
分
）

②
申
込
サ
ポ
ー
ト（
希
望
者
の
み
）

詳
細
は
下
仁
田
町
H
P
、
チ
ラ
シ
に

て
。ご
不
明
の
点
は
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　企
画
課 

地
域
創

生
係
　
☎
64
―
８
８
０
９

　
毎
年
１
月
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
、
下
仁
田
町
一
周
駅
伝
競
走
大
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
選
手
並
び
に
ご
協
力
い
た

だ
く
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
判

断
し
、
大
会
開
催
の
中
止
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
例
年
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

関
係
者
の
皆
様
並
び
に
参
加
を
予

定
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
、
何
卒
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　教
育
課
　
体
育

協
会
事
務
局
　
☎
82
―
２
１
１
５

★
土
・
日
・
祝
含
め
た
連
休
取
得

も
可
能
。

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

時
給
９
０
０
円
〜

★
日
・
祝
は
＋
50
円

※
週
３
日
〜
O
K
、
土
・
日
・
祝
出
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れ
る
方
歓
迎
　
※
時
間
応
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談

●
時
間
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】午
前
９
時
〜
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６
時
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12
時
〜
９
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・
午
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２
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〜

11
時
の
シ
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制

※
実
働
８
ｈ（
早
番
・
中
番
・
遅
番

の
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ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
）

【
ア
・
パ
】
午
前
９
時
〜
午
後
11
時

の
間
で
応
相
談

●
休
日
　【
正
】
週
休
２
日
の
シ
フ

ト
制

●
待
遇
　
社
会
保
険
完
備
、
昇
給
、

賞
与（
業
績
に
よ
る
）、
交
通
費
規
定

内
支
給
、有
給
休
暇
、制
服
貸
与
、施

設
割
引
有
、食
事
補
助
有

【
ア
・
パ
】就
業
規
定
に
よ
る

●
応
募
　
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
４

時（
平
日
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
に
努
め
ま
す
。◯
入
場
制
限

◯
検
温
◯
手
指
消
毒
な
ど

■
日
帰
り
温
泉
施
設

下
仁
田
温
泉
　
荒
船
の
湯

甘
楽
郡
下
仁
田
町
南
野
牧
９
３
２
６
―
１

☎
0
9
0
―
6
1
0
8
―
7
4
3
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（
担
当
　
長
澤
）

お知らせ版お知らせ版

諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭

写
真
展
開
催

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

群馬テレビ　毎週金曜日　19時 30分～ 20時放送
（再放送）  毎週日曜日　９時 30分～ 10時
見逃してしまったら…
「エムキャス」で、番組放送直後から次回放送開始まで見られます！

※「エムキャス」は、全国どこからでも群馬テレビの放送を見ること
ができるスマートフォン向けアプリです。
●問い合わせ
群馬県メディアプロモーション課　
☎027―226―2167

第
５７
回
町
一周
駅
伝
競
走
大
会
の

中
止
に
つ
い
て

10月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

10/15（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

園庭開放
「おともだちとあそぼう～」

10/6（火）

１０：００～１１：３０

１０月２５日（日）
荒船の湯リニューアルオープン
１０月２５日（日）
荒船の湯リニューアルオープン
本年３月に民間譲渡した「荒船の湯」が㈱アーキテクトにより
新たな施設として再稼働します。
本年３月に民間譲渡した「荒船の湯」が㈱アーキテクトにより
新たな施設として再稼働します。
●問い合わせ　㈱アーキテクト　☎０４８‒５９４‒９９２３
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

も
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訪
神
社
秋
季
例
大
祭
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雰
囲

気
を
感
じ
、
興
味
・
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
写
真
展
を

開
催
し
ま
す
の
で
是
非
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
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開
催
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３
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催
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９
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時

●
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特
設
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●
入
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料

●
内
容

①
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付
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等

②
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内
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掃
、浴
室
清
掃

③
レ
ス
ト
ラ
ン
調
理
補
助
　
等

④
設
備
管
理
　
等
※
入
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前
研
修
有
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与
　
正
社
員

月
給
22
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円
〜
40
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円
＋
諸
手
当

【
事
業
者
様
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ャッ
シ
ュレ
ス

決
済
を
導
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し
ま
せ
ん
か
？

県
広
報
番
組「
ぐ
ん
ま
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」

１０
月
９
日（
金
）放
送
は

下
仁
田
町・南
牧
村
！

荒
船
の
湯
オ
ー
プ
ニ
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グ

ス
タ
ッ
フ
大
募
集
!!

　
下
仁
田
町
と
南
牧
村
の
魅
力
が

詰
ま
っ
た
30
分
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身
近
な
県
政
の
話
題
か
ら
グ
ル

メ
・
お
出
か
け
情
報
ま
で
、
様
々
な

魅
力
を
お
届
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し
ま
す
。番
組
最
後

に
は
、
素
敵
な
プ
レ
ゼ
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ト
も
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り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
最
後
ま
で
ご
覧
く

だ
さ
い
！

　「
ぐ
ん
ま
一
番
」は
、
毎
週
金
曜
に

群
馬
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
い
る
、
群

馬
県
の
広
報
番
組
で
す
。

　
群
馬
の
宣
伝
部
長
ぐ
ん
ま
ち
ゃ

ん
、
宣
伝
部
員
の
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン

３
号
と
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性
部
員
が
県
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各
地
を

巡
り
、
知
る
人
ぞ
知
る
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域
の
魅
力

を
、
群
馬
県
の
魅
力
と
し
て
県
内
外

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
10
月
に
行
わ
れ
て
い
る
諏

訪
神
社
秋
季
例
大
祭
で
す
が
、
昨
年

は
台
風
19
号
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

２
年
連
続
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

秋
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
少
し
で

統
一
規
格
Q
R
コ
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ド

「
J
P
Q
R
コ
ー
ド
」導
入
説
明
会

令
和
２
年
11
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12
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（
木
）
午
後
２

時
か
ら
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

大
会
議
室

①
制
度
説
明（
約
40
分
）

②
申
込
サ
ポ
ー
ト（
希
望
者
の
み
）

詳
細
は
下
仁
田
町
H
P
、
チ
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シ
に

て
。ご
不
明
の
点
は
お
気
軽
に
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せ
く
だ
さ
い
。
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問
い
合
わ
せ
　企
画
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域
創

生
係
　
☎
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毎
年
１
月
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
、
下
仁
田
町
一
周
駅
伝
競
走
大
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
選
手
並
び
に
ご
協
力
い
た

だ
く
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
判

断
し
、
大
会
開
催
の
中
止
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
例
年
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

関
係
者
の
皆
様
並
び
に
参
加
を
予

定
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
、
何
卒
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　教
育
課
　
体
育

協
会
事
務
局
　
☎
82
―
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１
１
５

★
土
・
日
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祝
含
め
た
連
休
取
得

も
可
能
。
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ト
・
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０
円
〜

★
日
・
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は
＋
50
円

※
週
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O
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、
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・
日
・
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れ
る
方
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※
時
間
応
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談

●
時
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正
】午
前
９
時
〜
午
後
６
時

午
後
12
時
〜
９
時
・
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２
時
〜

11
時
の
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フ
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制

※
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働
８
ｈ（
早
番
・
中
番
・
遅
番

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
）

【
ア
・
パ
】
午
前
９
時
〜
午
後
11
時

の
間
で
応
相
談

●
休
日
　【
正
】
週
休
２
日
の
シ
フ

ト
制

●
待
遇
　
社
会
保
険
完
備
、
昇
給
、

賞
与（
業
績
に
よ
る
）、
交
通
費
規
定

内
支
給
、有
給
休
暇
、制
服
貸
与
、施

設
割
引
有
、食
事
補
助
有

【
ア
・
パ
】就
業
規
定
に
よ
る

●
応
募
　
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
４

時（
平
日
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
に
努
め
ま
す
。◯
入
場
制
限

◯
検
温
◯
手
指
消
毒
な
ど

■
日
帰
り
温
泉
施
設

下
仁
田
温
泉
　
荒
船
の
湯

甘
楽
郡
下
仁
田
町
南
野
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担
当
　
長
澤
）

お知らせ版お知らせ版

諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭

写
真
展
開
催

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

群馬テレビ　毎週金曜日　19時 30分～ 20時放送
（再放送）  毎週日曜日　９時 30分～ 10時
見逃してしまったら…
「エムキャス」で、番組放送直後から次回放送開始まで見られます！

※「エムキャス」は、全国どこからでも群馬テレビの放送を見ること
ができるスマートフォン向けアプリです。
●問い合わせ
群馬県メディアプロモーション課　
☎027―226―2167

第
５７
回
町
一周
駅
伝
競
走
大
会
の

中
止
に
つ
い
て

10月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

10/15（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

園庭開放
「おともだちとあそぼう～」

10/6（火）

１０：００～１１：３０

１０月２５日（日）
荒船の湯リニューアルオープン
１０月２５日（日）
荒船の湯リニューアルオープン
本年３月に民間譲渡した「荒船の湯」が㈱アーキテクトにより
新たな施設として再稼働します。
本年３月に民間譲渡した「荒船の湯」が㈱アーキテクトにより
新たな施設として再稼働します。
●問い合わせ　㈱アーキテクト　☎０４８‒５９４‒９９２３
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令
和
元
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作
品

を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人
権

に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、令
和
元
年
度
の
も
の
で
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
聞
い
て
、何
を
考
え
る
で
し
ょ
う
。や
は

り
、来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
で
し
ょ
う
か
。最
近
は
観
戦

チ
ケ
ッ
ト
が
全
て
完
売
、と
い
う
ニュ
ー
ス
も
よ
く
聞
き
ま

す
。そ
れ
ほ
ど
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
人
々
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
も
の
な
の
で
す
。

　
さ
て
、こ
の
世
界
に
は
数
多
く
の
人
種
に
異
な
る
言
語
、

年
齢
、性
別
、障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
、多
く
の
人
が
い
ま

す
。な
か
に
は
人
種
差
別
や
生
ま
れ
つ
き
持
っ
た
障
が
い
で
、

悩
ん
で
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、今
ど
こ
か
で
争

い
ご
と
を
し
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
の

よ
う
な
差
別
問
題
や
紛
争
は
、世
界
平
和
の
実
現
を
妨
げ

る
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、言
葉
で
通
じ
合
え
な
い

に
し
て
も
、ス
ポ
ー
ツ
で
な
ら
お
互
い
に
心
で
通
じ
合
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
世
界
中
の
国
々
の
代
表
が
参
加

し
ま
す
。男
女
と
も
に
参
加
で
き
、年
齢
も
幅
広
い
人
が
参

加
で
き
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
は
競
い
合
い
で
す
が
、争
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
の
で
、互
い
を
認
め
合
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、オ
リ
ン
ピッ
ク
と一緒
に
開
催
さ
れ
る
大
会
、パ
ラ

リ
ン
ピッ
ク
も
あ
り
ま
す
。パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
は
障
が
い
を
持
っ

て
い
る
人
同
士
で
行
う
大
会
で
す
。目
の
見
え
な
い
人
、手

足
が
不
自
由
な
人
で
も
、自
分
と
同
じ
よ
う
な
人
た
ち
と一

緒
に
競
技
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。突
然
に
障
が
い
を
持
っ

て
希
望
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
人
で
も
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目

指
し
て
頑
張
って
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
、ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
側
に
つ
い
て
書
い
て
き
ま
し

た
が
、ス
ポ
ー
ツ
は
観
る
人
も
い
ま
す
。観
る
人
への
配
慮
も

必
要
に
な
って
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
多
く
の
人
が
観
戦

し
に
来
ま
す
。そ
の
中
に
は
高
齢
者
や
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
ら
の
人
た
ち
が
観
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。今
、い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、会
場
内
の

段
差
で
す
。段
差
が
多
い
と
上
り
下
り
が
大
変
で
す
。車
椅

子
に
乗
って
い
る
人
は
、段
差
が
あ
る
と
体
勢
が
不
安
定
に

な
り
気
分
が
い
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。で
す
か
ら
段
差
を
少

な
く
し
、ス
ロ
ー
プ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
が
あ
る
だ
け
で
移
動
も
楽
に
な
り
ま
す
。

　
会
場
の
他
に
も
工
夫
は
さ
れ
て
い
ま
す
。電
車
内
の
車
椅

子
ス
ペ
ー
ス
や
優
先
席
、宿
泊
施
設
に
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
部

屋
な
ど
、観
戦
中
で
な
い
と
き
ま
で
過
ご
し
や
す
い
環
境
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、設
備
が
あ
れ
ば
よ
い
と
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。先
程
挙
げ
た
も
の
を
例
と
す
る
と
、車

椅
子
ス
ペ
ー
ス
や
優
先
席
が
あ
って
も
、そ
こ
に
健
常
者
が
い

て
乗
れ
な
か
っ
た
り
座
れ
な
か
っ
た
り
す
る
状
況
も
考
え
ら

れ
ま
す
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
部
屋
で
あ
って
も
、他
の
部
屋
と

同
じ
位
置
に
設
備
を
置
く
と
、高
さ
な
ど
が
車
椅
子
の
方

と
合
わ
ず
、一人
で
は
届
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。設
備
だ
け
で
な
く
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
る
気
持

ち
も
大
切
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、誰
も
が
過
ご
し
や
す
く
な
る
こ
と
は
、ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
人
に
も
観
る
人
に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。世

界
中
の
壁
が
取
り
除
か
れ
て
行
わ
れ
る
こ
の
大
会
。実
は
、

開
催
中
は
武
力
活
動
を
停
止
す
る
と
い
う
呼
び
か
け
も
あ

り
、世
界
平
和
に
も
つ
な
が
って
い
ま
す
。来
年
は
、誰
も
が

楽
し
め
る
よ
う
、多
く
の
思
い
や
り
と
共
に
開
催
さ
れ
て
ほ

し
い
で
す
。

作文
優秀賞

二
〇
二
〇
年
に
向
け
て

下
仁
田
中
学
校

　三
年

　
　茂
木 

も
も
花

も
て
き

か

いわい れのん

言わない　やらない　
　　自分がされて
　　　　いやなこと

下仁田小学校　3年　　岩井　蓮音

人権標語
優秀賞

いわせ まこと

ありがとう　
　　お友だちとの　
　　　　あいことば

下仁田小学校　3年　　岩瀬　茉琴

人権標語
優秀賞

かんべ り な

気をつけよう、
　　今言った事、
　　　　いやがらない？

下仁田小学校　3年　　神戸　梨愛

人権標語
優秀賞

こがねざわ じゅね

にっこりと　
　　あいさつすれば、　
　　　　　ほら　えがお

下仁田小学校　3年　　小金澤珠音

人権標語
優秀賞

つちや たいが

ちょっとまって！　
　その言葉　大丈夫？

下仁田小学校　3年　　土谷　太雅

人権標語
優秀賞

人権ポスター
優秀賞

「命の旅は続いていく」
下仁田中学校２年　福田　美優

ふくだ みゆう

人権ポスター
優秀賞

「人権ポスター」
下仁田中学校２年　佐藤　孝紀

さとう たかのり

人権尊重作品人権尊重作品
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と
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す
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内
の
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と
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が
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で
す
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椅
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に
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る
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だ
け
で
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他
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で
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ば
よ
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と
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で
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か
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挙
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た
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の
を
例
と
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る
と
、車
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が
あ
って
も
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こ
に
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者
が
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て
乗
れ
な
か
っ
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座
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な
か
っ
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す
る
状
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も
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え
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ま
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も
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の
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と

同
じ
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を
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と
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が
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だ
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を
思
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や
る
気
持

ち
も
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の
で
す
。

　
こ
の
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に
、誰
も
が
過
ご
し
や
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と
は
、ス
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を
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を
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と
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も
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り
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が
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思
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や
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と
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ほ

し
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す
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気をつけよう、
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

10
月
31
日（
土
）・11
月
1
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

９
日（
金
）・
20
日（
火
）・
29
日

（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
火
）・
２０
日（
金
）・
２７
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

町
県
民
税
３
期

国
民
健
康
保
険
税
４
期

介
護
保
険
料
４
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
４
期

納
期
限
は
１１
月
２
日（
月
）で
す

月
10

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

10
月
の
支
払
日

11
月
の
支
払
日

災害対応シミュレーション
『密を避ける避難所運営』

9月3日コロナ禍を想定した避難所運営職員研修を実施しました

1010

人口
　男
　女
世帯

（　11）
（　 2）
（　 9）
（　 3）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,071人
3,477人
3,594人
3,300世帯

転入  7人/  出生 3人
転出  12人/  死亡 9人

（9月1日現在）

（8月中）

下仁田町下仁田町

広
報
２０１９年

月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年 No774

月月

下仁田プライド in

時代に合わせた
避難所運営

8月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（伊　乃）　
（正　博）
（　現　）
（　隆　）
（道　明）　
（勝　已）
（和　博）　

下　町
西野牧
小　川
下　町
下　町
東　町
下小坂

飯野　喜三
黛　　梅子
齋藤　文江
小井土弘美
佐藤　しづ
神宮　良雄
永井　喜六

有
料
広
告

有
料
広
告

地　区
ご出産おめでとうございます

伊 藤　歓 喜 （啓市・春花）  本　宿

（保護者）出　生　児
かんき

沼 田　奏 樹 （香輝・優希）  仲　町
そうき

諏 訪　幹太郎 （森大・美咲）  大　東
かんたろう

　　　　　 
●コロナ対策事業「水道料減免」「ごみ袋配布事業」・・・P2～P5
●ヤマビル生息マップで被害防止を・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8
●「荒船の湯」がリニューアルオープン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P29

トピックス

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

週１日～２日
（２～３時間）
月収
50,000円程度


